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戦いの中に救いを求める壊れた少年は、

記憶をなくした迷子の少女と出会い──

世界を、自分を再生する。
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　プロローグ　Stand on a Stage







　真っ白なスポットライトが、舞ぶ台たいの上を照らす。

　一人の少女が、華はなやかな若わか紫むらさき色のドレスに身を包み、脚きやつ光こうを浴びている。

　彼女は今このときだけ、王女だった。

『さあ、選んでください──』

　天の声が、審しん判ぱんを下すように、王女に問いかけた。

『福音ゴスペル……世界の救済を知らせる故ゆえに、そう呼ばれた存在を求め、貴方あなたはこの都市で彼らと出会い、仲を深め、その機会を窺うかがっていた』

　違ちがう、と。

　王女が否定するように首を横に振ふった。

『誤ご魔ま化かさなくても構いません──ただ、貴方は選べばいいのです』

　それを、舞台の支配者は決して許さない。

　この物語に、幸せな結末は似合わないと告げる。

『仲間と共に過ごすため、世界を見捨て、故郷と同じ運命を辿たどるか……』

　たとえ手で耳を塞ふさぎ、目を瞑つぶり、いやいやと首を振ろうとも。

　王女はこの舞台に立たされた、唯ゆい一いつの役者。

　物語が続く限り、彼女は自分の運命から、逃にげ出すことは許されない──

『それとも……世界を救うために──貴方の大切な友人を犠ぎ牲せいとして、今いる幸せな場所を……これっきり、失うか』







　第一章　買い物は計画的に　─Let's shopping─







　放課後のホームルームでのことだった。

「……投票の集計結果を発表します」

　一人の女子生徒が壇だん上じように立ち、こちらに背を向けて、チョークで黒板に白い線を走らせている。画数の多い、芯しんの通った文字が縦に並ぶ。

「私たちのクラス、二年Ｆ組は学園祭の出し物で──」

　くるり、と。

　学園祭の実行委員である女子生徒は、笑え顔がおで振り返って、その名前を口にした。

「──『純和風喫きつ茶さ』をやることに決定しました」

『お……おおおぉぉぉぉぉ！』

　クラス中じゆうが一気に沸わき立ち、実行委員に惜おしみない拍はく手しゆが送られた。

　それは多分、喫茶店が学園祭で屈くつ指しの人気を誇ほこる出し物だからだと思う──

「……じゅんわふぅ？」

　けれども、僕の隣となりの席に座る少女には、馴な染じみのない響ひびきだったらしい。

　風かざ峰みねほのみ。戸こ籍せき上は僕の妹となるこの少女は、今年の頭、つまり今から半年くらい前に学園に転入してきている。学園祭は未経験だ。

　小首を傾かしげ、緋ひ色いろの髪かみが一ひと房ふさ、ひょこひょこと揺ゆれる。

「わふぅ……わっふるぅ？　はっ、もしかしてワッフルだけの喫茶店!?」

「それはそれで美お味いしそうだけどね」

　でも多分違うはずである。

　クラスの盛り上がり様に遠えん慮りよして、僕は小声でほのみに耳打ちした。

「和風っていうくらいだからさ。かき氷とかあんみつとか、そういう『鶺せき鴒れい』由来の食べ物を出す喫茶店じゃないかな」

「それも美味しそう……」

　ほのみがうっとりと頬ほおをとろけさせ、瞳ひとみの奥をキラキラさせた。

「んー……いいなぁ、白しら羽はね祭さい！」

　そう、僕たちの学園、南鶺鴒第二学園は今、白羽祭なる学園祭を迎むかえる時期にある。

　学園祭といえば、基本的には収しゆう穫かくの季節、秋に行われるものだと思う。それが僕たちの学園では、新学年に上がった途と端たん、クラスの面々は変わらないというのに、新しいクラスでの初めての大仕事と銘めい打うって、学園祭が始まるのだ。

　白羽祭は学園の伝統行事、名前の由来はなんでも都市の名前『鶺鴒』にあるとか。

「でも、去年はほとんど参加しなかったんだよねぇ」

「そうなの？」

　なんでー、とほのみから不思議そうに問われる。僕は軽い苦く笑しようを返した。

「武装研究員になる特訓中だったんだ。あの頃ころって本当にそれだけしか考えてなかったから、クラスの出し物は全然手伝わなかったし……当日なんてずっと研究所にこもりっぱなしだった」

　研究所──正式な名めい称しようは、特立研究機構。

　残ざん留りゆう体たいと呼ばれる生命体と戦い、人の営みに必要不可欠な資源、涙るい晶しようの奪だつ取しゆを目的する組織だ。僕はその場所で、残留体と戦うための武装研究員として活動しているけれど、去年の今頃は戦うことだけに執しゆう着ちやくして、取り繕つくろうことなく言えば、壊こわれていたと思う。

　我ながら高校生として非協力的すぎた。今いま更さらながらに後こう悔かいが過よぎる。

「去年は悪いことしたな……」

「じゃあ、今年はいっぱい手伝って、いっぱい楽しもうねっ」

　ほのみが満面の笑みを咲さかせた。少し驚おどろいたけれど……うん、ほのみはこういう子だった。ねっ、と同意を促うながされて、応こたえない理由はどこにもない。

　僕は優やさしい気持ちで頷うなずき、その緋色の髪を撫なでた。

「そうだね。喫茶店だし、店の内装とかも色々凝こったものに出来たら……」

「──それだけじゃねぇぜ」

　妙みようにイイ声が張った。かと思えば、

「純和風喫茶の醍だい醐ご味みと言えば──そうっ、制服っ」

　茶ちや髪ぱつの男子生徒が、ややくい気味に僕の視界に飛び込んできた。うわ。

「橙とう矢やっち、純和風な制服に興味はあるかい!?」

「……あるかどうかの二に択たくなら、あるけどさ」

　とはいえそんな顔を輝かがやかせるほどでもないのである。

　男子生徒、八はち王おう寺じノボルはくしゃくしゃの髪をかき上げ、おそらくしっかり磨みがいてあるのであろう白い歯を、きらんっと光らせた。

「そいつぁよかった。世界が滅ほろびる前、『鶺鴒』の前身となった国に古くから伝わる由ゆい緒しよ正しき衣い装しよう……黒を基調とし、純白のエプロンを羽織ることで絶ぜつ妙みようなコントラストを醸かもし出す──それこそがっ、純！　和風制服っ！　わかるかっ？」

「う、うん……うん？」

「それだけじゃねぇ！　振り返ると同時に翻ひるがえる、前まえ掛かけの裾すそっ。くるんっとしたステップでこちらに半回転、しかもお客様を出で迎むかえる極ごく上じようの笑顔──『いらっしゃいませ♪』がついていればご飯三杯ばいいけるっ、いやむしろご飯なんていらねぇっ」

「あ、ごめん、そこまでのこだわりはないや」

　きっぱりと首を横に振って意味はノー、親友相手でも頷けないことはあるのだ。

　まったくもって、学年が上がっても変わりようがなくて安心する親友である。

「というか、せめてなにかしらは注文すべきだと思うけど」

「するさ勿もち論ろん、珈琲コーヒー一杯な。まっ、いいさ。いずれは橙矢っちにも、純和風制服のなんたるかがわかる日も来るわな」

「そんなの一生来なくていいってば」

　そう言ったのは僕、ではなかった。

　ノボルの背後で、少女が腕うで組ぐみをしている。俗ぞくに言う仁に王おう立だち、ふぅ、と呆あきれたようなため息を零こぼしたのは、クラスメートで腐くされ縁えんのつばさだった。絹のような栗くり色いろの髪をポニーテールに結ゆって、その尻しつ尾ぽをふるふると揺らしている。

「橙矢に変なこと吹ふき込むのって、ほとんど八王寺だよね」

「人聞きが悪いぜ。オレはただ、青少年の新たな可能性を目覚めさせようとしているだけであってな……あー待て。つかよ、喫茶やるとしたら衣装も手作りだよな？」

　ノボルが何な故ぜか、にやりと唇くちびるの端はしを持ち上げた。

　確かにノボルの言う通り、クラスの面々は衣装の構想でも練っているのか、早さつ速そくわいわいと動き始めている。メジャーまで持ち出しているのだから準備が良い。

「だとしたら……緋あけ空ぞらっちも衣装、着るんじゃね？」

　は、とつばさが目を丸くする。ついで、慌あわてたようにまくし立てた。

「や、やらないやらないっ。そういう恥はずかしい衣装無理！　私は裏方予定っ」

「もったいねぇなぁ。どう思うよ、橙矢っち？」

　話の矛ほこ先さきが急にこちらに向いてきた。特に嘘うそを吐つく理由もないので、正直に言おう──少し前までならそう思っていた。

　でもここ最近、色々なことがあって……どうしてか、つばさに対して素す直なおな言葉を口にしようとすると、頬が熱くなって、声が上うわ擦ずってしまう。

　結果──それなりにどもってしまった。

「う……うん、つばさなら、似合うと……思う、よ？」

「っ……橙矢まで……」

　ばか、とぷいと顔を背そむけ、つばさが恥ずかしそうに俯うつむいた。その耳が赤い。なんだかこっちも照れてしまう。ノボルのにやにや笑いは多分確信犯。

「……とうやくん、ちょっと顔赤いよ？」

　つん、とほのみが僕の脇わきを指でつついてきた。むすっと膨ふくれた頬の理わ由けは経験からわかるのだけれど──正しい対処をしようと考えると、脇の奥のほうがむずむずする。

「……ほのみも」

　戦うことだけが生いき甲が斐いだった日々から抜ぬけ出して、もうすぐ半年が経たつ。ただの高校生として過ごす生活は未いまだに慣れないことが多いけれど、そのうち一つがこれだ。

　女の子を褒ほめる──これが意外と緊きん張ちようすることだと、気づいたのはごく最近。

「似合うと思うよ。うん、絶対」

「んっ？　んー……んっ」

　ほのみは赤面しながら何度も頷いてくれた。すると、まるでこうなることを予測していたみたいに、視界の脇でにやにや笑うノボルの表情が目につくわけで……

「……ノボルが純和風大好きだって、美み陽よさんに伝えておこうかな」

「ちょっ!?」

　ノボルが目に見えて狼狽うろたえた。美陽さん、とはノボルを含ふくめ、僕たちが通うバイト先の上司の名前だ。年は三つほど上の綺き麗れい系美人さんと言えよう。

　この親友、色々あって、その人と最近ちょっと良いい雰ふん囲い気きなのである。

「なんだっけ、裾が翻るだけでご飯三杯はいけるんだっけ？」

「お、おまっ、橙矢っち、顔がすげぇ楽しそうなんだが!?」

　この隠かくれＳがっ、とか言われてもなんのことやら。気のせいである。

「いい考えかもね、それ」

　さっきの仕返しだと言わんばかりに、つばさが悪戯いたずらっぽい顔で頷いた。

「室長、八王寺がこんなにこだわりあると知ったら……」

「し、知ったら……!?」

「……みよみよさんなら、喜んで着そうだよ？」

　ほのみが漏もらした一言に、僕たち一同は揃そろって沈ちん黙もくしてしまった。

　考えてみれば……うん、美陽さんって、私服がへそだしルックだったっけ。

「……まあ、そうだよね」

　つばさがやれやれ困った人だわと言わんばかりに、肩かたをすくめた。

「八王寺が好きだって言えば、室長なんでも着てくれるんじゃない？」

「それオレがすげぇ変態みたいじゃね!?」

「……違ちがうの？」

「橙矢っちもマジで驚いた顔してんじゃねぇー！　つかそんなこと気軽に頼たのめる関係じゃねぇし、もし姐あね御ごに着てもらうんだとしたらチャイナドレスとかをだな──」

　また一つ、親友のフェチが判明してしまった。うわぁ、とつばさがやや身を引き、僕は美陽さんとチャイナドレスの組み合わせに軽く赤面する。……似合う、かも。

　ちなみに、ほのみは話が始まってからずっと首から耳まで真っ赤にしていた。

「──皆みなさん揃って顔を赤くされてますね」

　不意に、鈴すずを転がすような笑い声が響いた。

　その瞬しゆん間かん、僕の肩は緊張に強こわばる。目線が、自おのずと声のした方向に泳ぐ。

「ふふ、なにを話していたのでしょう？　チャイナドレス、と聞こえましたが……」

　小こ柄がらな女子生徒が、悪戯っぽく唇に指先を当てていた。

　先ほど、壇だん上じように立って白羽祭の実行委員を務めていた少女である。豊かな金こん色じきの髪を水色のリボンで横に結い、髪を一房、指で払はらう所作はゆったりとしつつも優ゆう雅が。

　それでいて、無む垢くに微ほほ笑えむ表情には、吸い込まれそうな魅み力りよくがあった。

「いっそのこと、純和風と言わず、古今東西の衣装を集めたコスプレ喫きつ茶さにでもいたしましょうか？」

「ちょ、鈴すず蘭らんさんまで冗じよう談だん止やめてくださいって」
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　ノボルがほとほと困り果てたように苦く笑しようした。そう、この女子生徒がそうだ。

　鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファー。

　僕たちの住まう潜せん水すい都市『鶺鴒』とは異なった海域を行く、潜水都市『羽は衣ごろも』の武装研究員を務め、少し前には僕たちと共に残ざん留りゆう体たいと戦った少女。それが一週間ほど前に、突とつ然ぜん『鶺鴒』に移住したかと思えば、僕たちの学園へ転入してきたのだ。

「あら、別に冗談ではなかったのですが……」

　鈴蘭が頬ほおに手を当てて、ふぅと残念そうに息を吐はいた。

「わたしも場合によっては、チャイナドレスを着ても良かったのに……」

「え、マジっすか!?　あ、ちょいさっきの発言取り消してもっ」

「……八王寺、節操なさすぎ」

　室長に言いつけるよ、とつばさが目を吊つり上がらせると、ノボルはハッとしたように肩を落とした。オレには姉御がいるのに……とかなんとか、暗く呟つぶやいている。

　その様子を、鈴蘭が愉ゆ快かいそうに笑いながら見つめていて、

「皆様といると本当に退たい屈くつしませんね。ねえ、そう思いませんか？」

　風峰様、と問いかけられたら、これ以上無視は出来そうになかった。

　この場で風峰の苗みよう字じを持つのは、僕とほのみの二人だけだ。そして僕たちは揃って、沈黙を貫つらぬいていたのだけれど──仕方ない。僕は肩の力を抜くついでに答える。

「……そう思うよ」

「ですよね。ふふ、ますます白羽祭が楽しみになってきました」

　そう言って、鈴蘭は満足げに頷くと、皆様、とクラスメートたちに呼びかけた。

「今日はさっそく喫茶店のレイアウトを考えてしまいましょう。どのような内装とメニューにするのか、アイディアを出し合い、必要なものを書き出してください」

　あれだけ騒さわいでいたクラスメートたちが、手を止めて、静かに話を聞き入っている。

　鈴蘭は大勢の視線を一手に集めながら、可か愛わいらしく微笑んだ。

「白羽祭までおよそ二週間──楽しみながら準備しましょうね」

『おぉー！』

　男女問わず同意の声が上がり、教室中じゆうが瞬またたく間にやる気に包まれる。……これが鈴蘭の人気だ。持ち前の社交性から男女問わずに慕したわれ、転入してわずか一週間にして、白羽祭の実行委員という大役を任せられるまでに信しん頼らいを勝ち得ていた。

　高校二年生、放課後を使った作業なのに、誰だれもサボらないとは珍めずらしいと思う。

　クラスの盛り上がり様が、まるでテレビの向こう側の出来事のように見える。すると、つばさに指先でちょんちょんと肩をつつかれた。怪け訝げんそうに眉まゆを寄せている。

「橙矢、なんか元気なくない？　鈴蘭さんとなにかあったの？」

「……うん、ちょっとね」

　なにもない、とは言い切れない。隣となりで複雑そうな表情をするほのみも同じだと思う。

　潜水都市『羽衣』で、鈴蘭がしたことを思い出せば──

「そう？……でも、早めに仲直りしちゃいなよ。鈴蘭さんは実行委員なんだから、これから話す機会も増えるだろうし。仕事の都合で『鶺鴒』に来たって前に言ってたけど、まだ移ってから一週間でしょ？　わからないことも多いだろうから、顔見知りの私たちがサポートしてあげたいじゃない」

　今度街でも案内してみようかな、と微笑むつばさは、なにも知らない。

　鈴蘭があの日、僕とほのみの目の前で、なにをしたのか。つばさやノボルに伝えれば二人を危険に巻き込むことになると思って、今のところは伝えていないからだ。

　秘密を知り得るのは、あの場にいた僕とほのみと、鈴蘭と、そして──

「リノンちゃん、今日もお休みなのかな……」

　ほのみが心配そうに、廊ろう下か側の席を眺ながめた。その席の主あるじは欠席している。付け加えればここ一週間ほど、転入してきた鈴蘭と入れ替かわるように学園を休み続けていた。

　うん、と頷うなずくつばさも、携けい帯たいを取り出して困こん惑わくした顔をつくった。

「メールで訊きいてみたら、ただの風か邪ぜだって言うんだけど……昨日お見み舞まいに行こうとしたら風邪が移るからいいって断られちゃったし。一週間も休むって、相当悪いんじゃないかな……」

　僕は無言で頷く。リノンのことは僕も気き掛がかりだった。

　なにせ、鈴蘭の秘密を知る最後の一人こそ、リノン・クリスベルなのだから──

「……風峰様、少しよろしいですか？」

　考えて込んでいたこともあって、呼びかけられた途と端たん、僕は肩を揺ゆらした。

　クラスの人気者、鈴蘭はみんなに指示を出し終えたのか、こちらに戻もどってきていた。

「突然で恐きよう縮しゆくですが、明日あしたの土曜日、なにかご予定はありますか？」

「予定？　いや、とくにはないけど……」

　滑かつ舌ぜつが悪い。にこにこと笑顔で問われると、どうも調子が狂くるう。彼女の正体を知っているからか、その微笑みがなにか企たくらんでいるように思えて──

「でしたら明日、わたしと一いつ緒しよにお出かけしません？」

　──あながち、間ま違ちがってはいなかった。

　きょとんとした一瞬の隙すきを突つくように、鈴蘭は笑顔で言い放った。

「わたし、風峰様のことが好きなんです」

『…………え？』

　唖あ然ぜんと漏れた声は、僕を含ふくめてクラスメート全員分。

　ついで──思い出したように絶ぜつ叫きようが突いた。

『う……そぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉお!?』

「まあ、失礼ですね」

　鈴蘭はわかりやすく頬を膨ふくらませてから、やがて可愛らしく頷いた。

「……はい、一目見た瞬間からずっと好きでした。ですから、風峰様……」

　頬を完かん璧ぺきなまでに薄うつすらと赤く、上目遣づかいで僕に問う声は緊張したように震ふるえる。

　思わず、くらっと頭が沸わき立つほどには、破は壊かい力抜ばつ群ぐんだった。

「わたしと明日、白羽祭の買い出しを兼かねて、デートしていただけませんか？」

　そして消え入りそうな声で、一言。

「……返事は、そのときでいいですから」

　──……なるほど、ね。

　心の中で頷いた僕をよそに、ほのみが顔を真っ赤にして両手をぶるんぶるん振ふった。

「だっ、だだだだめっ。そんな……っ」

「わかった、いいよ」

　なにか言おうとしたほのみを遮さえぎって、僕は頷いた。

　ほのみとつばさ、ノボルにクラスメート全員が呆ほうけたように口を開く中、告げる。

　僕史上、もっとも出来が良いと思われる、笑顔でお返事を。

「明日、一緒にデートしよう──鈴蘭」







　午前一一時二〇分、天気は快晴。

　買い出し兼けんデートの待ち合わせ場所には、ここ一帯で一番の大型ショッピングセンターを選んだ。週末だけあって人は多く、けれども待ち人を見つけるのに苦労はしなかった。

　鈴蘭の金きん髪ぱつは、遠目からでも見つけられるくらいに、人目を惹ひく。

「すみません、お待たせいたしました」

　鈴蘭は小走りでこちらに駆かけてくると、やや上がった息を整えてから微笑んだ。

「今朝は、少しだけ寝ね坊ぼうしてしまって」

「そっか。や、僕もさっき来たところだから、気にしないで」

　なんとなく目を外して、横目で鈴蘭の格好を見やる。

　武装研究員の制服姿を除けば、彼女の私服姿を見るのは初めてだ。

「ふふ、そうでしたか。……では、参りましょう？」

　そう言って、鈴蘭は自然な動作で、僕の腕うでに自分の腕を絡からめてきた。

　思わず目を剥むくと、彼女が悪戯いたずらっぽく唇くちびるの端はしを吊り上げる。

「だめ、ですか？」

「……や、そんなことないけど」

「ありがとうございます。……正直に言うと、寝坊してしまったのも、今日が楽しみで中々寝付けなかったからなんですよ？」

　弾はずむような声と足取りで、鈴蘭は僕に身を預けるように歩き始める。向かう先はショッピングモール、名目は白羽祭のための買い出しだけれど……。

　柔やわらかな重みと、甘い香かおりが身体からだをくすぐる。

「ふふ、楽しみです──……」

　言う通り、本当に楽しそうに微笑む鈴蘭をよそに──僕は、軽く後ろを振り返った。

　人ひと混ごみに紛まぎれるようにして、こちらをじーっと強い視線で見つめる影かげが、ひーふーみー……三つ。尾び行こうしているつもりだろうけれど、正直、丸見えである。

「大だい丈じよう夫ぶかなあれで……」

「どうかされましたか、風峰様？」

　鈴蘭に顔を覗のぞき込まれて、なんでもないと首を振った。今はこっちに集中だ。

　鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファー。

　彼女の狙ねらいを探さぐるため、あえて誘さそいに乗ると、もう決めたのだから──。




「……とうやくん、入っていい？」

　昨夜のことである。

　自室の扉とびらを叩たたく音が二回して、開けた先にはパジャマ姿のほのみがいた。

　明日のデートもあるし、早めに寝ようと思っていた矢先の台詞せりふだ。部屋に招き入れ、適当に座ってもらうと、ほのみはおずおずと話し始めた。

「鈴蘭……さんと、明日デートしに行くんだよね？」

「うん、いくよ」

　取り繕つくろうことなく答えると、ほのみがどこか寂さみしげに眉を寄せた。

「……こ、告白されたから？」

「丁度良かったからね。こんな機会、滅めつ多たにないだろうし」

「っ……じゃあ、お誘いも受けて……」

　ほのみがパジャマの袖そでを指先でぎゅっと握にぎりしめる。なにかを押し止とどめるように、睫まつ毛げをふるふると震わせながら……ん？

「とうやくんは……鈴蘭、さんとお付き合いするんだね……」

　声が途と切ぎれていく。ほのみの目の縁ふちに、みるみる水すい滴てきが溜たまって──って！

「ちょっとほのみストップ！　つ、付き合わないっ、それは全然違うから！」

　僕は慌あわててほのみの肩かたを掴つかんだ。ぇ、とほのみが呆けた声を漏もらす。

「だ、だってとうやくん……いま、丁度良かったって……」

「僕も向こうを好きだったっていう意味じゃないよ。……でもごめん、勘かん違ちがいさせちゃったね」

　ほのみの瞳ひとみからこぼれ落ちる涙なみだを、苦く笑しようしつつ指の腹で拭ぬぐいながら、

「本当は、上う手まくいってから話すつもりだったんだ。その……」

　くすぐったそうにするほのみに、僕は深呼吸をしてから、告げた。

「──鈴蘭の目的を探ってみようと思う」

　ほのみはしゃっくり一つ、きょとんとしてから、不思議そうに小首を傾かしげた。

「……デートに行くんじゃないの？」

「行くよ。……鈴蘭の目的を、涙るい晶しよう管理局の狙いを探るためにね」

　それが、わざわざクラスメートの目の前でまで二つ返事をした理由だ。

　涙晶管理局──人類が生存するために必要不可欠な資源、世界中じゆうの涙晶を管理しているという都市伝説級の巨きよ大だいな組織。それが実在し、現実の脅きよう威いとして僕たちに迫せまりつつあると知ったのは、ほんの一週間前のことである。

　思い出せばそれだけで、今もなお頭が熱くなる──あの、一件。

「涙晶管理局は……鈴蘭は、あの子を、ゴスペルを殺した」

　ほのみが悲しみを堪こらえるように唇を噛かんだ。多分、僕も同じ表情をしている。

　人の姿をした残ざん留りゆう体たい──ほのみを始め、そうした特別な個体は、並外れた生命力に高い知能を備え、『ゴスペル』と呼こ称しようされる。そして僕たちは、かつて潜せん水すい都市『羽衣』を訪おとずれた際に、黄金の鎧よろいを纏まとったゴスペルと遭そう遇ぐうしたのだ。

「あの子はさ、僕たちともっと話をしたいって言ったんだ。一人でいるのは寂さびしいって、そう言っていたのに……」

　────わたしはゴスペルを殺さなくてはなりませんので。

　そう言って、涙晶管理局の一人である鈴蘭は、ゴスペルの少女を撃うち殺した。

「鈴蘭が突とつ然ぜん『鶺鴒』にやってきたのも、僕たちの学園に来たのも偶ぐう然ぜんじゃない。絶対になにか目的があるんだと思う。……そんなときのお誘い、だからね」

「ん……だから、丁度良いいの？」

「うん。鈴蘭はわからないことが多すぎるし、向こうから仕し掛かけてくれるなら、少なくとも僕に用があるってことになるから。一緒にいればなにか聞き出せるかもしれない」

　だからこその買い出し兼デートである。まさか本気で僕のことを好きになったわけじゃないだろうし、腹の探り合いは荷が重いけれど、好機には違いないと思う。

　鈴蘭は、ほのみと同じ存在であるゴスペルを殺している。最悪、ほのみだけじゃなく、つばさやノボルにまで危険が及およぶかもしれない。

　それを防ぐためにも、まずは調査──情報収集という話だ。

「……ん、わかったよ」

　こくり、とほのみが一つ、納なつ得とくするように首しゆ肯こうした。

　よかった。わかってくれた──そう安心したところへのカウンターパンチだった。

「だったらあたしも一緒についてっていい？」

「……え？」

「とうやくんが危ない目に遭あわないように……び、尾行するからっ」

　握り拳こぶしをぎゅっとつくって、瞳に宿すのは決意の輝かがやき。

　僕は背中に冷ひや汗あせが伝うのを感じながら、この先の展開をなんとなく予見する。

　ほのみって結構……頑がん固こなんだよね。




　──回想終しゆう了りよう。

　よって、一晩明けた現在に至るわけだけれど。

「なんで三人に増えたのか……」

　場所はショッピングモール内、後ろをちらと振り返れば、こそこそ僕と鈴蘭を尾行する影は、三つに増えていた。

　ほのみの他ほかに……つばさとノボルの姿が見える。大方、ほのみと協力して尾行中なのだろう。鈴蘭の正体は二人には話していないから、僕の目的を知らないことが有り難がたいようでややこしい。ようはまごうなきデートだと思われているわけだし。

　不意に、ポケットに入れた携けい帯たいが振しん動どうする。メール着信、開いて見れば文面は、

『ちょっと鈴蘭さんとくっつきすぎじゃない？　今日は人も多いし、そんなだと歩きにくいから離はなれたほうがいいと思うよ？』

　──顔文字なしのなんとも素っ気ないアドバイスである。

　再度、背後を振り返れば、目が合った途と端たん、つばさにぷいと顔を逸そらされた。……尾行の意味、ほとんどないような。

「……風峰様、またぼーっとしてらっしゃいます？」

　ぎゅぅ、と腕に絡む感かん触しよくが強くなった。

　見れば、鈴蘭が頬ほおを軽く膨ふくらませている。上目遣づかいもやや吊つり上がり気味。

「買い出し中とはいえデート中、あまり他の女性に目を奪うばわれないでくださいね」

「ああ、ごめん……って、別に女性を見ていたわけじゃ」

　反論しかけて口を噤つぐむ。つばさを見ていたことには変わりない。

　沈ちん黙もくをどう取ったのか、鈴蘭はくすりと苦笑を零こぼした。

「いえ、ごめんなさい。ちょっと意地悪言ってみました。風峰様がよそ見してしまうのなら、わたしに釘くぎ付づけになるように努力するまで、ですね」

　そう言って、さらに身体を密着させてくる。携帯からブーブーッと振動音がひっきりなしに鳴り響ひびくも、ごめんつばさこっちもそんなに余よ裕ゆうないかも！

「鈴蘭……少し、近くないかな？」

「はい、近づいていますから」

　ふふ、と喉のどを転がす鈴蘭のノリの良さはなんなのだろう。しかも、こうも積極的なくせに頬は薄うすく染めているのだから……あぁもぅっ、調子が狂くるう！

「……『羽衣』にいる頃ころの君って、こんなにぐいぐいくる人だったっけ？」

「あのときはホスト役でしたから。今日のわたしはただの鈴蘭ですよ？」

　人は多面的な生き物です、と鈴蘭が言う通りだと思う。出会った当初の鈴蘭は、凜りんとした空気を身に纏まとい、職務に忠実な印象が強かった。それが今は……

「あ、風峰様。ここに良い雰ふん囲い気きのお店がありますよ。そうです、少し早いですがお昼にしませんか？　せっかくなので、純和風喫きつ茶さの勉強を兼かねてこのカフェに入ってみましょう」

「え、いやこれ見た目全然和風じゃないけど……って、引っ張らなくてもっ」

　まるで同級生と休日に遊びに来たような──そんな表現を思いつくほどに、軽かろやかで楽しげな笑えみを振ふりまいてるのだから。

　ふと、この少女が、本当にゴスペルを撃ち殺したのかと疑問に思ってしまう。

　鈴蘭に手を引かれて店内に入ると、二人席に案内された。店の雰囲気は確かにほっとするような落ち着きがあるけれど、内装からして絶対に純和風じゃない気がする……。

「さぁ、風峰様。どれにいたしましょうか？」

　鈴蘭はなんだか嬉うれしそうに手を叩き、手元のメニューを覗き込んだ。白羽祭に対する意気込みは大きいらしく、僕もつられるようにメニューを取る。

「明らかに和風じゃないものばっかりだけどね……」

「まあまあいいじゃありませんか。あ、この『恋こい人びと限定、甘い時間を二人に届ける魅み惑わくのランチ』──ちょっと変わった名前ですが、これなんて如何いかがでしょう？」

「えっ、これっ？　や、こんなの頼たのんでも勉強にはならないんじゃ……」

「あら、わたしたちの喫茶にも、カップルのお客様はいらっしゃると思いますよ？　ですのでここは、二人で実際にこれを頼んでみまして、どれだけ甘い時間を過ごせるか、是ぜ非ひ勉強するべきかと。……というわけでオーダーお願いいたします！」

「あ、ちょっとっ」

　止める暇ひまもなく、鈴蘭は店員を呼ぶと、流りゆう暢ちような口調で恋人限定メニューなるものを頼んでしまった。去り際ぎわ、店員さんの目が意味ありげに僕に向けられて、ほどなくしてその理由が明らかになった。

「……こ、これ？」

　テーブルに運ばれた料理はオムライスだ。けれども、明らかに二人前と思われる量が、たった一つの皿にこんもり盛られている。

　しかも……不備だと思いたいことに、スプーンが一つしか、ついてない。

「風峰様、これでは二人で食べ合いっこするしかありませんね？」

「誰だれですかこれ考えたの！」

　思わず店内を見回すと、店員全員からさっと気まずそうに目を逸らされた。くっ……。

「さ、風峰様。これも喫茶店成功のため、二人で勉強しましょう？　はい、あーん」

　可か愛わいらしくそう言って、鈴蘭が頬を赤く染めながら、手に持ったスプーンでオムライスを掬すくうと、僕の口にそっと向けてきた。

　とろとろ卵とケチャップライス、確かに美お味いしそうだけど……！

「い、いや、その、鈴蘭……？」

「……は、早く食べてください。わたしも恥はずかしいんです……」

　鈴蘭が照れくさそうに僕を見つめて、甘い声こわ色いろで囁ささやいた。……ここで僕が拒きよ否ひすれば、恋人限定メニューを頼んだ鈴蘭は、余計に恥ずかしいかもしれない。

　…………あぁもう、本当、調子が狂うなぁ。

「……あ、あー……ん？」

「ふふ、可愛いらしいです、風峰様」

　差し出されたスプーンをぱくっと口に咥くわえると、鈴蘭にきゃっきゃっと嬉しそうに微ほほ笑えまれる。顔や胸やらが熱くて、正直味が全然わからない……。

「ささ、次は風峰様の番ですよ？」

「え？　いやでも、さすがにスプーンは替えたほうが……」

「それでは勉強になりませんよ。わたしは別に、風峰様なら構いませんし？」

「そ、そういうこと言われても……わ、わかったよ」

　拗すねられた視線で見上げられて、僕はやや諦あきらめつつ、スプーンで卵の丘おかを削けずった。それを鈴蘭の口にそっと運ぶと、躊躇ためらいがちにその唇くちびるが開き、一息にぱくっと食べる。

　美味しいです、と鈴蘭は嬉しそうに感想を口にした。僕はなんだか疲つかれて言う。

「そう……それは、良かったよ……」

「お世辞じゃありませんよ？　本当に美味しいんです。……涙晶管理局の任務で、こんなに美味しいものを初めて食べました」

　しみじみしたような言葉に、どくん、と心臓の鼓こ動どうが速まるのを感じた。

「わたし、こうして高校生として過ごしていること自体、初めてなもので」

「……それは、なにか目的があってのことなの？」

　どうにも僕は交こう渉しようごとに向かないらしい。もう手札を切ってしまった。

　今度は視線を逸らさない。僕が見つめ続けると……鈴蘭はほんのりと頬を赤く染めた。

「情熱的な視線ですね」

「解かい釈しやくが違ちがうよっ」

　もうほとんど反射的に声を張ると、柔やわらかい感触が僕の唇に添そえられた。

「……お静かに」

　そう言って、鈴蘭が人差し指でつつつ……と、唇を優やさしくなぞる。

「っ……！」

「ここは公共の場です。ツッコミは大変嬉しいですが、どうか声を抑おさえて……」

　文字通り、言葉が出ない。唇の表面がむずむずと苛いら立だち、歯で甘皮を突つき破りたい衝しよう動どうに襲おそわれた。でも、僕の唇を這はう白い指先は、歯でも立てたら取り返しの付かない傷をつけてしまいそうで……行き場を見失う感情が、頭をくらくらさせる。

「ねえ、風峰様。今日はまだまだ始まったばかりですよ？」

　鈴蘭は指先で、僕の上唇をふにふにと弄もてあそびながら、自分の唇に舌を這わせた。

　端たん的てきに言うと、危あやうい仕草すぎる。

「そういった質問は……もっと今日を楽しんでからでもいいのでは？」

　ブーブーッ！　と、携帯が抗こう議ぎするように振動した。どこから見ているのか知らないけれど、こっちも余裕なんて消し飛んでいるんだってばつばさ！

「っ……そっ」

　肯こう定ていか否定か、口を衝ついた言葉は自分でも知れず、ただ僕は口を開いた。

　結果──唇を撫なでていた指先をぱくりと咥えることになるとも知らずに。

　くにくに、と鈴蘭の指が抵てい抗こうするように、僕の口の中で蠢うごめいた。

「や……温かい……」

「っ──ご、ごめんなさい！」

　慌あわてて指先から口を離し、飛び退のいた末に思わず敬語が飛び出てしまった。

　店内の客が一いつ斉せいにこちらに目を向け、視線が顔を熱くさせる。

「ご、ごめん鈴蘭！　今のは本当にまずかった……！」

「……いいえ？」

　鈴蘭は恥ずかしそうに首を振ると──でも、にゅるにゅる、と。

　僕の口から引き抜ぬいたばかりの、唾だ液えきに濡ぬれた人差し指と、親指を僕に見せつけるように擦こすり合わせた。

「そのうち……乾かわきますから、ね？」

「っ……！　と、とりあえずっ」

　──この人、危険！

　頭に鳴り響いた警告音に従い、ポケットに即そく座ざに手を突き入れ、僕はそれを鈴蘭に懇こん願がんする想おもいで渡わたした。

「このハンカチ使ってくださいお願いします……！」

　……ちなみにもう片方のポケットに入った携帯は、唖あ然ぜんとしたように沈黙していた。







　──疲れた。

　カフェのひとときが過ぎて、本題の買い出しの目め処どが立った夕方、日が沈しずむ地平線を眺ながめる頃には、僕の身体からだは心身共に限界を迎むかえつつあった。

「ふぅぅ……はぁぁ……」

　僕はショッピングモール外のベンチにぐったりと背を預け、息を吐はいた。足あし下もとには、吟ぎん味みに吟味を重ねた本日の収しゆう穫かくが、複数の紙かみ袋ぶくろに詰つめ込まれている。

　ここまでが、もう色々と凄すさまじかった。

　鈴蘭と歩くときには腕うで組ぐみが基本、身体の密着度は臨機応変に対応。機会があれば、カフェのときのような危うい感じの仕草が飛び出してくる。それも、鈴蘭が故意に狙ねらったと考えられるような事態が、全体のほとんどを占しめるのだから……。

　途と中ちゆうから、携けい帯たいのヴァイブレーションを気にする余裕すらなかった。

「着信とかどうなってるんだろ……うわ」

　ようやく携帯を開いてみれば、メールの着信件数が三桁けた近い。そのほとんどがつばさ、次にほのみ、最後にノボルと並んでいるのだから、よ、読むのが怖おそろしい……。

　というか、未いまだに尾び行こうって続いているのかな……？

「……おかしな表か情おをされていますね」

　項うな垂だれていると、頭上に黒い影かげが差した。

　顔を上げれば、鈴蘭がきょとんとした顔で、両手にソフトクリームのコーンを持ち、立っている。

「まるで、夏休みの課題を夏休み終しゆう了りよう当日に思い出したような表か情おをしていますよ？」

「えらく具体的だね……」

　ちなみに、この人は当然のようにけろっと元気である。

　どうぞ、と鈴蘭から小麦色のコーンを差し出され、有り難がたくそれをもらい受ける。柔らかい氷山を崩くずすと、何な故ぜか普ふ段だんより冷たく感じた。

「今日はとても大きな収穫がありました。材料も良い物が揃そろいましたし」

　鈴蘭がソフトクリームにはむはむと口をつける。

「喫茶店の出し物にしては、結構量が多かったよね」

「ふふ、荷物持ちの方がいてくださって助かっていますよ。……実を言うと、喫茶店の準備以外にも、買い物をしていたので」

「ふぅん……個人的な買い物ってこと？」

「まあ、そんなところです」

　白羽祭に使うものですよ、と鈴蘭は曖あい昧まいに微笑んだ。まあ、追つい及きゆうはしまい。

　僕も僕とて──実を言えば、と繋つなげられる理由を抱かかえているのだから。

「……で、さ。もうそろそろ、日も暮れてきたわけだけど……」

「そうですね……ですが、ここだとまだ人がいますので」

　本題を切り出そうとした矢先、鈴蘭が辺りをきょろきょろと見回し始めた。

「鈴蘭……？」

「……最後に、お付き合い願えますか？」

　僕の手の甲こうに、白い手が重ねられる。

　そのまま鈴蘭は立ち上がると、上目遣づかいで僕を見下ろすという芸当をしてみせた。

「少し、走ります」

「走る？……うわっ」

　腕ごと身体を持ち上げられたかと思えば、鈴蘭は僕を引っ張るようにその場から一気に駆かけ出した。脚あしがもつれかけるも、走り続ける。あ……ソフトクリーム落とした！

「す、鈴蘭……なにを、急に……」

　──やがて辿たどり着いた先は、人気のないショッピングモールの地下駐ちゆう車しや場じようだった。

　これでも武装研究員、これしきで息を整える必要はないにせよ、困こん惑わくはする。すると、鈴蘭も息をまったく乱すことなく、申し訳なさそうに苦く笑しようした。

「すみません、どうしても風峰様のご友人方を撒まきたかったもので」

「……気づいていたんだ」

　まあ正直、そりゃそうだなという話でもある。バレバレの尾行だったし。

　駐車場には無人の車がポツポツと点在するだけで、人気はない。ショッピングモールが大型なだけあって、駐車場も大きめに造られているのか、空間には余よ裕ゆうがある。

「ここでなら、風峰様とゆっくりお話が出来ます」

　そう言って、鈴蘭は両手に持った紙袋を地面に下ろした。急に走り出したかと思えば、荷物を忘れないあたり抜け目ない。僕は緊きん張ちようを悟さとられないように唇を湿しめらせた。

「話、ね……その話って？」

「まあ、お忘れですか？」

　ひどい人です、と鈴蘭は冗じよう談だんっぽく喉のどを震ふるわせた。

「言ったじゃありませんか──好きです、って」

　抵抗する間もなく……である。

　鈴蘭が僕の胸に手を置いたかと思うと、しなだれるように身を預けてきた。咄とつ嗟さに身を離はなそうとするも、背中には硬かたい感かん触しよく。誰だれのものとも知れない無人の車に、退路を断たたれてしまう。

「今日一日、風峰様と一いつ緒しよにいられて、わたしはとても楽しかった。風峰様は……どうですか？」

　鈴蘭が上目遣いで僕を見上げ、目が合うと、恥はじらったように僕の胸に顔を埋うめる。それでも諦めきれないように、そっと再び、潤うるんだ瞳ひとみを向けてくる。

　これが演技だとしたら……いやたとえ演技でも、脳が沸ふつ騰とうしそうなくらいに、可か愛わいかった。

「お返事を……いただけませんか？」

「──答えたら、君の目的を教えてくれる？」

　だからこそ、これ以上は主導権を握にぎられるわけにいかない。

　僕は毅き然ぜんとした表情をつくって、胸に添えられた手を掴つかむ。それを拒こばむように離すと、鈴蘭が驚おどろいたように目を見開いた。

「風峰……様？」

「君がどうして『鶺鴒』に来たのか、その目的を知りたい」

「そ、それは……前にもお話しした通り、武装研究員としての仕事です。『鶺鴒』と『羽衣』の交流の一いつ環かんとして、わたしが派は遣けんされたお話は前にもしましたよね？」

　まるで狼狽うろたえているような口調だった。鈴蘭はしがみつくように僕の服を握ると、訴うつたえるように言った。

「信じて……いただけないのですか？」

「……信じてもいい。でも、それだけじゃないよね」

　鈴蘭の懇願から逃のがれるように、僕は彼女から目を逸そらした。なにを今いま更さら。

　僕は今更どうして、鈴蘭の潤んだ瞳に、同情なんて覚えようとしているんだ──

「君が、僕たちの学園に現れたことは偶ぐう然ぜんじゃない」

　彼女は、ゴスペルを撃うち殺している。

　未練がましい感情に決着をつけて、僕は鈴蘭の怯おびえたような表か情おを覗のぞき込んだ。

「涙るい晶しよう管理局としての目的があるはずだ。それが知りたい。目的はほのみなのか、それとも……僕なのか。だとしたら、こんな風に僕に告白して、なんのつもりかは知らない────け、ど……」

　思わず、言葉が途と切ぎれた。

　鈴蘭とは至し近きん距きよ離りで目を合わせている。だから見み間ま違ちがえるはずはなかった。

「……ひどい、です」

　ぽろぽろ、と。

　涙晶管理局の少女は僕を睨にらみながら、その縁ふちから小さな水すい滴てきを零こぼしていた。

「……え？」

「な、なんでそんなこと言うんですか……わたしはただ、風峰様に気持ちを伝えたいだけなのに……」

　しゃっくりを堪こらえるよう必死に息を呑のむ姿は、泣いている少女の姿そのもので……僕はこれ以上なく困惑した。主導権を取り返した優位が一いつ瞬しゆんで消え失うせる。

「す、鈴蘭……？　待って、なんで泣いて……じゃなくて、え、え、ちょっとっ」

　ぎゅぅっと首に腕を回されたかと思えば、鈴蘭は柔やわらかな身体を押しつけるように、僕に抱だきついてきた。支えきれずに、思わず彼女の背中に手を回してしまう。

「好きなんです……貴方あなたが、好きなんです。好き……」

　耳元でしゃっくり混じりに囁ささやかれて、無意識に背中を抱く腕に力がこもった。

「ちょっと待ってっ、鈴蘭……鈴蘭？」

「……好きにしていいですから」

　言葉の意味は、すぐに判明する。

　鈴蘭がおもむろに──自分のシャツのボタンを上から順に、指で一つずつ外し始めた。

「す……鈴蘭なにしてっ」

「わたしを受け入れてくれるなら……好きにして、いいです。ですから……」

　三つ目のボタンを外してから、鈴蘭は赤みの残る瞳で僕を見上げた。

　熱っぽい視線が、どくん、と胸を疼うずかせる。

「かざみね……さま？」

「…………っ」

　──奇き妙みような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　突とつ然ぜんの涙なみだから、ボタンが三つまで外れるこの展開。もはや交こう渉しようどころじゃなく、鈴蘭がゴスペルを殺した相手であることすら忘れそうになる。僕はただ、休日にクラスメートと遊びに来ているだけなんじゃないかと……そんな錯覚まで覚える。

　もしかして本当に──僕を好きだという鈴蘭の言葉に、嘘うそはないのか……？

「わたしを好きになって……わたしを、受け入れて……そして……」

　鈴蘭がとろんとした目つきで、はだけたシャツの隙すき間まを指で広げる。

　そのまま耳元で、唇くちびるが小さく蠢うごめいた。

「わたしの……仲間になってください」

　──水色の縞しま模も様ようが目に入った瞬しゆん間かん、である。

　僕は両手で鈴蘭の肩かたを掴んで、なるべくゆっくりと引き離した。

「……鈴蘭、そこまでにしよう」

　低く言って、頭を冷やすために、深呼吸を一回。これで大だい丈じよう夫ぶだ。

　そうすれば、ほら……なんてことはない。




「……ふふ、ふふふ」




　目の縁は赤く、服もはだけて、まだしゃっくりを残しながらも。

　鈴蘭は口元を手の甲で覆おおって──おかしそうに微ほほ笑えんでいた。

「風峰様は、忍にん耐たい強いお方なんですね」

「……ほんの少し危なかったよ」

　もっと言うと、強がりだ。でもわざわざ正直に話す必要もないと思う。

　大きく息を吐はいてから……僕は鈴蘭を強い視線で見返した。

「仲間になってください──これ、涙晶管理局の仲間にってことだよね？　それが君の目的って認にん識しきでいいのかな」

「はい、おおむねは」

　なんとも解かい釈しやくに困る返答である。僕が沈ちん黙もくすると、鈴蘭は指先で涙を軽く拭ぬぐってから、やや不満そうに頬ほおに手を当てた。

「それにしても、あそこまでしてもオチないなんて……驚きましたけど、ちょっと傷つきましたよ？　風峰様はもしかして、女の方には興味がないのですか？」

「あるよっ」

　言ってからハッとする。鈴蘭が笑いを堪えるように肩を揺ゆらしていた。くっ……。

　緊きん張ちよう感かん、どこいった。

「驚いたのはこっちのほう。……随ずい分ぶんと演技が上う手まいんだね」

「ええ、大したものでしょう？」

　専門ですから、と鈴蘭が自じ慢まんげに金色の髪かみを揺らした。本当、大したものだと思う。

　あの涙も、台詞せりふも、全部が僕を仲間にするための演技だったとはね──

「それで、どうするつもり？　誘さそいは断らせてもらうけど」

　改めて問いかけると、んー、と鈴蘭はさも困った風に唇に指先を当てた。

「さてどうしましょう？　予定では、わたしの色いろ香かに風峰様が男を露あらわにして……三〇分くらいしたあとに、改めて仲間にお誘いしようと思っていたのですが」

　三〇分という数字はいったいどこから来ているんだろう……。

「……そうですね、こうしましょう」

　鈴蘭はあっさりと迷いを晴らして、方針を固めたらしかった。

　肩にかけるショルダーバッグに手を入れ、躊ちゆう躇ちよなくそれを人前に晒さらす。

「っ、鈴蘭っ……！」

　とんでもないところに、隠かくし持っていたものだと思う。

　すなわち──携けい帯たいに適した小型の銃じゆうを片手に、僕に銃口を突つきつける方針だった。

「力ちから尽ずくは本意ではないのですが、仕方ありませんね」

　本当に残念そうに、鈴蘭はため息を吐ついた。咄嗟に身構えるも、こうもあっさり銃口を突きつけられるとは思っていなくて、すでに致ち命めい的てきに出で遅おくれていた。

　あの銃がまだしも、単なる重火器の類たぐいであったら救いがあったけれど……。

「駆動銃ランゲージ……っ」

「別に不思議なことではないでしょう？　わたしも武装研究員ですから」

　鈴蘭が得意げに銃口を揺らした。型番は確か、ラファエル四式、とか言うはず。

　駆動銃ランゲージは見た目こそ、通常の銃と大きな差はないけれど、その性能には兵器と武器ほどの溝みぞが存在する。銃が武器だとすれば、駆動銃ランゲージは兵器。想像した物質を現実に生み落とす──そんな奇き跡せきみたいな芸当を、駆動銃ランゲージは可能とするのだ。

　たとえば……人を剣けん山ざんに変えるほどの、刀剣の雨あられでも、撃てる。

「それとも、風峰様はこれくらい怖おそれるに足りませんか？」

　そんな強力な自らの銃を、鈴蘭はこれ扱あつかいしつつ、唇を蠱こ惑わく的に歪ゆがめた。

「少なくとも……今の貴方には」

「……誰だれだって銃を突きつけられたら怖こわいよ」

　動どう揺ようを極力抑おさえこんで、僕は自分を狙ねらう銃口を睨んだ。少なくとも……か。思わせぶりな台詞は、隠し事がある身としては聞き捨てならない。

　彼女はいったいどこまで、僕の身体について気づいているんだ……？

「涙晶管理局にいらしてください、風峰様」

　鈴蘭は駆動銃ランゲージを構えたまま、僕を仲間に勧かん誘ゆうした。

「ご自分の存在を正しく認識していただけますよう。貴方は……いえ、正確には貴方のような存在はそこにいるだけで世界を揺らしてしまいます」

「……また、大きく出たね」

　世界。勧誘の文句にしてはいささか表現が過ぎると思う。呆あきれてため息を吐ついた。

「僕が世界を救ったり、滅ほろぼしたりするってこと？」

「いえ、滅ぼしはしませんが……ええ、救いにはなりますね」

　鈴蘭は冗じよう談だんのような口調で、優やさしく微笑んだ。嘘を吐いている風には、見えない。

　……演技か本気か、どっちにせよこれ以上の議論は平行線だろう。

　彼女が僕を仲間に勧誘するためだけに──ここ『鶺鴒』を訪おとずれたのだとすれば。

「そうだったらすごいね。……でも答えは変わらないよ」

「……力尽くは本当に趣しゆ味みではないのですが」

　鈴蘭はつまらなそうに言うと、駆動銃ランゲージの引き金に指をかけた。

　銃口が、僕の胸むな元もとに照準を合わせる。銃の持ち主は小さく微笑み、一言。

「安心してください、なるべく傷つけずに終わらせます」

「っ……！」

　なんだかんだ言って──状じよう況きようは、危険だ。

　臨戦態勢。僕は身構えて、頭の中に『強力な自分』を思い描えがく──




「──本ほん性しようを現すのが遅おそいのよ」




　直前、地下駐ちゆう車しや場じように第三者の声が割り込んだ。

「っ、盗ぬすみ聞きは感心しませんね──！」

　唇を好戦的に歪めたかと思えば、鈴蘭が突然に身を翻ひるがえした。銃口を向ける先は背後、照準は誰もいない空間を彷徨さまよい、徒労に終わるはずだった。

「……ここは公共の場所よ」

　鈴蘭が銃口を構えた先から、一人の少女が歩いてこなければ。

　若わか紫むらさき色の髪をショートに切り揃そろえ、同色の瞳ひとみは真冬の澄すんだ空気のように鋭するどい。細身の身体からだは少し痩やせたように思えるも、僕にはとても頼たのもしく見えた。その直感を裏付けるように、彼女の右手は真しん紅くに塗ぬられた銃をぶら下げていた。

　駆動銃ランゲージ。杭撃ち銃リベツトガンをモデルにした──僕の知る人物が、好んで使う一挺ちようだ。

「たまたま私がこの場にいて、話を耳にすることに問題があるの？」

　ここ最近、学園を休みがちにしていた……もう一人の、涙るい晶しよう管理局。

　一週間ぶりに姿を見たリノンは、相変わらずの無表情で問い返した。




「リノン……！」

　名前を呼んで、僕は慌あわてて彼女の下もとへ駆かけ寄った。

　背後から鈴蘭に狙い撃うたれる可能性を失念していたけれど、結果的に鈴蘭はなにもせず僕はリノンの表情を間近で見ることが叶かなった。
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「……風峰君」

　リノンは呆あつ気けに取られたように、ぱちぱちと瞬またたきを繰くり返した。

「どうしたの、そんな嬉うれしそうな子犬みたいな顔して……」

「……良かった」

　表現はともかく、である。

　胸をほっと撫なで下ろして、僕は一週間ぶりに見る級友に微笑んだ。

「心配だったんだ。風か邪ぜでずっと学園休んでいたから……」

「……ここに現れた理由を問いただすより、まず先に心配するなんてね」

　変な人、とリノンが目を逸そらして、足下を軽く蹴けった。ああ、本当に良かった。

　照れ隠しの仕草を見るのも……また久しぶりだ。

「──浮うわ気き者」

　安あん穏のんとした気分は、そんなぎょっとするような言葉で吹ふき飛んだ。

「風峰様、さっきはあれほどわたしに夢中でしたくせに……」

　ふん、と。

　鈴蘭は不ふ機き嫌げんそうな素そ振ぶりを隠すことなく、僕とリノンに銃口を向けた。

「その人とでしたら、わたしのほうが胸は大きいですよ？」

「なんの話をしているのさっ」

　状況と台詞がここまで一いつ致ちしないのも珍めずらしいと思う！

「……夢中だったの？」

　じろ、とリノンに横目で睨にらまれた。こ、こっちも駆動銃ランゲージ持ちだから物ぶつ騒そうすぎる。すると鈴蘭が表情を一転、勝ち誇ほこったような微笑みを浮うかべた。

「ええ、夢中でしたよ。ほら見てください、私の胸元がなによりの証しよう拠こです」

「……風峰君、本当になにしてたの？」

「僕じゃないからね!?　っていうか鈴蘭もボタンくらい留めておいてよ！」

　状況を！　お願いだから状況を考えて二人とも！

「いいえ、このほうがわかりやすいでしょう。リノン・クリスベル……貴方あなたの胸はわたしより貧相です！」

「……ほう」

「ほう!?　今リノン、ほうって言った!?」

　リノンが表情を変えることなく、ついぞ耳にしたことない言葉を口にした。

　しかも、くい、と顎あごを小さく上げ、鈴蘭に挑ちよう発はつの仕草まで取り始める。

「平原の向こうに広がる楽園を知らないのね……寂さびしい人」

「ただの負まけ惜おしみに貸す耳は持ちません。それに、未来を内包する平原ならまだしも、貴方のそれは大平原……失楽園もいいところです」

「意味を取り違ちがえないでくれる？　これが好きな人も…………きっと、いる」

「ふ、間が空きましたね。ねえ……どう思います、風峰様？」

「それ僕に振ふるの!?」

　なに、涙晶管理局ってこんな人ばかりなの!?

「風峰君、言って」

「え？　ええと……」

　僕はリノンの身体を見下ろす。小こ柄がらだ。それは間違いない。でも普ふ段だんから無表情を貫つらぬくリノンが、今ばかりはもじもじと足下をすり合わせている。両りよう腕うでは背後に回して（駆動銃ランゲージは持ったままだけど）、胸が反るように強調されると……こう、なんというか。

「……そ、そういうのも、いいと思うよ？」

「っ……変態」

「リノンが言えって言ったんだよね!?」

　ぷい、と顔を背そむけられたらどうしようもない。横顔、少し赤くなっているし……。

「というか、なんでこんなこと言い争っているのさ……」

「ええまったく、とんだ乱入をしてくれたものです」

　ふぅ、と鈴蘭はわざとらしいため息を吐ついた。いや本当、わざとらしい。

　こんな会話を展開しながらも──駆動銃ランゲージは構えたまま、一度たりとも銃口を僕とリノンから逸らさなかったのだから。

「と、悪態を吐きたいところですが……リノン・クリスベル。貴方の姿を確認できたのはこちらにとっても幸運でしたよ。今までいったいどこに身を潜ひそめていたのですか？」

　鈴蘭がリノンに問いかけると、不ふ穏おんな言葉が飛び出してきた。

「……身を、潜める？」

「風峰様も薄うす々うすは気付いていたのでしょう？　仮け病びようですよ。ただの風邪で一週間も休むほど、涙晶管理局の人間はひ弱ではありませんから」

「貴方の同類にしないでくれる？」

　リノンは不機嫌そうに呟つぶやくも、決して否定はしなかった。……思い返せば、リノンはこの一週間、学園に姿を現さないだけでなく、お見み舞まいの類たぐいも断っていた。風邪、と聞いていたけれど、今の本人を見る限りは健康に異常があるようには見えない。

「じゃあ、リノンは……」

「監かん視ししていたのよ、フランツィスカ・ハーゼンクレファーを」

　白状すると言うほど溜ためもせず、リノンはあっさりと言った。

「彼女が、風峰君やほのみさんに手を出さないように」

「え……それって、ここ一週間ずっと？」

　僕が慌てて問い返すと、こくり、とリノンが無言で頷うなずいた。何気なく言われたけれど……学園を休むほどの監視となると、それこそ四六時中ってことか？

　全然気付かなかった。さすが本場の尾び行こうは違う。

　そうか、だからこんな絶ぜつ妙みようなタイミングで助けてくれたんだ──

「……人のデートを覗のぞくなんて、本来であれば厳重注意ですが」

　鈴蘭はやや嘆たん息そく気味に、肩かたをそっとすくめた。そして自分がこの一週間、監視されていたと知っても、なおも余よ裕ゆうそうに唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

「同じ管理局の人間を監視するなんて、いったいどういう了りよう見けんでしょうか？」

「『鶺鴒』は私の担当よ、好き勝手に動いてもらっては困る」

「あら、通達がありませんでしたか？」

　答えがわかっているのに、あえて問い詰つめるような口調で、鈴蘭は言った。

「『羽衣』で確認されたゴスペル、風峰ほのみと風峰橙矢──二人を確保するために、このわたしが『鶺鴒』に送り込まれたと、本部から正式な通達があったはずですが？」

「っ……！」

　知っていたつもりでも、改めて全身に戦せん慄りつが奔はしる。

「鈴蘭……やっぱり、僕たちを……」

「だから言ったじゃありませんか、仲間になりませんか、って」

　鈴蘭は悪びれることなく微ほほ笑えみ、そして、と視線をリノンに移した。

「リノン・クリスベル……貴方、風峰様たちの存在を随ずい分ぶん前から知りながら、管理局に報告していませんでしたね？」

「……え？」

　思わず、リノンの表情を見やった。感情が浮かばない無表情……じゃない。

　リノンは微かすかに唇を噛かみしめながら、どこか悔くやしそうに言った。

「……二人の力は微び弱じやくよ。涙晶の羽もほとんど残っていない。それに、風峰君は……」

「重要な点はそこではないでしょうに」

　鈴蘭は仕方ないと言ったように首を横に振った。

「彼らはゴスペルです。そしてゴスペルは、最優先に確保しなければならない対象。涙晶の残量はさほど問題ではない……であれば、わかりますね？」

　かち、と。

　なんの前まえ触ぶれもなく、鈴蘭が駆動銃ランゲージの引き金を引いた。想像が現実と化す一いつ瞬しゆん、銃じゆう口こうから光の束が放たれ、形作ったのは緊きん迫ぱくしたこの場に相応ふさわしい物質だった。

　熱を帯びた曲刀が宙に撃ち出され、その柄つかを鈴蘭が片手で掴つかみ──構える。

「ゴスペルの確保に協力しなさい、リノン・クリスベル」

　そして剣けん先さきが一瞬にして、僕の喉のど元もと寸前に、突つき立てられていた。……瞬きをしたほんの数秒の出来事、僕は声すら出せずにただ呻うめくだけで、

「──なんのつもりですか？」

　鈴蘭が怪け訝げんそうに声を上げて、初めて自分が助けられたのだと知った。

　リノンが、曲刀に文句をつけるように、刀身の真横から駆動銃ランゲージを突きつけていた。

「前にも言ったはずよ。彼らは殺やらせない」

「……それはつまり、涙わ晶た管し理た局ちに刃は向むかうと？」

　リノンは答えず、けれどもそれがなによりの返答だったのだと思う。すると、鈴蘭が目を冷たく細めてから……はぁ、とすぐに嘆息した。

「……黄金の花瞳アウレアアイリスでお会いしたときから、そうは思っていましたけど」

　そう言って、僕の喉元に構えた曲刀をコンクリートの地面に投げ捨てる。からんからんと乾かわいた音が鳴り響ひびき、僕はまだ呆ぼう然ぜんとしたまま、鈴蘭を見やった。

「鈴蘭……？」

「──ゲームをいたしませんか、風峰様」

　鈴蘭は冷れい酷こくな雰ふん囲い気きを引っ込めると、突とつ然ぜんにそんな提案をしてきた。

「……ゲーム？」

「はい。わたしと風峰様が、お互たがいの目的をかけて勝負するゲームです」

　鈴蘭はさも楽しげに話し始める。

「わたしはこれより、風峰様のことを仲間にして見せます。期限は……そうですね、白羽祭が終わる日までで如何いかがでしょう？　わたしはそのときまでに、風峰様にありとあらゆる手段をもって挑いどみますので」

　ありとあらゆるのくだりが気になるけれど……ひとまず先を促うながそう。

「それ、僕が仲間にならなかったら？」

「風峰様が知りたいことを、なんでも教えて差し上げます。管理局のことでも構いませんし、なんならわたしのスリーサイズでもいいですよ？」

「またそういうことを……」

「──勿もち論ろん、残ざん留りゆう体たいの秘密でも」

　もったいぶった一言に、心臓が一つ飛ばしで跳はね上がる。

　鈴蘭はそんな僕の反応を楽しむように、くすり、と笑えみを零こぼした。

「前々から知りたがっていましたよね？　わたしなら教えて差し上げられます。悪い条件ではないでしょう？　このままですと……風峰様だけでなく、その周りまで少々うるさくなってしまいそうですし」

「……なるほどね」

　折せつ衷ちゆう案、と言えば聞こえはいいけれど、実際は暗にこう言われているのだ。

　ゲームに乗らなければ、僕だけでなく僕の周囲にまで手を出す、と。

「一ついい？　鈴蘭には力ちから尽ずくっていう方法もあるんだよね。それなのに、わざわざゲームなんてする理由は？」

「勿論、そっちのほうが面おも白しろそうだからです」

　……思わず鈴蘭を睨んだ。こほん、と鈴蘭は軽く咳せき払ばらいする。

「風峰様に、強力な番犬が付いてらっしゃるからですよ」

　鈴蘭が言う『番犬』とやらには、一つしか心当たりがなかった。

　ふん、とリノンが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「貴方に犬扱あつかいされたくはないけど」

「番犬が嫌いやでしたら忠犬とお呼びしましょうか？　どうせなら、貴方にも管理局に戻もどっていただきたいですからね。風峰様とセットで仲間になってもらおうかと」

「……どうかしらね」

　リノンはより不機嫌そうに視線を逸そらした。まあ、そんなおまけにみたいに扱われても釈しやく然ぜんとしないよね……。

「さあ、風峰様。お返事を聞かせてください」

　鈴蘭が返答を迫せまってくる。……考える余地はない、か。

「──いいよ、わかった」

「風峰君……」

　リノンが咎とがめるように口を開くも、言葉が続かない。彼女もわかっているんだ。

　そもそも僕には選せん択たく肢しがない。鈴蘭がゴスペルを狙ねらう以上、僕たちの衝しよう突とつは避さけられないのだ。ゲームの提案は摩ま擦さつが少ない分、むしろマシとも言える。

　ただ、鈴蘭がこうも不敵に微笑んでいると、いい予感はしないけれど……。

「鈴蘭の仲間になるつもりはないけれど、ゲームに乗るよ」

　すぅ、と一つ息を吸ってから、僕はそれを言葉と一いつ緒しよに吐はき出した。

　鈴蘭の言う『ゲーム』に対する、宣戦布告と言えよう。

「僕は絶対に、僕の日常を手放す気はこれっぽちもないんだ。鈴蘭がそれを壊こわそうって言うなら、遠えん慮りよはしない」

「ええ、その答えで十分ですよ。せいぜい覚かく悟ごしてくださいね？」

　鈴蘭が悪戯いたずらっぽく微笑み──なにかに気付いたように、目を軽く瞠みはった。

　そして今度は、艶つやっぽく口元を緩ゆるめる。

「では、私はこれで。……痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込まれるのもごめんですので」

「え……ち、ちわ？」

　飛び出てきた呑のん気きな一言に思わず目を丸くする。鈴蘭は荷物を手に取ると、あっさりと踵きびすを返し、去り際ぎわに僕の背後へ視線を向けた。嫌な予感がして、振ふり返ると──

「んーっ、とうやくん発見！」

「こ、こんな暗いところでなにして……っ！」

　鈴蘭と僕が走って撒まいたはずのほのみとつばさが、歩き回ったのか息を乱し、顔を赤らめて、しかもむっと頬ほおを膨ふくらませていた。迫はく力りよく満点でこちらへ向かってくる。

「ふふ、せいぜい言い訳を考えてください」

　私を振ったんですからね、と鈴蘭の愉ゆ快かいげな声が、背後から人ごとのように届く。

　迫り来る二人の少女を前に、僕は背中にだらだらと冷ひや汗あせをかいた。

　これは……どうしようかなー……──







「……ねえ、聞いた？」

　翌々日、週明けの学園は早朝から騒さわがしかった。

「鈴蘭さん、やっぱり土曜日に風峰君とデートしてきたんだって！」

「うわマジか、そんな気してたけどかなりショックだわ……」

「でもフランちゃん、話聞くと結構前から想おもってたっぽいし、祝福してあげるべきなんじゃない？　相手が風峰っていうのがわかんないけど」

「なんだかんだ言って新聞とかで目立ってたよな、あいつ……まぁでもわからん」

『ねー』

　クラスメートがほぼ全員、ひそひそ言葉を交かわしている。それだけならまだしも、廊ろう下かの外から教室を覗く生徒もいて、しかも同じ話題を共有しているとなれば……。

「……久々に、学園を遠く感じる」

「まぁ、かーなり噂うわさになってるからなぁ」

　僕が頭から机に突っ伏ぷしていると、ノボルが処置なしと言った風に肩をすくめた。

「なにせ今やクラスを超こえて学年、いや学園のアイドルにまでなった鈴蘭さんにクラスの面前で告られて、しかも週末にデートしてきた男子がいればそりゃ噂にもなるぜ」

「状じよう況きよう説明どうもありがとう……」

　おう、とノボルから元気良く返されては、もう笑うしかない。苦笑いである。

「ふ、ふふ……まあいいや。こんな状況、研究所一年目の職員全員から目の敵かたきにされたあのときに比べればまだまだ……」

「橙矢っち、目が虚うつろになってんぞ。おーい」

　そもそも先週の時点でこの展開は薄うす々うす読めていたのだ。鈴蘭の人気を考えれば、クラスの話題に上るくらい、袋ふくろ叩だたきに遭あわないだけマシかもしれないな……。

「橙矢……大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん、とうやくん元気出してーっ」

　むくりと顔を上げれば、つばさとほのみが心配そうに僕を見下ろしていた。

「ごめん、一昨日おととい私たちが質問攻ぜめにしちゃったから、疲つかれている……？」

「いや……これは別件だよ」

「そ、そっか。ならいいんだけど……あっ、でも」

　デート、とつばさは頬を薄うつすらと赤くしながら、声を上うわ擦ずらせた。

「け、結局さ、上う手まくいったの？」

「……引き分けって感じかな」

「なにそれ。……ま、まあ、告白は断ったんだよね？」

　つばさがそっぽを向きつつも、ちらちら僕に視線を向けてくる──最中である。

「……皆みな様さま、少しよろしいでしょうか？」

　鈴蘭がもはや定位置となった壇だん上じように立ち、クラスメートに呼びかけた。それだけで、教室中じゆうはおろか、廊下の外まで鈴蘭の声を聞くためと言わんばかりに、ひっそり静まり返るのだから……アイドル説、意外と侮あなどれないな。

「はい、ありがとうございます。これから朝のホームルームですが、今日は白羽祭実行委員として皆様にお伝えしたいことがあります」

　そう言って、鈴蘭は白いチョークを手に持つと、黒板に綺き麗れいな文字を書いた。

　題は、全学年を対象とした──

「……『亡国の王女』？」

「はい、その通りです」

　風峰様、と鈴蘭がご丁てい寧ねいに僕の発言を拾って、満面の笑みを浮うかべた。クラスメートの視線が一挙に集まり、やっぱり……付き合って……等々の声が漏もれる。うぅ。

　これもゲーム、すでに鈴蘭の作戦だとしたら──先行きが激しく不安だ。

「皆様、お静かにお願いします。……このたび、わたしたちの学園では全学年を対象とした、『亡国の王女』なる演劇をやることが決定いたしました。各学年、各クラスから三名ずつ希望者、または推すい薦せん者を募つのって、劇に参加してもらうよう指示が出ています」

「……演劇ねぇ」

　学園祭では定番の出し物だと思う。ただ、クラスの出し物とは別に、全学年を巻き込んだものとなると聞き覚えがない。それとも今時はこれくらい普ふ通つうなのかな？

「クラスと演劇を両立できるようにスケジュールは調整します。ただ、どうしても作業量は増えてしまうので、まずは希望者を取らせていただきますが……」

　立候補に挙がる手は皆かい無むである。鈴蘭がわかっていたような苦く笑しようを漏らして、

「いらっしゃらないようですね。では僭せん越えつながら、わたしが推薦させてもらいます」

　クラス中を見み渡わたす。こんなときだけはみんな目を逸らすんだなと思っていたら、ぼぅっとしたまま、実行委員様と目が合ってしまった。気持ち良く微ほほ笑えまれる。

「では、一人目に風峰様。……それから、ほのみ様」

「……うん」

「んっ、あたしっ？」

　僕はなんとなく予想通り、ほのみは素すっ頓とん狂きような声を上げた。まあ、不思議はない。

　これもゲームの内容だとしたら──僕としても望むところだ。

「最後に……そうですね、では」

　リノン、と。

　鈴蘭は敬けい称しようをつけずに、一週間ぶりに登校してきた生徒の名前を呼んだ。

　廊下側の前から二つ目の席、リノンが軽く目を瞠る。

「……私？」

「以上の三名です。それから言い忘れていましたが、わたしたちのクラスは幸さい先さき良く、くじ引きの結果、演劇の主要な役を務めることが決まっています」

　鈴蘭はリノンの問いかけを黙もく殺さつし、確信犯の微笑みを浮かべた。

「その中でもとくに、リノン……貴方あなたの役は、物語のヒロインです。台詞せりふ量も多いので、是ぜ非ひ頑がん張ばって練習してくださいね♪」

　思えばこのときから、鈴蘭の言う『ゲーム』とやらは始まっていたのだと思う。

　クラスメートが注目する中、教室では口数少ない無表情キャラとして認識されている、リノン・クリスベルは、瞬またたきを数回繰くり返すと、呆ほうけたように口を開いた。

「……私が、ヒロイン？」







　第二章　夜の学園を徘はい徊かいするモノ　─Why are you here?─







　来る白しら羽はね祭さいの開かい催さいまで、およそ二週間。

　この準備期間を十分と取るか、短いと焦あせるかは、白羽祭にかける熱意によって判断がわかれるところだと思うけれども、少なくとも僕たちのクラスは後者だった。

　放課後──僕たちの教室は早さつ速そく、クラスの出し物の準備に取りかかっている。

　準備と言っても様さま々ざまで、喫きつ茶さ店てんの内装演出に頭を悩なやませるグループがいれば、その後ろには、純和風な制服を作整するためミシンと格かく闘とうする女子の一団もある。

「かき氷……抹まつ茶ちやアイス……白玉あんみつ……和風カレーライス……」

　んー、とほのみも例に漏れず、自分の机に突つっ伏しながら、悩ましげに唸うなっている。その両手には、純和風喫茶の原案メニューが握にぎられていた。

「どれも美お味いしそうで選びきれないよー……」

「カレーはいいんじゃないかな。いっぺんにつくっておけば、注文入ってからいちいちつくる手間が省けそうだし」

　同じくメニュー表のコピーを手に、僕は相づちを打った。計三〇品目以上の料理名がずらりと並ぶこの用紙は、クラスの熱意が生み出したアイディアの賜たま物ものである。

　ちなみに僕とほのみは、喫茶店におけるメニュー選考の係に割り振られていた。

「下ごしらえが簡単で、注文されてから早めに出せるものに集中してみよっか。アイスなんかは保存も効くだろうし、あんみつも白玉さえ茹ゆでれば、黒蜜みつをかけるだけで出せるかな？」

　そう言って、僕がほのみと一いつ緒しよに案を出していると、通りがかりの男子生徒が、少し驚おどろいたように目を瞠り、その足を止めた。

「へぇ、詳くわしいんだな。風かざ峰みねって結構料理とかするの？」

「え？　ああいや、僕は全然。姉さんがするのを横で見ているだけだし」

「風峰って姉貴いるんだ、初めて知ったわ。……美人？」

「うん、かなり」

「うっわはっきり言うな、羨うらやましー……まぁ、でもあれだよな」

　男子生徒はどこかそっぽを向きながら、軽く頷うなずくと、微かすかに唇くちびるの端はしを上げた。

「結構いいよな、そういう注文来てから早く出せるっていう発想は。当日に調理する側……っていうか俺だけど、俺としては助かる。その調子で頼たのむよ」

「ん、了りよう解かい」

　軽く手を上げ、男子生徒が去っていく。手を上げ返す代わりにその背中を見送ると、ほのみが不思議そうに小首を傾かしげた。

「とうやくん、今の人って……」

「南なん条じよう君、だね。調理する係の」

　そしてよくよく思い返せば、彼とは初めて会話したかもしれない。彼に限らず、白羽祭の準備が始まって以来、これまで口をきいたことのないクラスメートと接せつ触しよくする機会が増えたと思う。それが僕にとって良い変化だとは自覚している。

　足がかりおよそ半年、もうクラスメートの顔と名前を間ま違ちがえることもなさそうだ。

「なんじょーくん、なんだか嬉うれしそうだったね」

「？　そうかな？」

　そうだよ、とほのみがやけに嬉しそうに首しゆ肯こうした。そして何な故ぜか、腕うでを伸のばして、僕の頭を優やさしく撫なで始める。さすがにきょとんとした。

「……ほのみ、どうかした？　なんで頭撫でてるの？」

「んー、なんでもないよー。とうやくんが嬉しいと、あたしも嬉しいだけだよっ」

　なんとも単純な理論である。でも立場を置き換かえてみれば、その理論は僕にも当てはまるようで、幸せそうなほのみの姿を見ているだけで僕も頬ほおが緩ゆるんだ。

　少し前は、自分が楽しく白羽祭の準備が出来るなんて、考えてもみなかったな──

「そちらの進行はどうですか？」

　風峰様、と敬称つきで呼ばれた途と端たん、頬が引き締しまった。

　白羽祭の実行委員──クラスの統とう括かつ的存在である鈴すず蘭らんが、僕の手元にあるメニュー表を覗のぞき込んでくる。頬と頬が触ふれそうなくらい接近するのは、多分確信犯。

「さすが、もう大だい分ぶ絞しぼり込んでいただけていますね。ですが、個人的な要望を言わせてもらえば……『和わ栗ぐりの羊よう羹かん』は是ぜ非ひとも口にしてみたいものです」

「……了解、候補に残しておくよ」

　僕は身を硬かたくしたまま、メニュー表にある『和栗の羊羹』の欄らんにペンで丸をつけた。その丸がまた歪いびつな形で、けれども原因は僕のすぐ隣となりに立つ人物にあると言いたい。

「ありがとうございます！　風峰様は優しいですね……」

　ふぅ、と鈴蘭が僕の頬に息を吹ふきかけた。

「っ……！　そ、そういうのはもう通じないってば！」

「ふふ、でも、効果はあるみたいですね？」

「と、とうやくんに変なことしないでっ」

　むっとした感情は傍はたから見てわかるほど、ほのみが威い嚇かくする猫ねこのように唸る。

「そういうの……と、とにかく禁止っ」

「禁止と言われてましても……ほのみ様、これはわたしと風峰様のゲームなのです」

　対する鈴蘭は、ほのみを窘たしなめるほどの余よ裕ゆうを窺うかがわせた。

「風峰様を落とせるか、否いなか──風峰様も男性のお方ですから、まずは色いろ仕じ掛かけ、と恥はずかしい気持ちを忍しのんでこうしているのですよ？」

「ぜ、絶対ノリノリだったよっ……っ、ひゃわっ」

　断固抗こう議ぎ！　と意気込むほのみの口は、あっけなく塞ふさがれてしまう。

「──そんなに怒おこらないでくださいませ」

　鈴蘭は指先でほのみの唇に封ふうをすると、つつつ……と、下唇を優しく撫でた。

　なんだかとてつもない──既視感デジヤブ！

「わたしは、ほのみ様とも仲良く……そう、もっともっと仲良くなりたいのですよ？」

「ん～～～～～～～～～～～っ、と、とうやくんっ」

　ほのみの判断は実に正しく、慌あわてて身を引くと、そのまま僕の背中に隠かくれるようにして回り込んだ。僕の服の裾すそを掴つかむ手がガクガク震ふるえている……気持ちはよーくわかる。

　へ……へ、とほのみは若じやつ干かん涙なみだ目めで、どもりながらも叫さけんだ。

「へへへ変態さんっ？」

「光栄です。本当に可か愛わいらしいお方ですね……ますます欲しくなってしまいます」

　頬を赤くするあたりが怪あやしいものの、それは偽いつわらざる鈴蘭の本音なのだと思う。

　奇き妙みような行動に忘れがちになるけれど──鈴蘭の目的は本来、僕とほのみ、二人のゴスペルを仲間にすることにある。変な人うんぬんも演技かもしれないのだ。

「ほのみ様、お人形のように身なりを整えて、家に保管してずっと見ていたいです……」

　……まあ、もしかしたら鈴蘭の素すである可能性もあるけれど。

　うっとりする鈴蘭に対して、僕は嘆たん息そく一つ、気持ちを切り替かえて問いただした。

「鈴蘭。ゲームってまさか、こんなことの繰り返しじゃないよね？」

「あら、それはそれで愉ゆ快かいかとも思いますが……ご安心ください。風峰様がご満足いただけるよう、舞ぶ台たいは既すでに整えてありますよ」

「……舞台？」

　ほのみが気になる言葉を拾うと──狙ねらい澄すましたかのように、直後。

『──全校生徒に通達です──』

　校内放送が、教室の天てん井じように付いたスピーカーから流れ出した。

『演劇「亡国の王女」の練習準備が整いました。参加する生徒は、速すみやかに体育館まで集まってください。繰り返します、白羽祭における──』

「……舞台、ね」

　なるほど確かに、これ以上なく相応ふさわしい言葉である。

　鈴蘭を見返すと、彼女はにっこりと微ほほ笑えみを浮うかべた。短い付き合いながらも、僕の経験上、思わせぶりな状じよう況きようにおける鈴蘭の笑顔は、とても信用できるものではなく、

「さあ、クラスの出し物も大切ですが、体育館に参りましょう。ああ、リノンも誘さそいましょうね。僭せん越えつながら、わたしも実行委員として付き添そわせていただきますよ──」

　……そして、その予感を裏付けるように。

　遠くの席で作業をするリノンが、警けい戒かいするように鈴蘭を見つめていた。







「それでは皆みな様さま、こちらで少々お待ちくださいませ。わたしは実行委員として、練習前の打ち合わせにいって参りますので」

　体育館に到とう着ちやくして早々、鈴蘭はそう言って、僕たちを残しどこかに消えてしまった。

　スポーツから朝礼、卒業式まで行われる屋内には、すでに演劇の参加者と思われる生徒たちが集まっている。僕たちを含ふくめて、五〇名ほどだろうか。まだ劇の練習は始まっていないらしく、手持ち無ぶ沙さ汰たな姿がちらほらと見えた。

　特にやることもないので、僕たちは壁かべ際ぎわに移動して待機することにした。

「『亡国の王女』ね……そこそこ人数多いし、これって大おお掛がかりな劇なのかな」

「劇って、みんなで王子様やお姫ひめ様の役をしたり、あと着ぐるみ着て木の役とかもやるんだよね！　やってみたいなぁ……」

　ほのみがうっとり顔を輝かがやかせた。興味の対象はともかく、まあおおむね正解である。

「あたしも木になって、どっしんどっしん歩いてみたいっ」

「またファンタジーな劇だねぇ……」

「……でも、少なくとも私たちが着ぐるみを着る機会はないでしょうね」

　壁にぐったりと背を預け、リノンが疲つかれたように呟つぶやいた。今日は普ふ段だんに比べてローテンション、心なしか頬の血色も悪いけれど、理由は大体予想がつく。

「もっとも、歩く木が主役の話でなければだけど」

「それはそれで見てみたい気がするけど……僕たちのクラス、っていうか僕たちが主役級の役をやるって話だよね。鈴蘭もくじ運がいいのか悪いのか」

「え、いいよ絶対っ。だって主役だよっ、お姫様だよっ」

　ほのみが屈くつ託たくなく笑った。お姫様に憧あこがれる様子は非常に微笑ましい。これまで学園での人付き合いを避さけてきた身としては、眩まぶしいながらもお手本にしたい前向きさだ。

「そうだね。役どころはまだわからないけど、とりあえずは頑がん張ばるのみかな」

「……くじが本当に、公正なものなら良いのだけど」

　そう小さく呟き、リノンは壁からすっと背を離はなした。すると、体育館のステージ上に立った白羽祭の実行委員らしき数名が、注目を集めるように声を張り上げる。

「お待たせしました！　今から劇の練習を始めます。台本を用意しましたので、各クラスの代表の方は取りに来てください」

「あ、始まるみたいだね。じゃあ僕が、」

「いい、私が貰もらってくる。風峰君はここにいて、ほのみさんと離れないで」

　有う無むを言わせない口調で制されたかと思えば、リノンが足早にステージ上へ歩いていった。ただし、その足取りはどこかぎこちなく、はっきりと言えば硬い。

　僕とほのみは顔を見合わせて、うーんと二人同時に唸うなった。

「リノンちゃん、目の下に隈くまが出来てたよね……」

「ほのみも気づいてた？　なんだか寝ね不ぶ足そくみたいだったし、やっぱり……鈴蘭のことを警戒してくれているんだと思う」

　先日の『ゲーム』発言以来、リノンは鈴蘭を必要以上に意識していた。教室でも通学路でも、状況を問わずに気を張り詰つめていて、それが目に見えるほどリノンを消しよう耗もうさせているのだと思う。

　全すべてはきっと、僕とほのみを、鈴蘭の手から守るためのはずだ。

「でも、無理はして欲しくないよね……。リノンは前にも無理して倒たおれたことがあったから……負担かけたくないし、僕のほうでも鈴蘭について調べてみようかな」

「ん、でも危ないことしちゃやだよ？」

　と、多少なりとも決意を新たにしたところで──ずどんっ、と。

　雰ふん囲い気きを一気に、というか一いち撃げきで壊こわす出来事が起こった。

「かーざみーね先せん輩ぱいっ」

　具体的には、背後から一人の女子生徒に突とつ撃げきされたからである。

　うへぇと情けない声が自分の口から漏もれる。鳩尾みぞおち──急所を突つかれた痛みに脂あぶら汗あせを流すも、僕は足を踏ふん張って、腰こしに抱だきつく少女を見下ろした。

「み、御み厨くりやさん……」

「はいはいっ、御厨葉は子こですよーっ。こんにちはっ、せーんぱいっ」

　少女──同級生なのに後輩的な立ち位置にいる御厨さんは、僕の腰に腕を回したまま、にこっとエネルギッシュな笑顔を咲さかせた。

　指先まで隠れるほどのだぼだぼセーターを着込み、頭にはツバ付きの特とく徴ちよう的な帽ぼう子し。その側面には『新聞部』のマークが貼はられ、彼女の所属を大々的にアピールしていた。

「こんなところでお会いするなんて奇き遇ぐうですねっ。思わず飛びついちゃいましたよっ。あっ、ほのみ先輩もこんにちはですっ」

「んっ、葉子ちゃんこんにちはっ」

　ほのみが笑顔で元気良く応じた。僕の腰には御厨さんがくっついたままである。……自惚うぬぼれは一いつ旦たん横に置くとして、普段のほのみならこういった状況、頬でも軽く膨ふくらませそうなものなのだけど。

「葉子ちゃんは今日はどうしたの？　新聞部の取材？」

「おっ、鋭するどいですね！　そうなんですよぉ、今年の白羽祭の目玉っ、『亡国の王女』を特集させてもらうべくっ、練習初日の風景を覗かせてもらおうかと思いましてっ。あっ、ほのみ先輩インタビューいいですかっ？　お時間取らせませんのでっ」

「いいよっー、いんたびゅーって憧れてたんだー！」

　……と、この通り、女の子二人で早さつ速そく盛り上がっている。波長が合うのか、それとも元気印の為なせる共感なのか。どっちにせよ、僕は完全に置いてけぼりである。

　女の子に腰元へ抱きつかれたまま、インタビューを聞き流す状況も珍めずらしい……。

「そういえばっ、先輩たちはなんの役をやってみたいですかっ？」

　ほのみのインタビューを終え、ようやく僕の腰から離れた御厨さんは、世間話のように言った。

「やっぱり主人公役とヒロイン役ですかっ？　兄きよう妹だいでやったら色々な意味で話題に上ると思いますよー……禁断の愛っ、あぁ先輩たちでロミジュリやったら面おも白しろいかもっ」

「あはは……それに今は、鈴蘭との一件で余計に騒さわがれているしね」

　苦く笑しようを浮かべて言ってから、やや自じ虐ぎやく的だったかなと思い返す。でも相手は新聞部、御厨さんなら例の告白騒そう動どうはとっくに耳にしているし、笑って返してくれる──

「……鈴蘭？」

　──と思いきや、御厨さんは訝いぶかしげに眉まゆを真ん中に寄せた。

　この後輩……じゃなかった、同級生にしては珍しく負の色が濃こい表情だ。

「先輩。鈴蘭とはもしや、鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファーのことですか？」

「う、うん、そうだけど……」

　ちょっと気け圧おされて、僕はおずおずと頷うなずいた。すると御厨さんは、きょろきょろと周囲を見回してから、小さく手招きをした。もっと近くに、の意だと思う。

「……これはまだ、記事にしていないネタなんですけど」

　まさに内ない緒しよ話といった距きよ離り感である。

　御厨さんはむむむと眉を寄せたまま、僕とほのみの耳元に口を寄せ、囁ささやいた。

「ハーゼンクレファー先輩、もしかしたら秘密結社の人間かもしれません」

　──心臓が、口から飛び出るかと思った。

　僕は思わず身を引き、目を剥むいた。ほのみも寸分違たがわず同じ反応で、それにむしろ目を丸くした御厨さんは、やや申し訳なさそうに相そう好ごうを崩くずした。

「っていうのはスミマセン、不ふ肖しよう御厨、ちょっと盛りました」

「盛っ……た？」

　ここ最近で、ある意味一番ドキドキした瞬しゆん間かんだったかもしれない。

　僕とほのみが呆あつ気けに取られていると、やー、と御厨さんが軽く頭を掻かいた。

「報道を志すものとしていけないことですね。反省ですっ。秘密結社くらいの背景がないと説明つかないくらい、ハーゼンクレファー先輩の行動が異常だったもので、つい」

「異常って……鈴蘭が？」

　まだ話が飲み込めず問い返すと、御厨さんは大きく首しゆ肯こうした。

「転校してきて一週間っ、あっという間に先輩のクラスでカリスマ的な人気を獲かく得とくしたかと思えば、今度はそれが学年に広がって、今日には学園全体に先輩の名前は轟とどろいているくらいですからねー」

「でもそれって、鈴蘭……さんが、すごく人気あるからじゃないの？」

　ほのみが言い淀よどみつつ言葉を返すと、いえ、と御厨さんはきっぱり首を横に振ふる。

「転校してきてクラスに馴な染じむのは大変良いことだと思いますが、これほど短期間で学園全体にまで影えい響きようを与あたえるのはどうにも妙みようです、ちんちくりんですっ」

「と、いうと？」

「簡単に言えば、学生の分を超こえていますっ」

　御厨さんはおもむろにセーターのポケットに手を突っ込むと、一冊の使い古したメモ帳を取り出した。どうやらネタ帳らしく、ページをぱらぱらとめくり始める。

「美少女転校生が転入してきた……この触ふれ込みはかなり強力です。元々、転入生が珍しい都市事情ですからね。情報はあっという間に生徒へ伝でん播ぱしますよ。現にほのみ先輩が転入してきた時期は美少女転校生！　と、かなり騒がれていましたし、わたしも記事にさせていただきました」

「び、美少女……」

　飛び出てきた賛辞に、ほのみが顔を赤らめていた。はいっ、と御厨さんは嬉うれしそうに肯定すると、けれどもすぐに頬ほおをきゅっと引き締しめる。

「ですが、どんな美少女美少年でも、ちやほやされるばかりではありません。目立つ人間に反感を覚える人はいるでしょうし、ほのみ先輩ほどのお人ひと柄がらでも、当時にはそういった生徒も少なからずいたようですし」

「それは……仕方ないよ。万ばん人にんに好かれるなんて、土台無理な話だし」

　やや落ち込み気味なほのみの頭に、ぽんと手を置き、僕はゆっくりと撫なでる。

　誰だれかに悪意を向けることも、向けられることも、出来れば避けたくはあるけれど。

「誰からも好かれるのって、なんだか怖こわい気もするしね」

「──だから、異常なんです」

　不意に、御厨さんが声のトーンを落とした。帽子を深く被かぶり直したため、ツバで表情が見えない。それでも話の流れから推測して……僕は思わず呆ぼう然ぜんとする。

「もしかして……」

「ハーゼンクレファー先輩、ここ一週間で調べた限りは、どの生徒からも反感を買っていないんです。彼女とクラスが同じ生徒、たまたま見かけた生徒、噂うわさ話だけで存在を知った生徒……誰もが先輩を嫌きらうことなく、しかも好意的ですらあります」

「……そんなことってあり得るの？」

　誰からも嫌われずに、誰からも好かれる。

　一見すると簡単に思えなくもないけれど、よくよく考えてみればおかしいのだ。

「極きわめて難しいですね。誰とも関かかわらずひっそり暮らすならともかく、学園という組織であれだけ目立ってて、それでも敵を作らないでいるなんて考えられませんっ。どれだけ人心掌しよう握あく出来ているのかっ、というかそんな人現実にいるかーっ！　て感じですっ」

　御厨さんはむぅと不満げに唇くちびるを尖とがらせている。多分、新聞部という情報を扱あつかう部活動に所属しているからこそ、偏かたよった人気をより不可解に思うのだろう。

　でも、とほのみが至し極ごく真ま面じ目めそうに小首を傾かしげた。

「鈴蘭さん、実際にいるよ？」

「ほ、ほのみ先輩ってば、ばっさり来ましたね……でも、その通りですっ。誰からも好かれる美少女なんて、映画や小説の中に出てくる転校生や特とく殊しゆ潜せん入にゆう捜そう査さ官かん、それこそ秘密結社の人間だけだと思っていたんですがねー」

　……まさか、後半の部分は当たっているなんて言えない。

　僕は言葉を飲み込んで、腕うで組ぐみをして考える。

「だから秘密結社、ね。鈴蘭を妙だって思ったわけだ……」

「……それだけじゃなくて、一応、根こん拠きよは他ほかにもあると言いますか」

　御厨さんは珍しく煮にえ切らない口調で、弱気に喉のどを鳴らした。

「ここからはまだ、裏が取れていないので本当にわたしの推測で……ああいえっ、決して与よ太た話を集めているわけではなく、自信はあるのですがっ」

「いいよ、聞かせて」

　僕は御厨さんの表情を正面から捉とらえて、彼女のまん丸とした瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　正直に言えば、今はどんな小さな情報でも、鈴蘭に迫せまりたい。

「御厨さんの情報なら聞いてみたい。違ちがっていても構わないから、教えてくれる？」

「そ、そこまで風峰先せん輩ぱいが仰おつしやるなら……はい」

　御厨さんはやや頬を赤らめながらも、小さく頷いてはにかんだ。すると、つん、と脇わき腹ばらを指で突つつかれる感かん触しよく。見れば、ほのみがむすっと頬を膨らませている。こ、これはダメなのか……。

　推測ですよ、と御厨さんは内緒話をするように、唇に人差し指を立てた。

「ハーゼンクレファー先輩はご存じの通り、白羽祭の実行委員をされていますよね。で、ここから本題、どうもこの『亡国の王女』……先輩の発案みたいなんです」

「鈴蘭が？　そんなこと出来るの？」

　体育館のステージ上に目をやる。脚きやく本ほんの受け渡わたしは終わり、その場で簡単な読み込みが始められているようだ。生徒の中には、金きん髪ぱつの女子生徒の姿も当然ある。

「普ふ通つうの転入生では無理ですね。そもそも委員にすら選ばれませんし」

　ここまで話した伏ふく線せんを一気に回収するように、御厨さんは小さく頷く。

　そうだ。誰からでも好かれ……一週間で学園の人気者になった彼女なら──

「委員会に提案することも出来る……なら、この演劇は鈴蘭が仕組んだこと？」

「妙なところは他にもたくさんあります。今回の劇のキャスティングも、表向きはくじ引きになっていますが、どうもいくつかは先輩が指名した役があるみたいです。あと、この劇の脚本もハーゼンクレファー先輩が直々に書いたものらしくて──」

　──そう続けようとする、御厨さんの言葉を遮さえぎる声があった。

　具体的には、ステージ上から突とつ如じよとして響ひびいた──怒ど鳴なり声だった。

「ふざけないでっっっ！」

　鼓こ膜まくが揺ゆれるほどの大音声が、体育館に響き渡り、僕は初め耳を疑った。

　けれどもそれは、叫さけび声が唐とう突とつに上がったからでも、一瞬にして生徒たちが閉口し、屋内が静まり返ったからでもない。

「貴方あなた……こんなものまでっ」

　若わか紫むらさき色の髪かみをした少女が、台本を片手に、金髪の少女の胸むなぐらを激しく掴つかんでいる。

　リノンが──かつてないほどの怒いかりの形相で、鈴蘭に食ってかかっていた。

「こんな脚本まで用意してっ……っ、狙ねらいを風峰君から私に変えたってことっ？」

「……な、なんのことですか？」

　鈴蘭が怯おびえたように身体からだを竦すくませ、瞳を潤うるませる。その途と端たん、周りの生徒たちが二人の仲ちゆう裁さいに入り、強ごう引いんにリノンと鈴蘭を引き離はなした。

　鈴蘭は大勢の生徒に「大だい丈じよう夫ぶ？」と心配そうに声をかけられ、顔を青白くさせつつも気き丈じようそうに頷うなずいてみせる。対して、リノンの周りには空くう洞どうが生じていた。

「……こんなゲームに、付き合っていられない」

　リノンは憎ぞう悪おすら滲にじみそうな目で、きっ、と鈴蘭を睨にらみ付ける。

　目の縁ふちが赤く染まり、耐たえきれないように瞼まぶたを震ふるわせながらも──

「私は、貴方の思い通りにはならないっ……！」

　板張りの床ゆかが鳴るほどに強く、踵きびすを返して、リノンは体育館の出入り口から出て行ってしまった。

　後に残されたのは、リノンを除く参加者と──雑然としたざわめき。

「なに、今の……？」「急に怒鳴りだしたよな……危ねぇやつ」「フランちゃん、大丈夫だった？　どこか怪け我がとかしてない？」「なあ、あいつって確か二年の……」

　雑ざつ踏とうはノイズのようで、けれどもそれが正と負、どちらに寄った感情に由来するのか、これ以上聞かずとも理解は難しくなかった。

　というより──もう、あまり、聞きたくない。

「とうやくん……っ」

「わかってる。行こうっ」

　ほのみと顔を見合わせ、僕はすぐさま体育館の扉とびら目がけて駆かけ出した。去り際ぎわ、御厨さんへ目を遣やると、真面目な顔で小さく頷き返されたので、意思疎そ通つうは多分完かん了りよう。

　最後に振り返って、生徒たちに囲まれる金髪の女子生徒を確認すれば──

「……っ」

　鈴蘭はほんの一瞬、周りの生徒たちから顔を背そむけ、こちらを振り向く。

　その瞳めは決して笑わず──そして口元も、冷めたように閉じていた。




　ほのみと二人で追いかけて、辿たどり着いた先は校舎の屋上だった。

　安全のための柵さくに手をかけ──遠くを見つめる、リノンの背中を見つけた。

「リノン……」

　僕は近づいてリノンに声をかける。ほのみも心配そうに見守る中、若紫色の髪をした少女は、眼下に広がる校庭を見下ろしたまま、ため息に似た細い息を吐ついた。

「今は劇の練習中でしょう、風峰君」

「それを言うならリノンだってそうじゃない？」

　あえて軽く言葉を返して、僕は気安く話してみる。直前に見たリノンの様子がおかしかったことは重々承知済みで、だからこそ、雰ふん囲い気きを重くさせたくない。

　リノンが激げき昂こうするなんて──僕の覚える限り、滅めつ多たにない出来事だと思う。

「……私は、ただのサボりよ」

　すると観念したように、リノンが僕たちに振り返った。

　通常運転、ともすれば面めん倒どうくさそうに見える無表情が、出で迎むかえてくれる。

「劇に対する情熱が失うせたの。それだけだから」

「で、でもリノンちゃん、さっきすごく辛つらそうだったのに……」

　ほのみが訴うつたえかけるように身を乗り出すと、リノンが表情一転、強い視線でほのみを刺さした。それでも……すぐに目を逸そらして、バツが悪そうに呟つぶやく。

「……ごめんなさい。私の言い方が悪かった」

「なにか、あったんだよね。鈴蘭と」

　────ふざけないでっっっ！

　あの叫びは鮮せん烈れつに耳に残っている。しかも、普段は冷静、沈ちん着ちやく、無表情と三さん拍びよう子し揃そろうリノンが、鈴蘭に掴みかかるほどに取り乱したのだ。

「もしかして、鈴蘭の言っていた『ゲーム』に関係すること？」

「大したことじゃない。……そう言ったら、信じてくれる？」

「信じるよ。心配は、心配だけど」

　そう返すと、リノンは小さく唇を噛かんでから、躊躇ためらうように口をそっと開いた。

「……鈴蘭の狙いが、私に移ったかもしれない」

「え……それって、僕たちから？　僕やほのみのことを諦あきらめたってこと？」

「諦めたわけではないでしょうね。ただ、おまけのほうが貴方より与くみしやすいと考えたみたいよ。私を餌えさに、風峰君を仲間に引き入れる魂こん胆たんかしら……本当、嫌いやなやり方」

　吐はき捨てるような口調だった。でも、とリノンはすぐに小さく首を横に振ふる。

「心配はしなくていい。……これは、私の問題だから」

「リノンちゃん……」

　ほのみが寂さびしそうに眉まゆ尻じりを下げた。助力を求めるように、僕を横目で見上げてくるも……僕としても、どう対応するか迷うところでもある。

　リノンは一人で色々と抱かかえすぎて、無理をしすぎる性格だと思う。ただ、これまで秘密を抱えていても、然しかるべき状じよう況きようでは、僕たちにそれを打ち明けてくれてもいる。

　彼女が心配するなと言う以上、僕が出しゃばるのもお節せつ介かいという気もするし……。

「それに、サボりたかったのは本当のことよ」

　と、思考の溝みぞにはまる間に、リノンはそっと肩かたをすくめた。

　心配ない、と念を押すように──あっけらかんと言う。

「風峰君は台本をまだ見てないから知らないでしょうけど、ヒロイン役……というか王女役の台詞せりふ、本当に多いんだから。劇の間、ほとんど喋しやべりっぱなしで、早口言葉かと疑うほどよ。私にこの役を振るなんて、嫌がらせとしか思えない」

「そ、それは否定できないね……あ、でも白羽祭の役って、本来はくじ引きで決まるらしいんだ。でも、僕たちに限っては鈴蘭が指名して、主役をやらせているみたい」

「……どこで聞いたの？　ええ、確かにそうみたいね。自分に都合良く役を割り振るために、学園の人間を丸め込んだ……そんなところでしょう。別に構わない。みすみす、向こうの舞ぶ台たいに上がる必要もないから」

「ん、リノンちゃん……劇の練習、このままサボっちゃうの？」

　ほのみが気き遣づかわしげに問いかけると、ええ、とリノンは気け怠だるげに頷いた。

「鈴蘭が劇になにかを仕込もうと、それを警けい戒かいするのに、わざわざ劇に参加することもないでしょう。配役が意図的に変へん更こうされたのであれば、断る余地もあるでしょうし……それにわざわざヒロイン役なんて面倒くさいこと、するつもりもない」

「そっか……」

　リノンの素すの言葉に触ふれた気がした。面倒くさい……か。

　ルーチン作業のように、学園に登校し、授業を受け、帰路につく。そんな毎日はとても身に覚えがある。ただ高校生であり続けるために学園に通い、学園に一いつ切さいの期待もしない人間にしてみれば、学園の行事ほど面倒くさいものもないのだ。

　……そう、半年前の僕なら、大いに同意していたと思う。

「でも、鈴蘭のために、劇を降りる必要もないんじゃないかな？」

　僕がそう言うと、リノンは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「確かに劇の配役は鈴蘭が弄いじったみたいだけどさ、白羽祭の劇に参加できるなんて滅多にあることじゃないと思うんだ」

「それは……そうでしょう。この劇そのものが、彼女の仕組んだことで……」

「うん、まあ、そうなんだけどさ」

　僕は苦く笑しようしつつ、隣となりに立つほのみに目を移した。んっ、と本人は不思議そうに首を傾かしげるも──僕はこの半年間、ほのみからたくさんのことを学んだ。

　それを、言葉にしようと思うと……どうしても、照れが混じるけれど。

「僕たちってさ、いつまでも学園にいられるわけじゃないよね。純白の花瞳エルダーアイリスに接続する時期には、研究所のバイトが忙いそがしくなるし、あと二年と経たたずに卒業もする……白羽祭も、劇も、今しか出来ない」

　武装研究員として活動した初めの二年間、僕は学園を遠ざけて、ひたすらに残ざん留りゆう体たいと戦い続けた。来る日も訓練に明け暮れて、白羽祭に参加することもついぞなく。それを後こう悔かいはしないけれど、残念なことをしたとは今になって思う。

　もっと楽しんでおけばよかった──そう、ここ最近は特に思うようになったから。

「たとえ鈴蘭が仕組んだことでもさ、白羽祭は白羽祭……劇だって、鈴蘭を警戒するだけで終わったら、勿もつ体たいないかなぁって思うんだ」

「…………でも、ヒロイン役よ？」

　リノンが俯うつむき、ぽつりと呟いた。

　表情は前まえ髪がみに隠かくれて見えないけれど、爪つま先さきは迷うように床を小こ突づいている。

「自分が口数少ない人間だって自覚している。私は感情表現も豊かではないし、人に気持ちを伝えるのも得意とは言えない。ヒロインなんて演じる柄がらでも……」

「そんなことないよっ」

　ほのみが明るく言い放ち、ぎゅっ、と両手でリノンの手を取った。

「リノンちゃんは可か愛わいいもんっ、ヒロインだって絶対似合うよ！」

「え、ちょっと待って……ほ、ほのみさん？」

　そしてそのまま、ぶんぶんっと縦に勢いよく振るものだから、リノンが珍めずらしく目を丸くする。困こん惑わくしたように、あるいは助けを求めるように、僕に視線を向けてきた。

「風峰君……」

「僕も、リノンはヒロイン役、出来ると思うよ」

　というより、である。

　正直、これまた照れくさい話なのだけれど──どもりながらでも、言おう。

「リノンは可愛いから、舞台の上でも絶対に映えると言うか……むしろ、リノンがヒロイン役に合わなかったら、他ほかに候補なんてほとんどいないんじゃないかな」

「っ、そ、そういうことを……」

　リノンは唇くちびるを微かすかに震わせて、きっ、と僕を軽く睨んだ。でも、正直怖こわくはない。

　頬ほおには薄うつすらと朱しゆ色いろを差していて、それこそ、僕の言った通りになっている。

「はっきり言われると……反応に、困るのよ」

「んーっ、リノンちゃん可愛いっ」

　許容範はん囲いを超こえたのか、ほのみがリノンの頭を抱えるように抱だきついた。わしゃわしゃーっ、とその髪を撫なでまくっていて、リノンは目を瞑つぶってされるがままである。

　ほのみ、だんだんと姉さんに似てきたなぁ……。

「あたしもリノンちゃんと一いつ緒しよに、演劇やってみたい。ね、一緒にやろうよっ。リノンちゃんとならあたしっ、木の格好でも大活かつ躍やくできると思うんだ！」

「だ、だから木は主役じゃないから……あぁ、もう」

　似たもの兄きよう妹だい、とリノンが観念したように嘆たん息そくした。

　けれども次には──仕方ないと言わんばかりに、柔やわらかい苦笑を浮うかべる。

「わかった。……劇に、参加する」

「ほんとっ？　やったぁっ」

　またもほのみに抱きつかれて、リノンがたじろぎつつも口早に言った。

　それはとても言い訳っぽくて、でも頬は微かに赤いのだから──

「あくまでも、貴方あなたたちを守るためよ。同じ舞台の上でのほうが、なにかと鈴蘭の行動にも対処しやすいだろうと考えた上でのことだから……」

　──やっぱり、リノンはヒロイン役にぴったりだと思う。

「うん。ありがとう、リノン」

　僕がリノンに微ほほ笑えみかけると、彼女は困ったように視線を逸らしてから……それでも、ちょっぴり口元を緩ゆるめてくれた。







　それからリノンを連れて体育館に戻もどった。

　練習はヒロイン役が欠けたこともあり中断していたけれど、リノンは先の出来事を謝罪してから、はっきりと集まった生徒たちに向けて口を開いた。

「私も一緒に、練習させてくれる？」

　──率そつ直ちよくな言葉と、真しん摯しな表情が功を奏したのか。

　生徒たちは初め、鈴蘭との一件が頭に残っているためか、渋しぶりながら練習を始めた。台本を渡わたした当日だけあって、練習は台詞の読み込みと、簡単な実演に留とどまったのだけれど……。

「クリスベルさん、そこもうちょっと動きに感情込めて！　台詞はいいんだけど、身体からだがついて行ってないから。もっとこう、腕うでを思いっきり広げてみて」

「……こう？」

「そうそう、そんな感じ。……って、クリスベルさん、身体柔らかっ。なんでそんなに背中反れるの？」

「そうかしら。もっとこう、反ることも出来るけど」

「……おぉ。ああやって反ると、平らでもくるものがあるな……」

「だな。クリスベルって顔も抜ばつ群ぐんにいいし、結構いいかも……」

「そこ男子っ、視線がやらしいっ。ったく、クリスベルさんも気をつけてね」

　──リノンの練習に対するひたむきな姿勢に、少しずつ認識を改めていったらしい。

　元々、リノンは学園では無表情キャラで通っている。けれども実際、口を開いてみれば意外と話しやすく、練習熱心で、さらに容姿も可愛いとくれば……。

「リノンちゃん、みんなと仲良くなれてよかったぁ」

　ほのみが遠巻きに練習を見守りつつ、嬉うれしそうに呟つぶやいた。その通りだと思う。

　今やリノンの周りには、人がいる。

「あたしたちの出番まだかなー」

「もうそろそろじゃないかな……あ、呼ばれているみたいだね」

　主役二人ー、と僕たちに手を振る生徒がいる。そうして歩き出すと、ふと、僕はこの状況を作り出した人物に目が留まった。

　鈴蘭が少し離はなれた位置で、にこやかに白羽祭の実行委員と話している。その拍ひよう子しに、僕と目が合った。彼女は笑顔を保ったまま、ついでのようにリノンに目を移し──。

　その唇が少々、不ふ機き嫌げんそうに尖とがる。

「ふぅん」

　そう、小さく、呟いたように見えたような。

　それが見間ま違ちがえか確かめる間もなく、僕とほのみは、練習に向かった。







　──そんな日々が、二週間近く続いた。

　ある日のことである。劇の練習をみっちりこなした放課後、リノンは僕たちと下校を共にした流れで、風峰家の夕食にお呼ばれされていた。

　僕とほのみ、それにリノンが食しよく卓たくに着く中、黒髪の女性が料理を運んでくる。

「さぁリノンちゃん、どうぞめしあがれ～」

　まだ湯気の立つ料理をテーブルに置いて、んふふ、と姉さんが頬を緩めた。

　艶つややかな黒髪を腰こしまで伸のばし、橙だいだい色のカチューシャで前髪を整える。加えて、白地のエプロンをかければ、それは僕の見慣れた風峰ハル姉さんの格好だ。

「今日は、はりきっちゃっていっぱいつくりましたから、どんどん食べてくださいね」

「はい、いただきます」

　リノンが丁てい寧ねいに掌てのひらを合わせて、手元の料理に箸はしをつける。いっただきまーすっ、とは隣の席に座るほのみの元気な声で、それに倣ならいつつ、僕も静かにいただきます。

　普ふ段だんの食卓にお客様一人を加えて、今日も風峰家の夕食が始まった。

「んーっ、おいしいーっ！　ハルお姉ちゃん、今日のカレー甘くて辛からくてっ、すっごく美お味いしいよっ」

「んふふ、今日は和風カレーにしてみました。橙とう矢やちゃんのクラス、今度の白羽祭で喫きつ茶さ店てんをやるんですよね？　私も当日はお邪じや魔ましちゃいます。橙矢ちゃんやほのみちゃん、それにリノンちゃんのフリフリエプロン姿の写真をいーっぱい撮とっちゃいますから～」

「や、僕はエプロン着けないけどね……」

　誰だれの得にもならない話である。僕は苦笑しつつ箸を止めると、同じく呆ほうけたように手を止めるリノンに気付いた。なにやらぼーっと料理の盛られた皿を見つめている。

「リノン、どうかした？」

「あら、リノンちゃん、嫌きらいなものでもありましたかー？」

　僕と姉さんに問われると、リノンはハッとしたように目を瞬またたかせて、慌あわてたように首を横に振ふった。

「いえ、そんなことは。とても美味しいです」

「そうですか？　なら良かったです。苦手なものがあったら言ってくださいね」

　美味しく食べられるコツを教えてあげます、と姉さんが得意げに言った。……弟の僕がとくに好き嫌いがないことを思うと、期待できそうなコツだ。

「その……こうやって、誰かと同じテーブルで食事をとるのが、久しぶりで」

　やや言い淀よどみつつ、リノンは食卓の料理に目を迷わせる。

　そういえば、学園の昼休みに一緒に食べることはあっても、こうして同じ食卓を囲むのは初めてかもしれない。

「どれを初めに取ったらいいか、いまいち勝手が……」

「美味しそうなもの、食べたいものから取ってください。それが、我が家のしきたりですよ～」

　姉さんが嬉しそうに笑う横で、ほのみの箸は素す早ばやく、かつくまなくテーブルの料理を自分の皿に運び、そして空にしている。我が家のしきたりは、ちゃんとほのみに受け継つがれているようで、なんだか一安心である。

「リノンちゃんはちょっとやせ気味ですから、たーっくさん食べてくださいね。そうすれば、いーっぱい成長できますよ～」

「……それは、貴方のようにですか？」

　リノンが無表情ながらも、じーっ……と、熱い視線を、姉さんに……具体的には、白いエプロンを内側から大きく押し上げる、姉さんのその胸部に注いだ。

「たくさん食べれば、いっぱい成長することは可能ですか？」

　あら、と姉さんが意外そうに、自分の胸むな元もとを見下ろす。うん、まあ。

　弟の台詞せりふでなんだけれど、我が姉はかなり、大きいと思う。

「リノンちゃん、大きくなりたいんですか？」

「そういう訳ではありません。ただ、人体に興味があるだけです。私、学園で生物学を取っていますので。ですからこれは、将来的な予習とも言える質問ですが、どうしたらそこまで巨きよ大だいに……いえ、大きく成長することが叶かなうのかと」

　リノンは無表情である分、言葉に心が表れやすい。

　その意味では、リノンが費ついやした言葉が全すべてだ。実に興味津しん々しんである。

「ん～……大だい丈じよう夫ぶですよ？」

　姉さんはにっこりと笑うと、リノンの胸元に慈じ悲ひ深い視線を送った。

「ちっちゃくても、とっても可愛いです」

「────」

「ね、姉さん、それってつまり……希望がないってことじゃ──」







[image: ]







　そこまで口にしてからハッとする。

「……人類は生まれながらに運命を持っている」

　リノンがどんよりと暗い目をし始め、どことも知れぬ宙を見つめていた。

　目の奥が、なんだか……ぐるぐる渦うず巻まいているような。

「染色体……人類の欠片かけらを運ぶ神秘は、何な故ぜこうも無情なの……」

「リ、リノンちゃんが変になっているよーっ」

　正直すぎる指し摘てきだった。あわあわと慌てて、ほのみはなにを思ったのか、ひょいひょいっ、と箸で自分の皿の料理をリノンの皿に移し始める。

「だいじょぶっ、いっぱい食べれば元気になれるよっ、ねっ？」

「ほのみさんは……そうね、元気ね……」

　リノンがちらとほのみの胸元に目をやり、それから自分の胸を見下ろして、自じ嘲ちようするように口元を吊つり上げた。

「ほのみさん、出会った頃ころより……少し、大きくなっているかしら？」

「なんでわかるのーっ？」

　ほのみが顔を赤くして、さっと胸元を腕で隠かくした。……うん、まあ。

　これもまた、兄の台詞でなんだけれど……そこそこ、大きいほうだと思う。

「あ、あたしのことはいいのっ。大事なのはちゃんとご飯を食べてっ、けんこー的な生活を送ることだって……えと、テ、テレビで言ってたよっ」

「遺伝子レベルで抗あらがえない宿命……それを人は運命と呼ぶ……」

「リノンちゃーんっ」

　ほのみが無情に叫さけぶも、リノンはふふふ……と暗く笑い出す始末。そこまで気にしてたんだ、リノン……。そういえば前に鈴蘭にも挑ちよう発はつされていたっけ。

「んふふ、今日はリノンちゃんがいてくれて、とっても楽しいですねー」

「姉さん……僕さ、自分がたまに天然だって言われる理由、ちょっとわかった気がするよ……」

　和なごやかに食事する我が姉を見て、弟は思う。この姉ありて弟あり、というか。

「さぁさぁリノンちゃん、どんどん食べてくださいね～。大丈夫です、ちっちゃいのやお尻しりが好きな男の子だっていますよー」

　これこそが、天然だと思う。

　そうしてしばらく、リノンの視線が虚こ空くうを彷徨さまよい、テーブルにのる料理が綺き麗れいに平らげられたところで──あぁ、と姉さんが思い出したように言った。

「そういえばリノンちゃん、今度の白羽祭で、演劇をされるそうですね。しかもヒロインを務めるって橙矢ちゃんから聞きましたよー。とっても偉えらいですね♪」

「い、いえ、それほどでは……」

　虚空を見つめていた影えい響きようか、リノンが恐きよう縮しゆくしたように目を伏ふせた。これまた珍めずらしい。昔から、リノンはどこか、姉さんを意識しているような素そ振ぶりがあったけど……。

「まだまだです。台詞も演技も、覚えるだけで精せい一いつ杯ぱいなので……」

「そんなことないって。一いつ緒しよに練習しているみんなも、リノンは飲み込みが早いって褒ほめてたよね」

　んっ、とほのみも僕の言葉に同意するように首しゆ肯こうする。事実、そうなのだ。

　練習の初日、鈴蘭に掴つかみかかったあの日から、リノンは驚おどろくほど真っ直すぐ、練習に打ち込んできていた。それが他ほかの生徒に、好意的に映らないはずもない。

「急に決まった役なのに、あそこまで仕上げるのはすごいってみんな言っているよ。前にリノンの台本見せてもらったことあるけど、すごい書き込んでたし」

「やるからにはきちんとしたいだけよ。……せっかくの、白羽祭だから」

　そう言って、リノンはどこか肩かたの力ちからを抜ぬくように、細い息を吐はいた。

　両手に握にぎるマグカップの水面が、微かすかに、揺ゆれる。

　リノンは安心したように頬ほおを緩ゆるめて、優しく微ほほ笑えんでいた。

「白羽祭に、演劇……最初は面めん倒どうくさいだけだと思っていたのに、いざやってみると楽しくて……台詞を覚えるのも、振り付けも、家に帰ってからも練習するくらい面倒くさいのに、ついつい続けてしまって……本当、変な気分よ」

「えへへ、楽しいよねっ」

　ほのみがまるで自分のことのように、嬉うれしそうに頷うなずいた。ほのみにとっても初めての白羽祭だ。気持ちはリノンと同じなのかもしれない。勿もち論ろん、僕も同じ気持ちだ。

　リノンはどこか労いたわるように、マグカップの縁ふちにゆっくりと水すい滴てきで弧こを描えがいている。

「白羽祭を……やってよかったと、今は思える。おかげで、こんなに温かい夕食まで、知ることもできた」

　食べ終わった皿は片付けられ、食後にとマグカップが置かれたテーブル。

　それをどこか、名残なごり惜おしそうに眺ながめながら、リノンは姉さんに小さく頭を下げた。

「今日はお招きいただきありがとうございました。……とっても、美味しかったです」

「んふふ、みんなで食べるご飯は美味しいですから」

　姉さんが我が意を得たと言わんばかりに、にこにこと笑う。

「ぜひぜひっ、またいらしてくださいね♪」

「また……」

　言葉の先を宙に溶とかして、リノンが力の抜けたように俯うつむいた。

　前まえ髪がみで目元が隠れ、表情は窺うかがえない。でも、唇くちびるが微かに震ふるえている。

「……誰かと一緒に食事が出来るなんて、『鶺せき鴒れい』に来るまでは思わなかった」

　もしかしたら、リノンの声は湿しめっていたかもしれない。

　姉さんが目元を和ませて、優しい口調でリノンに問いかけた。

「これまで、誰かと一緒に食べたことは？」

「家族と食べた記き憶おくはもう随ずい分ぶんと昔です。今まで幾いくつもの都市で暮らしてきたけれど……一人でいることがほとんどだったので」

「たくさん、お引ひっ越こししてきたんですねー」

　姉さんが静かに相づちを打つ。事情を知らない姉さんには、そう聞こえると思う。

　実際には、リノンは涙るい晶しよう管理局として活動を続けてきて、その結果、数多あまたの潜せん水すい都市を渡わたり歩いたのだと、前に聞いたことがある。武装研究員として、高校生として、『鶺鴒』で過ごすのも、涙晶管理局の任務の一いつ環かんだと言っていた。

「……でも、ここに来てからは、違ちがいました」

　リノンは静かに息を吐いて、そっと顔を上げた。

　日ひ頃ごろは無感情な瞳ひとみが、今は温かな光を帯びて、僕たちを見つめている。

「いつでも、風峰君たちがいて……それまで自分が過ごしてきた時間を、いつの間にか忘れてしまうくらいに、一人でいる時間が少なくて。本当に……ここに来られて」

　良かった。

　そう、リノンは小さく呟つぶやいてから……ハッとしたように、慌あわてて俯いた。耳の先っぽがやや赤く、目をきゅっと瞑つぶる様子は、間違いなく照れている。

　普ふ段だんはあまり口数多くない、彼女だからこそ……なのかな？

　僕とほのみ、それに姉さんは、お互たがいの顔を見合わせて、思わず笑えみを零こぼした。

　なんというか、この状じよう況きよう、かなり嬉しい。

「リノンはさ、たくさん調理器具を持っているんだよね」

　僕は自じ慢まんの友達を紹しよう介かいするように、言った。

　前に一度、リノンの家に上がったことがある。その家にはとにかく物が色々置いてあって、床ゆかやら棚たながごちゃごちゃしつつも、どこかリノンの雰ふん囲い気きが感じられる家だった。

「家のキッチンの品しな揃ぞろえすごくてさ、あれって自分でつくる用なんだよね」

「ん、リノンちゃん、もしかしてお料理得意なの？」

「あら、そうなんですか～。でしたら今度、ウチで一緒にご飯つくってみませんか？　私もお料理大好きですから、きっと楽しいですよ～」

「そんな、大したものはつくれませんけど……はい」

　お願いします、とリノンが満まん更ざらでもなさそうに小さく頷いた。

　頬が健康そうに紅潮し、口元には自然な微笑みが咲さく──可か愛わいらしい表情。

「胸が膨ふくらむって噂うわさの料理も、教えてあげますよ～」

「……!?」

　姉さんの言葉に、リノンが目の色を変えつつも、夜は更ふけていく。

　白羽祭の開かい催さいを明後日あさつてに控ひかえた、夜のことである──







「白羽祭に、間に合わない？」

　そして翌日の夜中、一大事が発覚した。

　下校時刻もとっくに過ぎた現在、僕たちのクラス、二年Ｆ組は人気のない校門前でたむろしている。

　理由は一言、鈴蘭が説明した言葉に集約されていた。

「はい、喫きつ茶さ店てんに必要な材料、メニュー、衣装なども全すべて用意できたのですが……内装の飾かざり付けだけが、どうしても時間内に終わらなかったのです」

　鈴蘭は困ったように頬に手を当てた。……演劇練習の初日以来、大きなアプローチがなかったためか、こうしていると本当に鈴蘭が単なる実行委員に見えてくる。

　僕とほのみ、それにリノンは、演劇の練習に顔を出していたので、まさかクラスの出し物がこんな緊きん急きゆう事態を迎むかえているとは思わなかったのである。

「これでもギリギリまで粘ねばってみたのです。あとほんの一、二時間あれば、終わるものだったのですが……」

「つっても、閉め出されちゃなぁ」

　ノボルがお手上げと言った様子で頭を掻かいた。確かに、校舎内を繋つなぐ門は固く閉じられて、校舎の警備室らしき部屋のみが灯あかりを残している。

「無理を言って開けてもらうのも難しそうだね……」

「それ以前に、白羽祭の準備が終わらないって理由じゃ、入らせてもらえないんじゃない？」

　つばさが難しそうに腕うでを組んだ。まぁ、と言いづらそうに口にする。

「無理に入るとかしない限りは、だけど」

「ふほーしんにゅー？」

　ほのみが小首を傾かしげて、僕を見上げた。前にしたよね、と小声で問われて、僕は苦く笑しようしつつ頷いた。そういえばあったね、そんなことも……。

　ただ今回は夜中で、あのときとは状況も難易度も違う。

「どうするにせよ、このままここに留とどまっていては、状況は改善されません」

　そう言って、鈴蘭は集まったクラスの面々を見回した。全員、成り行きがどうなるのかと不安そうに彼女を見つめ、鈴蘭はその視線を一手に引き受ける。

「残念ですが、正せい攻こう法ほうでは白羽祭の準備は完かん了りようしません。方法としてはこれより校舎に忍しのび込み、秘密裏りに教室の内装を完成させるしかないでしょう。しかし、門は閉とざされ、加えて校舎内の鍵かぎも閉まっているはずです。見つかれば、なんらかの処しよ罰ばつは下されます。……白羽祭の実行委員としては、非常に心苦しい決断ですが、今回は……」

「……僕が、開けてこようか？」

　彼女が決断とやらを言い終える前に、僕は自分の意思表示を重ねた。

　鈴蘭だけでなく──クラスの面々がぽかんとして、僕に視線が集まる。

「風峰様が……ですか？」

「ようは、誰だれにも見つからずに校舎に入り込んで、教室までの道を確保すればいいんだよね。なら、大だい丈じよう夫ぶそうだから」

「だ、大丈夫って……！　橙矢、急にどうしちゃったの？」

　僕としては本気で言ったつもりだったのだけれど、つばさに咎とがめるというより、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめられた。うん、自分のキャラでないことは自覚している。

「ほー、橙矢っちにしちゃ、随分と大だい胆たんだな」

　ノボルは特に疑うこともなく、面おも白しろそうに頷いてくれる。ほのみは当時を懐なつかしんでいるのか、優しげな微笑みを僕に向けてくれた。

　クラスメートのみんなも、お互いに顔を見合わせ、何事かを囁ささやき合うも──少なくとも反対の意見は上がってこないようだ。

「どうかな、鈴蘭。僕一人で行ってくるから、万が一誰かに見つかったとしても、僕が勝手にやったことにすれば、問題は大きくならないと思うんだけど」

「……いいえ、いけません」

　鈴蘭はきっぱり首を横に振ふったあと、華はなやかに微笑んだ。

「見つかっても逃にげ切ってください。どんな手段を使っても……ですよ？」

「うん、了りよう解かい」

　実行委員長のお墨すみ付つきも出たことだし、早さつ速そく向かうことにしよう──と。

「んっ、ならあたしもいくっ」

「……じゃあ、私も」

　ほのみが手を上げ、それに続くように、リノンも僕の隣となりに並び立った。僕としては鈴蘭の一件があるため、リノンについてきてもらえると非常に心強い。　では、と鈴蘭が同意を求めるように頷き、丁てい寧ねいに頭を下げてきた。

「三人にお願いします。それ以上増えるとさすがに見つかってしまうでしょうし、少数精せい鋭えいでいきましょう」

「うん、鍵を開けられたら、携けい帯たいで連れん絡らくするから」

　僕とほのみは顔を見合わせ、笑顔で頷き合う。校門から距きよ離りを取り、助走をしつつも──ほっ、と掛かけ声ごえ一つ、地を蹴けり上げて、校門の上を軽々と跳とび越えた。

　宙に弧を描く──綺き麗れいな放物線である。

　ほのみは最強の残ざん留りゆう体たいであるゴスペルで、そして僕は、脳内の涙晶が活性化した影えい響きようにより、限りなくゴスペルに近い身体能力を有している。柵さく越ごえくらい、訳はない。

「……へ、なに今の」

「すげー距離跳ばなかったか？　っていうか、え、あり得なくね!?」

「高さ結構あったよねー……風峰兄きよう妹だいって、体操選手かなにかなの？」

「くっ、一いつ瞬しゆんだったから、ほのみちゃんのスカートの下、確認できなかったっ」

　クラスメートが口々に声を上げている。……さっきまで、白羽祭に喫茶店が間に合わないかもと落ち込んでいたし、少しは気を紛まぎらわせることが出来たといいけど。

「……風峰君」

　と、そんなちょっとした満足感に浸ひたっていると、声が響ひびく。

　リノンが校門の向こう側で、門を跳び越えることも出来ないまま、ジト目を僕たちに送っていた。

「格好つけているところ悪いんだけど、私をそっち側に引き上げてくれない？」







　抜ぬけ目めは、警備員が鍵を掛け忘れたらしい校舎一階の非常口である。

　緑色に点灯する人ひと形がたのシルエットを横目に、僕たちは思いの外ほかあっさりと、夜の校舎に侵しん入にゆうを果たせた。

「ウチの学校、セキュリティとか大丈夫なのかな……」

　むしろ心配になりつつも、僕は月明かりが窓から差し込む廊ろう下かを進む。誰かに発見でもされたらたまらないので、懐かい中ちゆう電灯や携帯の照明は点つけず、足下はやや忍び足。

　隣では、ほのみがやや怯おびえたように身を竦すくませて、僕の服の裾すそをちょこんと指先で摘つまんでいる。

「よ、夜の学園ってこんなに真っ暗で怖こわかったんだね……想像してたのと全然違ちがうよー。リノンちゃんは、平気なの？」

「ええ」

　リノンは普段と変わらず、無表情を貫つらぬいたまま、悠ゆう々ゆうと歩を進めていた。

「花瞳アイリスの内部に比べたら、夜の学園なんて怪かい談だんにも値あたいしない」

「すごいところを引き合いに出したね……まぁでも、思った以上に簡単そうかな」

　巡じゆん回かいの警備員が現れる気配はない。案外、警備室でくつろいでいるのかも。

「とりあえず、まずは教室を確認してこようか。開いていたらそれでいいし、もし鍵が掛かっていたら、職員室まで戻もどって鍵を取りに行ってもいいし」

「力ちから尽ずくで突とつ破ぱするという手もあるけれど？」

　リノンが制服の裾をめくり上げると、そこには腰こし元もとに収めた駆動銃ランゲージが。くすり、と笑みが零れるから余計に物ぶつ騒そうである。

「一いつ切さい傷を付けずにピッキングすることも可能よ」

「どんなやり方する気なのさ……というかリノン、結構ノリノリだよね？　こういう面めん倒どうなことはあんまり好きじゃないと思ってた」

「最近は……そうでもないのよ」

　そう零して、視線を僕から逸そらすも、嫌いやがっている様子はない。むしろ、唇くちびるの端はしがちょっと緩ゆるんでいることから、この状じよう況きようを楽しんでいそうである。

　ゆったりとした沈ちん黙もくを解き、リノンは僕に意味ありげな流し目を送ってくる。

「風峰君こそ、珍めずらしいんじゃない？」

「ん、なにが？」

「夜の学園に侵入する役をわざわざ買って出るなんて、それこそ面倒事じゃない。誰かに見つかるリスクを冒おかしてまで、貴方あなたがクラスのために行動するとは思わなかった」

　どういう風の吹ふき回し、と問われたら、思案するのに少し時間がかかる。

　本当、言われるまでもなく、僕のキャラじゃないんだけど──

「……参加してみたいなって思ったんだよ」

　僕は結局、素す直なおな心を口にした。

　リノンが微かすかに目を瞠みはり、先を促うながすように、目を瞬またたかせた。

「参加？　白羽祭に、ということ？」

「うん、もっと言えばクラスの喫茶店に。去年は出し物なんて、まったく気にも留めてなかったから……今年は、違うものにしたいんだ。準備が始まってからクラスで話す人も増えたし、僕も無関係でいたくないって気持ちになった、って言えばいいのかな」

　なんというか、そう、自然に思えたのだ。

　仲が良い人のために──自分が出来ることを、してあげたいって。

　自分も白羽祭を準備する一員として、楽しんでみたい。

　それは多分、学園に対して久しく忘れていた、能動的な感情なのだと思う。

「だから、僕なりに手伝えることがあったら、積極的にやってみたいんだよね」

「それで……校舎に忍び込むあたり、風峰君らしいかしら」

　リノンがそっと肩かたをすくめて、口元を軽く緩める。

　どこか楽しそうな、彼女が時折見せる素の微ほほ笑えみに見えた。

「本当、変な人ね」

「変な人ーっ」

　ほのみがテンション高く手を突つき上げて、弾はずむような足取りで廊下を行進していく。夜の校舎を探検するのには、少々危なっかしくもあるけれど、まあいいかなと思う。

　夜の校舎を探たん索さくするのって、意外と面白いのだ。

「あんまり先に行っちゃダメだよー…………ん、リノン？」

　ふと、隣のリノンが足を止めていた。

　前まえ髪がみから覗のぞく瞳ひとみが、すぅ、と鋭するどく細められる。

「どうかし──」

「しっ」

　突とつ然ぜん、細い指先に、唇を塞ふさがれた。どくんっ、と心しん拍ぱくが一気に跳はね上がるも、リノンからは冷静に、唇に指先を当てるジェスチャーを返される。

　……静かに、で、合っているのか？

　訳もわからないまま、とりあえず僕と、先を行くほのみは口を閉じ──リノンが表情を引き締しめて、廊下の端から端をぐるりと見通し、小さく呟つぶやいた。

「誰か、いる」

「んっ、んぅ……」

　忍び足でこちらに戻ってきたほのみが、ぶるっと肩を震ふるわせる。とはいえ、夜の校舎を探索するのであれば、予想は十分に出来た展開だ。僕は確認のつもりで、小声でリノンに問いかけた。

「警備の人だよね。どこかに隠かくれようか？」

「……多分、違う」

　予想してた答えとは違うものが返ってきて、面めん食くらう。

　夜の校舎、人気のない廊下に現れる人間が──警備員じゃ、ない？

「これは感覚だけど……もっと違う、懐かしくて……肌はだがざわめくような……」

「……懐かしい？」

　その言葉に、違い和わ感かんを覚えた直後である。

　カツ、カツ……と、硬かたい音が、廊下に鳴り響いた。ハッとして目を凝こらす。廊下の奥、先を見通せない暗くら闇やみに、月明かりが一筋、差し込めば。




　人形のシルエットが、ねっとり……闇やみに浮うかび上がった。




「っ、ととととうやくんっ」

　ほのみが素すっ頓とん狂きような声を上げ、僕の二にの腕うでにしがみついた。それも無理からぬことで、相手は不気味な第一印象だけならまだしも、その姿もまた異常だった。

　リノンが無言で相手を睨にらみつけ、僕は低く呻うめくことしか出来なかった。

「っ、あれ……っ」

　シルエットはまた一歩、僕たちに近づき、全ぜん貌ぼうを月明かりの下に晒さらす。

　全身が──月明かりに照らされて、黄金色に淡あわく輝かがやいていた。まともな警備員なら着ることもない……煌きらびやかな甲かつ冑ちゆうに身を包んでいる。頭部にはご丁寧に兜かぶとまで被かぶるも、碧みどり色の長ちよう髪はつが後頭部より流れ、ようやく中身が人であると判別出来た。

　学園の廊下に……鎧よろいの騎き士しである。

　冗じよう談だんみたいな光景に、けれども僕は、戦せん慄りつするほどに現実味を覚えていた。




　────わたしはゴスペルを殺さなくてはなりませんので。




　かつて、鈴蘭が撃うち殺し、花瞳アイリスの奥底に葬ほうむり去ったゴスペルがいた。

　ほのみと同様に言葉を解し、僕たちと戦うも、最後にはわかり合えて──そして直後に殺された一人の少女。

「……君は」

　悠ゆう然ぜんと立つ鎧の騎士は、見間違えることなく、記き憶おくの少女と一いつ致ちしていた。

「あのときの……鎧、騎士っ!?」

　鎧の騎士が応じるように、右手を宙に掲かかげる。

　光が掌てのひらより放たれ、渦うずを巻き、輝きを増し、膨ぼう大だいなエネルギーとして生成される。

　創造の光──思考昇華パラダイムシフトは、一ひと振ふりの大たい剣けんを生み落とした。その柄つかを、鎧の騎士は確かに掴つかむと、静かに正眼に構えて見せる。

「なんで……っ！」

　でも、その行こう為いが示す意味を理解出来ないまま、僕はまるで動けなかった。混乱がどうしようもなく脳内を渦巻いている。だって……違うはずだ。

　あのゴスペルの少女は、鈴蘭に撃ち殺され、胸を剣けん山ざんに貫かれたはずなのに──！

「君が……っ、ここに……！」

「風峰君っ！」

　リノンが鋭く叫さけび、僕の手を取ると、一目散に廊ろう下かを駆かけ出した。

　ただし──鎧の騎士が阻はばむ道とは、正反対の方向へ逆走する。ほのみも慌あわてた様子で横に走り並び、僕は足をもつれさせながらも、後方の人ひと影かげを振り返った。

　鎧の騎士が、甲かん高だかい足音を響かせて、猛もう然ぜんと追ってくる。

「ひとまず逃にげて！　あれから距きよ離りを取ってっ」

　足を止めないまま、リノンは息を乱しつつも、前だけを見み据すえていた。

　あれ──あの鎧の騎士をそう呼こ称しようした彼女もまた、気付いている。

「ゴスペルと正面からやり合うには分が悪いっ」

「でもっ……なんでっ、ゴスペルが！」

　残ざん留りゆう体たいは人を狙ねらい、襲おそう。

　それは武装研究員であれば、誰だれしもが知る原則とはいえ──

「あの子は鈴蘭に殺されているんだよ……っ、なのになんでっ」

「な、なんで学園にいるのーっ？」

　ほのみが必死に走りながら、至し極ごくもっともな疑問を叫んだ。死んだはずのゴスペル、突然の襲しゆう撃げき、気になる点は多々ありつつも──そうなのだ。

　どうして……花瞳アイリスの中にしか生息しない残留体が、あろうことか僕たちの学園にいて、しかも僕たちを追ってくるんだ!?

「──校庭に出ましょうっ」

　冗談みたいな状況は、リノンの一言でひとまず終わりを迎むかえた。

　廊下の扉とびらを勢いよく開け放ち、僕たち三人は校庭に駆け込む。夜の校庭はひっそりと静まり返っていて、人の姿がなく、視界も良好だった。

　おかげさまで──校庭に足を踏ふみ入れる、鎧の騎士の姿も確認できた。

「……見間違えじゃないよね」

　僕は足を止めて、息を整えつつ、遠く離はなれた鎧の騎士を見据える。僕たちが立ち止まったからか、相手はゆっくりと速度を落とし、やがて離れた場所で立ち止まった。

　月明かりに照らされ、甲冑が黄金色に輝く光景は幻げん想そう的で──でも、現実だ。

「これって……あの子が、生きてた……ってことでいいのかな」

「でも、とうやくん……」

　ほのみが心苦しそうに呟き、鎧の騎士を見つめる。

　黄金色に輝く騎士は──かしゃん、と大剣を構え直し、剣先を鋭くこちらに向けた。

「あの子だったら、どうしてこんなことするのかな……？」

「本当に彼女だという確証はないでしょう」

　そう言って、リノンは落ち着いた手つきで、制服の上着に隠した銃じゆう把はを掴んだ。

　鎧の騎士から目を離さないまま、駆動銃ランゲージ──戦うための武器を、引き抜ぬく。

「っ、リノン……！」

「何者かは別として、真相を聞こうにも、力ちから尽ずく以外に方法はないと思うけど？」

　ここなら広い、とリノンが冷静に呟き、僕はようやく状況を理解する。校舎──建物の中で戦うには狭せますぎる。だから、校庭まで出てきた……のか。

　それに、相手の方は端はなからそのつもりだったらしい。

　鎧の騎士が碧あおい瞳を鈍にぶく輝かせ、腰こしを低く落とし、大剣の背を肩かた口ぐちに担いでいた。

「風峰君、やれる？」

「……駆動銃ランゲージは持ってないけどね」

　腰こし元もとにホルスターは巻いていない。ただ、油断していた訳でもないのだ。

　イメージは、強い自分。

　僕は両手を下げたまま、静かに──手の甲こうより、涙なみだ色の火花を散らした。

「相手がゴスペルなら、丁度良かったかもしれない」

　そして刹せつ那なに、その火花が全身に広がり、駆け抜けた。

　火花が煌めき、光と化して、とある衣装を形作る。これは、僕が人間から残留体へ意識を切り替かえるための暗示で、言ってしまえば雰ふん囲い気き作りに等しい。

　今の僕の身体からだは強化されたままだから必要なく、けれども覚かく悟ごを決めるため、認識を服として纏まとうのだ。

　かつて、残留体の王として君臨した、雨あま合羽ガツパの衣装。

　それを──制服の上から羽織る形で、僕は戦うために、鎧の騎士と対たい峙じした。

「僕が相手する。リノンはほのみをお願いできる？」

「わかった。でも危険だと判断したら、手は出すから」

　気をつけて、とリノンが一いつ瞬しゆんだけ、目を鎧の騎士から外した。

　険しい視線を投げる先は、今いま頃ごろ、クラスメートが待っている──遠くの校門。

「もう、『ゲーム』は始まっている」

「っ……」

　なにを言いたいのか悟さとって、僕は低く腰を落とした。

　そうだ……死んだはずのゴスペルが生きていたとすれば、それを殺した彼女がなんらかの形で関かかわっていても──

「──了りよう解かいっ」

　不思議は、ない。

　僕は校庭の土を蹴けり上げて、そしてほぼ同時に、鎧の騎士が鋭するどく反応した。

　黄金色の粒りゆう子しが宙を舞まい、騎士の輪りん郭かくが曖あい昧まいになった──途と端たん、実像を結ぶ。眼前に肉にく薄はくするほど、僕と鎧の騎士は近接し、互たがいの武器を振るった。

　騎士が大剣を振り下ろし、それを、僕は右手の拳こぶしで打ち上げる。

　衝しよう撃げきが刃はに達し、その身を砕くだき……そして、反動が拳を壊こわした。

「──っ！」

　苦く悶もんは一瞬に留とどめ、即そく座ざに拳を再生。骨が固まり、肉が埋うまり、血が跡あとを引く。結果は引き分け、痛手を与あたえたと満足するには、相手が規格外すぎた。

『────』

　鎧の騎士は、苦しげな吐と息いき一つ零こぼさず、弾はじかれた勢いそのまま、剣を掲げた。

　身みの丈たけほどある大剣もまた、柄つか元もとから黄金色の輝きを放ち──再な生おっていく。

　最強の残留体の証あかし……驚きよう異い的な──再生能力！

「っ、ゴスペルっ！」

　名を叫び、残る最後の躊ちゆう躇ちよを捨て、僕は黄金の鎧騎士に挑いどんだ。

　大剣が拳を叩たたき斬きり──拳が剣の峰みねを破は壊かいする。靴くつ底ぞこが校庭の土を抉えぐれば、砂すな埃ぼこりを嵐あらしのように吹ふき荒あらした。視界が一瞬で曇くもり、その中で、黄金の輝きだけが煌めく。

「このっ……」

　瞬発力を最大に、地を抉る勢いで、僕は空中に跳はね上がった。気球のような砂すな煙けむり……それを見下ろすのも束つかの間ま、宙で狙いを定さだめた後、重力に身を任せ──突とつ入にゆう。

　黄金の輝き目がけて、爪つま先さきを鎧騎士の兜に鋭く振り下ろした。

『────』

　がんっ、と鈍い音が鳴り、右足に痺しびれが奔はしる。

　鎧の騎士は大剣を片手だけで掲げ、剣の腹で僕の爪先を防いでいた。

　兜の奥の瞳ひとみと、一瞬だけ、視線が交こう錯さくする。

「っ……！」

　体勢を立て直せば、距離を取る暇ひまも許さずに、鎧の騎士が剣けん戟げきを展開してくる。

　もしかしたら……あの少女が、相手なのかもしれない。

　思考せずにはいられない。一度は心を通わせ、でも結局、名前すら知ることの出来なかったゴスペルだ。心残り以外の何者でもない。とはいえ、手加減する余よ裕ゆうも──

『────ふふ』

　ない、はずなのに。

　兜かぶとの口が声に似た息を漏もらしただけで、僕は簡単に足下を掬すくわれた。

　体勢が崩くずれ、身体を宙に投げ出す寸前──籠こ手てに覆おおわれた腕うでに、喉のど頸くびを捕とらえられた。締しめ上げられ、宙ちゆう吊づりにされる間もなく、地面に強く叩きつけられる。

　衝撃が脳天まで突つき抜け、反動で全身が浮ういた。

「ぐっ……ぁ」

　頭が揺ゆれ、霞かすむ視界の奥で、黄金色が月夜に輝かがやく。

　鎧よろいの騎士は、大剣を勝かち鬨どきのように掲げ、躊躇なく──振ふり下ろした。

「……っ、君は！」

　それを鼻先寸前で、片手で掴み取った。僕は鎧の騎士を見上げて、訴うつたえかける。手に力を込こめ、ゆっくりと……刃を押しのけて、兜の奥に光る瞳を覗のぞき込んだ。

　掌から血が流れ落ち、僕の頬ほおに一ひと滴しずく、零れる。

「君は本当に……あの子じゃ、ないのか!?」

『────』

　反応は、吐息が一つ、兜から漏れるだけ。

　相手の瞳をどれだけ睨にらんでも、感情の色が浮かび上がることはなくて──僕は、鋭く呼気を吐はいた。掴つかんだ大たい剣けんを押し返し、勢いよく跳ね上がると、兜に拳を叩き込む。

　鎧の騎士が衝撃に揺らぎ、僕から大きく距離を取った。

「──引き際ぎわね」

　きん、と硝子ガラスが砕けるような音が、校庭に甲高く響ひびく。

　鎧の騎士が大剣を構えた直後、その足下から突とつ如じよとして、水すい晶しようの檻おりが迫せり上がった。四方を格こう子しで固めた、絶対の檻──彼女の十お八は番こだ。僕は、首を背後に回す。

「終わらせて、風峰君」

　リノンが駆動銃ランゲージを構えたまま、ほのみを背後に庇かばっていた。

　その瞳は感情を浮かばせず、静かに、身動きを封ふうじた鎧の騎士を見つめている。

「それは、貴方あなたの知るゴスペルじゃない」

「でもっ」

「情報を訊きき出そうにも、加減が出来る相手ではないでしょう。貴方がやらないのなら──私がやる」

　そう言って、リノンが引き金に指をかけた。彼女の思考昇華パラダイムシフトは、足止め専門だ。高い再生能力を持つゴスペル相手に、敵かなうとも思えないのに、僕は背筋が寒くなる。

　彼女の瞳は──それくらいやってのけてしまいそうに、冷たかった。

『……ふ……ふ、ふ……』

　異変は、そのとき起こった。

　檻の中に囚とらわれた鎧の騎士が、独り──静かに、笑い声を上げた。

『ふふ……「羽のない人」に……わたしは、殺せないよ？』

　──聞き覚えのある、台詞せりふ。

　記き憶おくをミキサーのように掻かき回されて、僕は棒立ちのまま、動けなくなる。

　ただ……口だけがまるで別の生き物のように、勝手に震ふるえた。

「まさか……本当、に……？」

「鎧の騎士さん……!?」

　ほのみが幽ゆう霊れいでも見たかのように、顔を青ざめさせ、後ずさる。その反応は無理もないと思う──だって僕たちは、この目で確かに見たのだ。

　ゴスペルの少女が、剣けん山ざんに突き刺さされ、花瞳アイリスの底に落ちていくのを──！

『さあ……どうだろうね？』

　くすくす、と鎧の騎士は、僕たちを翻ほん弄ろうするように、忍しのび笑う。

　眠ねむたげな口調に、エコーのかかった声。どうしたって記憶違いとは思えなかった。

『君たちの見ているものが、全すべてだよー』

「……だったら、なにをしに来たの？」

　この場で一人だけ、冷静さを保つ人間がいた。

　リノンは駆動銃ランゲージの照準を鎧の騎士から外さないまま、険しい表情で言い放った。

「こんなところにまで来て、私たちを襲おそう理由を教えてもらおうかしら」

『警告だよ』

　その言葉に、リノンが露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「貴方が……？」

『そう、福音ゴスペルであるわたしが、世界のおしまいをお知らせしまーす』

　鎧の騎士は檻に自由を奪うばわれながら、言葉とは裏腹に、呑のん気きにそう答えた。

『花瞳アイリスの塔とうがもうすぐ崩ほう壊かいするよー。黄金アウレアは大だい丈じよう夫ぶ、真しん紅くと翡ひ翠すいもまだ平気。でも、純白エルダーだけはもう限界が近い……そろそろ、入れ替えの時期だね』

「な、なんのこと……入れ替えって？」

　混乱する状じよう況きようで、さらに困こん惑わくする言葉を口にしないで欲しい。

　今の言葉から理解出来るものを拾うなら……つまり花瞳アイリスが、崩壊するって？

「…………そ」

　消え入りそうな声が、耳に届いた。

　愕がく然ぜんとしたように目を見開き、感情に唇くちびるを震わせて──

「……リノン？」

　リノンが、小さく呟つぶやいていた。

「うそ……そんなの……だってまだ、時間は」

『早まっているんだよ、崩壊のスピードが』

　鎧の騎士が、兜の奥の瞳を爛らん々らんと輝かせた。

　まるでこれから、とっておきの話でも披ひ露ろうするように、楽しげに言う。

『もう時間はないよ。代わりの柱が必要なんだ……今すぐにだって、ね？』

「……っ」

　からんっ、と。

　赤色の杭撃ち銃リベツトガンが、リノンの手からこぼれ落ちた。支えを失ったようによろめく。その身体を、ほのみが慌あわてて背中から支えるも、リノンは怯おびえたように震え続けている。

　状況は、正しく理解出来ていない。

　それでも僕は、湧わき上がった怒いかりの感情に従い、鎧の騎士に食ってかかった。

「っ、リノンに……なにを言ったんだ!?」

『サボっている人へのお説教……かな』

　そう言って、鎧の騎士は世間話のついでのように、剣先を地面に突き刺した。

『世界はもうすぐ終わる。それを止められるのは、ゴスペルだけなんだよ』

　唐とう突とつな上に……言葉の意味がわからず、僕は怪け訝げんな感情に眉を寄せた。

　ただでさえ、リノンに妙みようなことを吹き込み、この上──

「ゴスペルが……なにを止めるって？」

『世界のほーかい、だよ。いい？　福音ゴスペルは崩壊を告げる鐘かねだけど、救いの知らせでもあるの。柱は壊れたら意味ないけど、また新しく創つくっちゃえばいいんだから』

　忘れないでねー、と鎧の騎士は、リノンを見やり、念を押すように言った。

　そして、自分を閉じ込める水晶の檻を、鬱うつ陶とうしそうに見上げると、

『こんな脆もろい檻じゃ……なにも捕つかまえることは出来ないよ』

　大剣の柄つかに両手を添そえて、ばちっ、と火花を散らした。

　創造の光が、剣の峰を伝い、剣先に集つどう。

　鎧の騎士は片手を振ふりながら、光を爆ばく発はつさせて、辺りを真っ白に眩くらませた。

『じゃあまたね……君は、君の役割を果たすんだよ──……』

　最後の言葉は、誰だれに向けたものだったのか。

　光が宙に溶とけて、晴れたときには……檻はもう、ボロボロに崩れていた。

　中にいた鎧の騎士も、忽こつ然ぜんと姿を消している。

「……逃にげた？」

　呟き、気付く。取り逃がした悔くやしさよりも、言いしれぬ安あん堵どを覚えていた。

　再びひっそりと静まり返った校庭で、僕は後ろを振り返る。ほのみが困惑したように僕を見つめ返すと、腕の中に支える、小さな背中に目を落とした。

「っ……っ、っ……」

　吐と息いき一つすら、決して逃がさないようにと。

　リノンは声を押し殺し、ただひたすら、震えて続けていた。







「ご苦労様でした、風峰様」

　進路確保、と。

　携けい帯たいでクラスの面々に連れん絡らくを入れてから、少し経たったあと。

　二年Ｆ組のクラスメートたちは、無事に教室まで辿たどり着き、白羽祭の作業を開始していた。音をなるべく立てずに、光源は懐かい中ちゆう電灯一つで、隠おん密みつに作業中である。

「皆みなさん張り切ってくれていますし、これならなんとか間に合いそうです」

　警備員の見張り役として、冷える廊ろう下かに立つ鈴蘭が、嬉うれしそう目を細めた。隣となりに同じく立つ僕としては、褒ほめられたらお礼の一つでも返したいところだけれども。

「……なら良かったよ」

　到とう底ていそんな気分にはなれず、口からは嘆たん息そく混じりの言葉が漏れた。

　鈴蘭はそれでも気分を害した様子もなく、不思議そうに小首を傾かしげてくる。

「元気がないですね。どうかされましたか？」

「……まあ、色々とあってさ」

　鎧の騎士が警備員の代わりに現れ、学園の世界観をぶち壊こわすどころか、校庭で一戦交えたかと思えば、意味深な台詞を残して消えたのだ。一言にまとめたくもなる。誰にも気付かれず、校庭の土が多少荒あれた程度だったのが、せめてもの幸いだ。




　────っ……っ、っ……。




　ただ、リノンの怯えたような表情だけは、脳のう裏りに強く焼き付いている。

　結局あれから、リノンはずっと口を閉とざしたままだ。クラスの準備が忙いそがしい関係もあって、話しかけないで欲しいと雰ふん囲い気きで訴うつたえる彼女に、なにも声を掛かけられていない。

「ふむ、なにやらお疲つかれのご様子ですね。でしたらわたしが、風峰様の元気が出るようなことでもいたしましょうか？」

　鈴蘭が色っぽく流し目を送り、自分の指先を僕の手に絡からめてきた。

「いいですよ……風峰様が望むなら、なんでも相談に乗りましょう。なんなら、誰も来ない場所に参りましょうか？」

「こ、ここでいいからっ」

　慌ててやんわりと身体からだを押しのけると、そうですか、と鈴蘭が雰囲気を一変させ、残念そうに呟いた。……ただの演技、ゲームに勝利するための仕草とはいえ、やはりドキッとしてしまう。

「風峰様、顔が赤くなっておられますよ。ふふ、元気が出てきましたか？」

「おかげさまでね……」

　鈴蘭が悪戯いたずらっぽく小首を傾げている。か……顔が熱い。これ絶対、確信犯だよね。

　僕は抗こう議ぎの意味も込めて、彼女を横目で軽く睨にらんだ。

「鈴蘭さ、ゲームに勝つための演技っていうより、それどっちかっていうと素すだよね？」

「……素？」

　きょとん、と。

　擬ぎ音おんがいっそ聞こえてきそうなくらい、鈴蘭が表情をなくし、目を丸くした。

「それは、わたしが好きでやっている、ということですか？」

「や、好きかどうかは知らないけど……楽しんでるんじゃないかと」

　まさか本人から不思議そうに問い返されるとは思わず、口ごもってしまった。鈴蘭は考え込むように顎あごを下げ、迷うように右へ左へと視線を彷徨さまよわせている。

「……風峰様」

　僕の手から指先をほどき、鈴蘭はゆっくりと歩き出すと、廊下の窓に近づいた。外の景色は真っ暗で、その指先でつー……と、硝子ガラス越ごしに、向かいの校舎をなぞる。

「白羽祭は、楽しいですか？」

「……え？」

　ぽかん、とした。

　思わぬ言葉に面めん食くらうも、鈴蘭は窓の外を眺ながめたまま、ゆったりと続ける。

　硝子に反射して映る表情は──暗くて、よくわからない。

「クラスの皆みな様さまと準備に励はげみ、時には夜の校舎にまで忍び込み、一つの目標を達成するべく協力し合う……そんな日々を、風峰様は楽しいと感じますか？」

「……楽しいよ」

　相手の意図が読めず、少し警けい戒かい心を抱いだきつつも、僕は素直に答えた。

　背後の教室には、白羽祭に向けて喫きつ茶さ店てんを完成させようと、最後の追い込みをかけるクラスメートたちがいる。

「今まではあまり考えてなかったけど、誰かと一いつ緒しよに同じものを作れるのってさ、すごく幸せなことなんだよね。自分以外の人と協力して、頼たよって、頼られる感覚って、こんなに身近で味わえるとは思ってなかった」

　なんとなく、こういった日々が高校生の醍だい醐ご味みなのかなと、最近はよく思う。

　他人と協力し、力を合わせて一つの物事を成し遂とげる。苦手な作業があれば手伝ってもらい、得意な分野では誰かの役に立てる。それはとても建設的な関係だ。向上心と自尊心がお互たがいに満たされて、充じゆう実じつした時間を送ったと実感できる。

　それを、もっと簡単に表現すれば──楽しい、となる気がするのだ。

「純和風喫茶なんて、僕一人じゃ絶対に作れないし、そもそも作ろうともしないと思う。でも今は、明日あしたの喫茶店がすごく楽しみだし、絶対に成功させたい」

　まる二週間、感覚としての密度は計り知れない。

　彼らと過ごした日々は、決して待っているだけは得られなかった。

　学園から距きよ離りを取るのを止やめ、自分から一歩を踏ふみ出して、どんな些さ細さいなことから始めても、クラスの中に入れるように努力をする。

　ほのみやつばさや、みんなと過ごすうちに覚えた──僕なりの経験則だ。

「だから今は、僕の学園生活史上で、一番楽しいと思う」

「そうですか……それは大変、宜よろしいことですね」

　噛かみしめるような口調だった。

　鈴蘭はなにかを確かめるように頷うなずくと、くるり、とこちらに振り返った。

「わたしには、その感覚がよくわからないのです」

　──初めて見る、表情だった。

　口元が迷うように歪ゆがみ、瞳ひとみは遠くを見ているように、儚はかなく揺ゆれる。

　そんなどこか曖あい昧まいな微ほほ笑えみを咲さかせて、鈴蘭はそう言った。

「……わからないって」

　僕が困こん惑わくして言葉を返すと、相手もまた、困った風に肩かたをすくめる。

「言葉の通りですよ。わたしには、この白羽祭を楽しむ……という感覚がありません。クラスの人間で出し物を準備し、完成させ、学園祭で披ひ露ろうする。一連の作業が楽しいものなのだと、仕組みとしては理解していますが、実際にそう感じたことはないんです」

「や……でも、鈴蘭は」

　思わず反論したのは、鈴蘭の表情を、今ここで目まの当たりにしているからだと思う。

　どうしてそんな……仕方ないことのように、微笑んでいるんだ？

「白羽祭の実行委員として、楽しそうにしてたじゃないか」

「そう見えましたか？　風峰様に言っていただけると、わたしも自信がつきます」

　ふふ、と。

　鈴蘭は恥はずかしそうに肩を縮め、口元を手で覆おおい隠かくした。

「『鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファー』──『鶺こ鴒こ』でのわたしは、二年Ｆ組の白羽祭実行委員として、きちんと振る舞まえているのですね」

　それは、どこか人ごとのような口ぶり。

　僕はある可能性に思い当たる。かつて鈴蘭が、僕に対して仕し掛かけたこと──

「もしかして……演技しているって、こと？」

「そう見せないように、自然に振る舞ってきたつもりです」

　言外に肯こう定ていして、鈴蘭は結ゆった髪かみを一ひと房ふさ、手で艶あでやかに払はらった。

　それはよく目にする、クラスの白羽祭実行委員である彼女の仕草だった。

「わたしは、これが専門ですから」

「……じゃあ、前にも？」

　────ひどい、です。

　買い出しデートの際に、鈴蘭が頬ほおに流した涙なみだを、今いま更さらながらに思い出す。

　あれは結局、僕を仲間にするための、涙だったけれど──

「そうですね、二桁けたはいっていませんけど」

　鈴蘭は懐なつかしむように目を細め、再度、窓の外に目を向けた。

　硝子の向こうには、真っ暗な世界がどこまでも広がっている。

「涙るい晶しよう管理局は──わたしたちは、世界中じゆうの涙晶を管理するため、各潜せん水すい都市に派は遣けんされます。任務の内容によっては、武装研究員やそれに準じる職業に就つきますが……ご存じなのですよね？」

「……前に、なんとなく聞いている」

　リノンは今でこそ研究所の一員だけれど、かつては、特例捜そう査さ局という行政組織に所属していた。それは涙晶管理局としての任務であり、『鶺鴒』に涙晶をより多く獲かく得とくさせるために、政府の内部で色々と工作をしていたという。

「わたしも今までに幾いくつかの都市を渡わたり歩いてきました。その度たびに、異なる名前を得て、異なる環かん境きように身を置き、異なる生い立ちを持ち、異なる性格で振ふる舞って……『わたし』を、設定してきましたから」

　演技なんてお手の物です、と鈴蘭は得意げに、軽く胸を張った。

　設定。彼女は何気なく、その言葉を使ったけれど──だから、なのかな。

　鈴蘭の言葉は、どこか……自分を人ごとのように話している気がする。

「これまで、何人もの人生を演じてきましたし、演技力は多少自じ慢まんできるものですよ？　明日の『亡国の王女』も期待してくださいね」

「……元は、君が仕組んだことだけどね」

　鈴蘭が悪戯っぽく微笑み、それにつられて僕も軽口を装よそおい、苦く笑しようをつくる。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ──だけれど。

　本当に、鈴蘭がただのクラスメートで、友人のように錯さつ覚かくした。

「さて、そろそろ作業も終わりそうですね。夜も遅おそくなってきましたし、撤てつ退たいの準備を進めてきましょうか」

　そう言って、鈴蘭は教室の中を覗のぞき込むと、やんわりと話を切り上げた。これから白羽祭の実行委員として、クラスのみんなに労ねぎらいの声をかけるのだと思う。

「これで明日を気持ちよく迎むかえられそうです。皆様、こんなに夜遅くまで頑がん張ばってくれて……ふふ、本当に良いクラスですね」

　鈴蘭が優等生のような笑みを零こぼした。教室の中で作業するクラスメートたちを、かけがえのない仲間のように、愛いとしそうに見つめている。

　本人曰いわく──それは、生徒を演じた上での微笑みらしいけれど。

「……待ってっ、鈴蘭！」

　教室に入ろうとした鈴蘭の腕うでを掴つかみ、引き留める。鈴蘭が微かすかに目を瞠みはるも、僕は構わずに口を開いた。

「鈴蘭──涙晶管理局を、辞やめる気はない？」

　衝しよう動どう的に言った、といえば、その通りだと思う。

　今までの違い和わ感かんが積もりに積もって、一気に爆ばく発はつしたとも言える。秘密結社なんてものに所属し、世界中で暗あん躍やくしているらしく、ゴスペルの少女だって撃うち殺して見せた。

　許せない気持ちが消えたわけでは、決してない。

　でもそんな存在に──目の前にいる鈴蘭が、どうしても似合うとも思えなくて。

「…………驚おどろきました」

　返答までの間は、およそ瞬またたき三つ分。

　鈴蘭は今になって驚きを隠すように、手で口元を覆った。

「涙晶管理局を辞める、ですか……ふふ、風峰様ったら、面おも白しろいことを言いますね」

「いや、冗じよう談だんで言っているんじゃなくて、本気で」

「風峰様が恋こい人びとになってくれるなら、構いませんよ？」

　しばしの間、僕は呆あつ気けに取られて、一言も発せなかった。

　鈴蘭はおどけたように微笑み、ふるふると首を横に振った。

「なんて、風峰様はもう引っ掛かかりませんね」

　──一瞬、本気かと思ってしまった自分が、悔くやしいような。

「その申し出は魅み力りよく的ですが、お断りします。わたしには、涙晶管理局で成すべきことがありますので」

「……それはなんなの？」

　世界中の潜水都市に潜入し、任務を果たすため、何人もの人生を演じる。想像すら出来ないくらいに、壮そう絶ぜつだ。そこまでして、鈴蘭には叶かなえたい願いでもあるのだろうか。

　都市伝説のような背景を持つ少女に、僕は正面から問いかける。

「涙晶管理局って、何者なの？」

「……それはルール違い反はんですよ、風峰様」

　ぴん、と人差し指を立てて見せ、鈴蘭はそれを左右に振って見せた。

「風峰様がゲームに勝ったら、全すべてをお教えいたします。勿もち論ろん、わたしの仲間になっていただけたら、どんな秘密だって教えてあげますよ？」

「……仲間にはならないよ」

　意思表示は固く、僕にだって成したいことがある。

　これからずっと──ほのみたちと一緒に、生きていくこと。

　そのために、僕はゴスペルを狙ねらう少女と向き合い、彼女の誘さそいを拒きよ絶ぜつした。

「ゲームの期限は明日だったよね。もう、時間がないけど？」

「ご安心くださいませ。舞ぶ台たいは整いました」

　そう言って、鈴蘭が廊ろう下かの窓を背に、片手を差し出して、僕を手招く。

　ふと、目には見えない舞台のチケットが、その手にあるように──錯覚した。

「明日、幕を上げてみせましょう。楽しみにしていてくださいね。舞台が終幕を迎えるとき、貴方あなたは必ず、わたしの仲間になっていますから──」

　不ふ穏おんというには、あまりに甘い響ひびきを乗せて。

　ぺろ、と鈴蘭は悪戯いたずらっぽく、赤い舌を小さく出した。
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　青空には雲一つなく、晴天と呼べるその日。

『──ただいまより、白羽祭を始めます──』

　アナウンスが響き渡ると、南みなみ鶺せき鴒れい第二学園の学園祭の開始を告げた。

　校内から大勢の歓かん声せいが上がり──学園全体が、一気に活気づく。

「さあ、皆みな様さま。いよいよ始まりました」

　僕たちの教室も例外ではなく、けれどもその一言で静かになった。

　白羽祭の実行委員──今日までクラスを統とう率そつしてきた鈴すず蘭らんが、教室に集まったクラスメートたちを見回して、笑顔で頷いた。

「皆様の頑張りがあってこそ、迎えられた今日です。目め一いつ杯ぱい楽しんで、わたしたちの喫きつ茶さ店てんを成功させましょうね！」

『おー！』

　クラスメートたちが大きな声で応こたえ、ノリ良く腕を宙に突つき上げた。この光景も見慣れたもので、それだけ鈴蘭の影えい響きよう力は強く、クラスに浸しん透とうしているのだと思う。

　思わず……僕も周囲を窺うかがいつつも、のろのろと肘ひじを上げてしまうくらいには。

「ほいっ、やるなら一気にな！」

　と、突とつ然ぜん、誰だれかに腕を掴まれて、思いっきり上へ引っ張られた。ぎょっと目を瞠ると、ノボルが僕の腕を持ち上げたまま、にっと腕わん白ぱく少年のように唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

「中ちゆう途と半はん端ぱにやると余計に照れくさくなるぜ？」

「な、慣れてないんだよ……」

　もごもご口ごもりつつも、僕はやっぱり照れくさくなって手を下ろした。クラスメートたちは早さつ速そく、開店の準備に取りかかり始め、教室が一気に騒さわがしくなる。

「ようやくだな。いやぁ、喫茶店っつのは意外と大変だったぜ」

　今日までの成果を噛かみしめるように、ノボルが感かん慨がい深ぶかそうに教室を見回した。

　教室を二つに区切り、食事する空間と、調理するスペースを同時に確保した形だ。喫茶店の内装としては、食事用のテーブルから壁かべの色、調度品まできっちりと和風に揃そろえるほど凝こっている。

　身内のひいき目を抜ぬきにしても、中々の完成度だと思う。

「一いつ般ぱん客きやくの来場も始まっているし、これから忙いそがしくなるわな」

「ノボルも僕と同じで、午前中はウェイターだよね。もう着き替がえちゃう？」

「いいぜ、更こう衣い室行くか。……あーいや待て、今はまだよしとけ」

　見み逃のがすぜ、とノボルが急に真ま面じ目めな顔をつくり、耳元に手を当てた。聞き耳を立てるようなその仕草に、きょとんとする。

「見逃すって……なにを？」

「ご登場を、さ。もうそろそろのはずだぜ……」

　ノボルがキザったらしくにやりと笑い、教室の扉とびらを見つめる──と、耳を澄すませていたおかげか、なにやら廊下から聞き覚えのある声が漏もれてきた。

「この服、フリフリ多すぎない？　なんかすごく歩きにくいんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、つばさ。しっかり似合っているから。あとで写真撮とってあげる」

「そうだよつばさちゃんっ。ほらほらっ、教室教室っ。つばさちゃん突入ーっ」

「ちょ、お、押さないでってば！」

　やがて、がらがら──と、教室の扉が横に開かれると、女子生徒が次々と室内に足を踏ふみ入れる。クラスメートの面々だ、それも全員──

「へへっ……来たぜ純和風ぅ！」

　叫さけぶノボル曰く、純和風……な、制服に身を包んでいた。

　教室中から「おぉ、いいじゃん！」「可か愛わいいー」等々の声が上がり、喫茶店で給きゆう仕じ係を務める女子生徒たちが照れくさそうにする。

　その中には──ほのみやつばさ、リノンの姿もあった。

「とうやくんっ、これどうかな？」

　ほのみが足を揃えて、その場でくるりと一回転、白の前まえ掛かけがふわっと翻ひるがえる。いざ回りきってから、少し恥はずかしそうにするも、人ひと懐なつっこい笑えみを咲さかせた。

「じゅんわふぅーっぽい？」

「う……うん。っぽい、と思うよ」

　思わず赤面してしまい、僕は慌あわててほのみから顔を背そむけた。照れながらはにかまれた瞬しゆん間かん、心臓を鷲わし掴づかみにされたかと思うほどの、破は壊かい力。

　正直──めちゃくちゃ、似合っている。

「こ、こんなフリフリなの……」

　つばさが頬ほおを赤らめ、自分の服装を見下ろしては、愚ぐ痴ちっぽく呟つぶやいた。うぅ、と目を瞑つぶりながら呻うめき、それでも時折、こちらを盗ぬすみ見て──あ、目が合った。

「っ……と、橙とう矢やは、良いと思う？」

　そっぽを向きながら、一歩だけ、前に進み出る。

　目元を赤らめて、つばさはもはや少し涙なみだ目になりつつも、言った。

「私、普ふ段だんこういうの着ないし……フリフリしたの、似合ってない？」

「いやまさか！」

　言ってから、自分が即そく答とうしたのだと気付いた。でも今いま更さら、前言撤てつ回かいも出来ない。

　というより──胸からわき上がるこの感情が、それを許さない。

「似合っている。どこからどう見ても純和風。というかこれが純和風！」

「ひゃっ。と、橙矢……口調、変わってない？」

　つばさが身を引きつつも、良かった……と安あん堵どしたように息を漏らした。そうしてようやく、僕はハッとする。言葉に熱が入りすぎていた。危ない……。

「……な？」

　気持ちを落ち着かせていると、耳元で、親友が低く囁ささやいた。

「純和風もいいもんだろ？」

「……かもね」

　素す直なおじゃねーなー、とかにやにやされると、余計に頬が熱くなる。いや本当に。

　まさか衣い装しよう一つで、ここまで普段と雰ふん囲い気きが変わるとは──

「風かざ峰みね君、貴方までそっちの道に引きずり込まれないで欲しいけど」

　ふぅ、と。

　リノンが困ったようにため息を吐つき、やや白い目で僕を見上げた。

「それとも、貴方を変な人ではなく、変態な人と呼ぶ日も近いのかしら？」

「ご、誤解だって！」

　なんだかえらい呼こ称しようを付けられている。ちなみに、そっちの道に引きずりこもうとする張本人は早々に退散していた。逃にげ足の速い親友である。

　僕は背中に冷や汗あせを流しながらも、リノンの格好を見て、素直に言った。

「リノンも似合っているね。なんだか着慣れている感じすらするよ」

「そう？　それはどうも」

　興味なさげに肩かたをすくめるも、リノンの頬には薄うつすらと赤みが差している。そうだ。平気そうな顔をして照れる、なんていうのはリノンならよくあることで──

「……昨日はごめんなさい」

　周囲に人気がないことを確認してから、リノンは目元を伏ふせて、小さく僕に呟いた。

「取り乱して、結局……あのゴスペルを逃がしてしまった」

「いいよ、それは全然。それより、もう大丈夫なの？」

　心配で問いかけると、リノンは微かすかに唇の端を吊り上げた。

　気丈そうな表情だけれど──目元には、薄らと寝ね不ぶ足そくの跡あとが見える。

「ええ、一晩眠ねむったらスッキリした。もうあんな醜しゆう態たいを晒さらすこともない」

「……そっか」

　それだけしか言えなくて、リノンが僕を気き遣づかうように、片眉まゆをはね上げた。

「理わ由けを、訊きかないの？」

「訊いてもいいことなら訊くよ。リノンが話したいことだったら、いつでも話して欲しい。……でも、もしもリノンが話したくないことなら、話さなくていい」

「……そこまで甘やかさなくてもいいのに」

　くす、とリノンが小さく苦く笑しようを漏らした。

「別に話したくないわけじゃない。話せないこともない。ただ……どちらにせよ、今日には全てが、わかると思う──」

　ためらいがちに言葉を切り、リノンが意を決したように、僕を見上げる。

　その直後──おおーい、とノボルに大きな声で呼ばれた。

「橙矢っち、そろそろ着替えにいこうぜ！」

「あ、う、うん！」

　どうしたものかと顔を巡めぐらせると、リノンは仕方ないと言ったように微ほほ笑えんだ。

「行ってきて。風峰君のウェイター姿、楽しみにしているから」

「……あんまり期待しないでね」

　開きかけた口を閉じてから、僕は違ちがう言葉を口にして、その場を後にした。

　一日限りの白羽祭の幕は、もうすでに上がっている──




　更衣室で純和風な制服に着替えて、教室に戻もどってくると、すでに客が数組だけ入っていた。

　南鶺鴒第二学園の学園祭、白羽祭は、生徒の家族だけでなく、一いつ般ぱんの客も対象として校門を開放している。だから勿もち論ろん、家族や友達が、クラスの出し物を見にくる──なんて展開も、当然考えてしかるべきなのだけれど。

「やぁ、だいだいやじるし。良い格好じゃないか」

「橙矢ちゃん似合ってますね～。写真撮っちゃいます♪」

　まさか朝イチで、バイト先の上司と、実の姉がやってくるとは思わなかった。

　二人ともしっかりとテーブルに着き、メニュー片手に、にやにやしている。

「美み陽よさん……それに姉さんまで。は、早くないっ？」

「ふふ、可愛い後こう輩はいの晴れ舞ぶ台たいだよ？　一刻も早く駆かけつけるに決まっているさ」

　開場一時間前から待機してたよ、と美陽さんは自じ慢まんげに胸を張った。早っ。

　亜あ麻ま色の髪かみが緩ゆるやかなウェーブを描えがき、前髪から覗のぞく瞳ひとみは、猫ねこのように切れ長だ。モデルのような長い脚あしは、テーブルの下で組まれて、なんとも様になっている。

　美陽さんは来て早々、見事に喫きつ茶さ店てんの雰ふん囲い気きに溶とけ込んでいた。

「橙矢ちゃん、こっち向いてくださ～い」

「……お客様、店内での撮さつ影えいはご遠えん慮りよください」

　店員らしく対応すると、えー、とデジカメを構えた姉さんが、子供っぽく頬を膨ふくらませた。こっちはこっちで、家族枠わくとしての白羽祭を、存分に満まん喫きつしてらっしゃる。

「ふふ、そこの制服が似合う店員さん、オーダーよろしいかい？」

「あ、待ってください美陽ちゃん、まだ橙矢ちゃんの写真撮れてません～」

　にやにやされる二人に見守られつつ、僕は顔を火ほ照てらせて、オーダー表を手に取る。

　しかし、うぅ……初めて知った。

　家族や友人に、クラスの出し物を見られるのって……結構、恥ずかしい！

「……うぃーす、お水持ってきましたー」

　救世主現る、と言うには、えらくへっぴりな声が掛かかった。

　盆ぼんの上にコップを二つ並べ、ノボルがふらふらとした手つきで運んできた。手だけでなく、目まで忙せわしなく泳いでいるその様は、一言で言えば、緊きん張ちようしている。

　そしてその緊張は、ノボルの登場に合わせて、美陽さんにまで伝染していた。

「あ、ありがとう……ハチ」

「う、うっす。あざっすっ、恐きよう縮しゆくですっ」

　ノボルが言葉を乱しつつも、震ふるえる手でコップをテーブルに置いた。美陽さんがぎくしゃくしたまま、水の入ったコップに口をつけて、一気に飲み干す。

　まるで緊張ごと、喉のどの奥に流しこむような荒あら業わざだったけれど──

「……ひ、ひっく」

「え、美陽さん、しゃっくりですか!?」

　どこがどう作用したのか、美陽さんは息を詰つまらせて、しゃっくりを上げ始めた。ひっく、ひっく、と止まらない声に、恥ずかしそうに口元を両手で覆おおう。

「き、気にしないでひっくっ、オーダー、お願い、ひっく……できるかな？　じ、自分はっ、この和風カレーライひっくっ……でも、た……っ、た、頼たのもうかな？」

「美陽ちゃん、落ち着いてくださいね～」

　姉さんが目を和なごませて、ゆっくりと美陽さんの背中をさすってあげる。さすがは、元同どう僚りようの関係、そこだけ見れば仲の良い先輩と後輩なのだけど──

「あ、そうです。ノボルちゃん、美陽ちゃんの背中、さすってみてください♪」

「はいっ!?」

「は、ハル先輩っ!?」

　この姉はとことん、天然なのである。

　柔やわらかく、けれどもなんだかんだ言って押しの強い笑顔を浮うかべて、姉さんは言った。

「前に聞いたことがあるんです。ドキドキする相手に身体からだをさすってもらうと、緊張がいい具合に緩かん和わされて、しゃっくりがぴたっと止まるそうですよ～」

「も、ものすごく曖あい昧まいな話ですね……先輩、それは誰だれから聞いた話ですか？」

「えーっと、ご近所の花はな村むらさんです」

「くっ……花村ぁ！」

　なに教えてんだーっ、とノボルが雄お叫たけびを上げた。……ああ、花村さんか。齢よわい七〇歳近くのおじいさんである。姉さんは花屋を営んでいることもあり、ご近所付き合いは盛さかんなのだ。

「さぁさぁ、二人とも。何事も挑ちよう戦せんあるのみですよ♪」

　姉さんが促うながすと、ノボルと美陽さんは目に見えてそわそわし始めた。お互たがいの顔をそーっと覗き込み……目が合った途と端たん、ものすごい勢いで顔を背ける。

　そのくせ、すぐにまた二人とも、相手に視線を向けたがるんだから……。

「……いいね、姉さん。何事も挑戦だ」

「と、橙矢っちてめっ、裏切りやがったな!?」

　まさか。人聞きが悪い。

　決して、いちゃつくなら早くしなよとか、思っているわけではないのだ。

「さぁさぁ、ノボルも思い切ってー」

「くっ、隠かくれドＳがっ…………あーっちくしょっ！　あ、姐あね御ごっ」

「は、はい！」

　ノボルが掛け声一つ、美陽さんを真しん剣けんな瞳で見つめた。途端、普段は人をからかうことに心血を注ぐような人が、ぽーっと目元を熱っぽくさせる。

　それに対して、ノボルはがーっと髪をくしゃくしゃに掻かき回してから、

「も、問題にはっ、確率が高い対処法を……！　取るべき、なのでっ」

「うん……いいよ、お願い」

　触さわって、と美陽さんが自ら、椅い子すから背中を浮かせた。

　ノボルがぎょっと目を剥むき──すぐにぶんぶんっと首を横に振ふった。おずおずと言った手つきで、耳まで真っ赤にして、美陽さんの背中に手を置く。

　それからゆっくりと……手を、上下に撫なで始めた。

「ど、どうっすか？」

「ん……とても、心地いいよ……」

　うっとり夢見るような口調で、美陽さんが眠たげに瞼まぶたを閉じる。

　その表情は……なんというか、見ているこっちが照れてしまうくらいに、幸せそうだった。とっくにしゃっくりなんて出なくなっているし。

　姉さんが、温かい雰ふん囲い気きになった二人を見つめて、嬉うれしそうに微笑んだ。

「ふふ、大成功です♪　二人には早くくっついて欲しいですからねー」

「……姉さん。しゃっくりを止めようとしてたんだよね？」

　我が姉を、本当に天然の一言で片付けていいのか、少し疑問になってきた……。

　とはいえ、二人とも幸せそうではある。僕は小さく息を吐はいて、姉さんに耳打ちした。

「オーダー、あと少ししたら取りに来るよ」

「はーい、橙矢ちゃんもお仕事、頑がん張ばってくださいね～」

　姉さんに見送られて、ひとまず他ほかの客は……と、首を巡らせていれば。

「これはこれは可か愛わいらしいお嬢じようさん、貴方あなたがオーダーを取ってくれるのですか？」

　教室……ではなく、喫茶店の隅すみにあるテーブルから、やたらキザったらしい声が聞こえてきた。

「はいっ。おーだーをどうぞっ」

「それでは……白玉あんみつと、抹まつ茶ちやラテ。それに……貴方」

「んー……あたしですか」

　ほのみがきょとんと目を丸くしている。席に座っているのは、背の高い男性だ。やたら長い銀ぎん髪ぱつを背中に真っ直すぐ下ろし、室内なのに色の薄うすいサングラスをかけている。

　…………まったく。

「そう、貴方です。なに、とても簡単なことなのですよ。せっかくでしたら、この後、どこか別の場所で、その意味をお教えしたいのですが……」

「お客様」

　僕はテーブルに早足で近づくと、ぽかんとするほのみをそっと背後に押しやり、客との間に割って入った。

「失礼ですが、当店は至って普ふ通つうの喫茶店です」

　にこにこと笑みをつくり、僕はテーブルに座る青年に言った。

「ナンパなら、他を当たってください」

「……すげぇ」

　はは、と。

　青年はサングラスの奥の瞳を輝かがやかせて、唇くちびるの端はしを興奮したように吊つり上げた。

「そんな顔も出来るんですね！　めちゃくちゃ怖こわいじゃないですかっ。見たこともないですよ、そんな背筋が凍こおるような作り笑い！」

　あまりの言い様に眉まゆをひそめると、ああいや、と相手は腹を抱かかえながらも、

「でも、貴方らしいと言えば貴方らしいか──ねえ、トーヤさん？」

「……え？」

　見ず知らずの相手から、下の名前を呼ばれて驚おどろいた……のではない。

　むしろその逆、トーヤ──その独特の発音に、聞き覚えがあった。

「まだ気付きませんか？　いやぁ、俺の変装も中々のもんですね」

「……レーちゃんっ、そろそろ怒おこりますよっ」

　今いま更さらになって初めて、青年の対面に、一人の少女が座っていることに気付いた。ナンパ青年に気を取られすぎて、全然視界に入っていなかったのだけれど……。

「ごめんなさいっ、うちのレーちゃんが悪いことをしてしまって……」

　少女は水色の艶つややかな髪を、ポニーテールにまとめていた。デザインからして伊だ達てっぽい眼鏡をかけ、表情は申し訳なさで一いつ杯ぱいな、泣き出す一歩手前と言ったところ。
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「ほらっ、レーちゃんも謝ってください！　じゃないと今日の夕ご飯抜ぬきにしますよっ」

「な、なにそんなに怒っているんだよ……あーはいはい、わかった」

　少女に睨にらまれ、銀髪の青年が参ったように肩かたをすくめて、こちらに向き直った。

　どうもすみません、と言葉は丁てい寧ねいに、ただその口元はにやりと吊り上がっている。

「トーヤさん、怒りました？」

　人を食ったその態度に──まさかと思いつつ、僕はようやく声を上げた。

「レ……レーシュっ!?」

　僕が驚きよう愕がくに目を剥き、んっ、とほのみもパチパチ瞬またたきを繰くり返すと──

「お邪じや魔ましてますよ、お二人とも」

　世界に宣戦布告を果たした敵にして、潜せん水すい都市『雨あま燕つばめ』の主。

　レーシュが気楽に微ほほ笑えみ、連れのアイネちゃんがぺこりと頭を下げた。

「な……なにしてるの!?」

　思わず叫さけんでしまってから、僕は慌あわてて口を噤つぐんだ。

　周囲の客からの視線を集めてしまい、軽く頭を下げてやり過ごしてから……

「──レーシュっ、ここでなにしているんだよっ？」

「なにって、ここの学園祭見に来たんですよ」

　小声で怒ど鳴なりつけると、レーシュはあっけらかんと言った。

「ここって、一いつ般ぱん開放されているんじゃないですか？　ゲストですよ、ゲスト。あるいはゴッドでもいいですけど」

「は？　ご、ゴッド？」

「え、お客様は神様ゴツドだって『鶺鴒』では言うんですよね？」

　違ちがうんですか、とものすごく純じゆん粋すいな目で見返された。……間違いない。

　この抜け具合、絶対にレーシュだ。

「……それはあくまで心構えの問題で、自ら名乗る人は見たことないかな」

「へぇ、そうなんですか。じゃあゲストでいいや」

「よくないよっ。っていうか、なんで学園以前に『鶺鴒』にいるのさ！　っ、まさかまた都市を沈しずめようって言うんじゃ……っ」

「ち、違うんです！」

　アイネちゃんが慌てたように取りなして、声のボリュームを下げてから言った。

「今回は、物資の調達で寄っただけなんです。わたしたち、潜せん水すい艦かんで暮らしているから、どこかの都市で食料とかを買い込まないといけなくて……」

「そ、そっか……あ、でも確か二人とも、今は指名手配中だよね？　どうやって都市の中に入ってきたの？」

「え、ええと、それはその……」

「そこはまあ、企き業ぎよう秘密ってことで」

　素す直なおに答えようとしたアイネちゃんを見かねてか、レーシュが言葉を被かぶせた。

　ここらへんの息の合わせ方は、彼女のお兄ちゃんだなと思う。

「ともかく、今回は本当に単なる寄り道ですよ。買い出しも終わったから、トーヤさんたちに顔でも見せにいこうかと思って学こ園こまで来てみたんですが、どうも祭典フエスやってるみたいだし、じゃまぁ一息吐ついていこうかなーって」

「そんな気楽な……」

　仮にも世界に喧けん嘩かを売った青年が、呑のん気きに学園祭の喫きつ茶さ店てんで茶を飲んでいる……。

　というか変装しているからいいものの、ばれたら大変な騒さわぎになるんじゃないか？

「んー……なにか食べますか？」

　すると、ほのみがオーダー表を片手に、二人に問いかけた。

「え、ほのみオーダー取るのっ？」

「だってお客さんだよ？　せっかく来てくれているんだから、みんなが一いつ生しよう懸けん命めいつくった料理、食べていってもらおうよっ」

「いや……まあ、そうだけど」

　それに、下手に騒ぎになれば、白羽祭に影えい響きようが出るかもしれない……か。

　なにせここにいるレーシュは──これでも一応、世界の敵なわけだし。

「……ちなみに、ゴスペルを狙ねらうってことはないだろうね」

「ないですよ、信用ないなぁ。今日は丸々オフ、レギナ・リリウムもお休みです」

　どの口が言うかと思うも、ぽんぽん、とレーシュが腰こし元もとを叩たたいた。彼の扱あつかう武器──思考昇華パラダイムシフトを還かん元げんするという絶対的な剣けんは、その鞘さやに収まっている。

　レーシュは世界の敵、本来であればすぐにでも捕つかまえるべきなんだろうけれど、今は白羽祭の真っ最中だ。下手に騒ぎを起こせば、周りに被ひ害がいが出ないとも限らない。

　それに今は、アイネちゃんもいるし……無茶なことはしないか。

「……わかったよ。ほのみ、オーダーお願いできる？」

「んっ、任せてっ」

「いやー、話がわかる人がいて良かった。……ほのみさん、でしたよね？」

　問いかけられて、んっ、とほのみが素直に首しゆ肯こうする。

　対照的に、レーシュは気まずそうに頬ほおを掻かきながら、視線を彷徨さまよわせた。

「その……前に、俺は貴方のことを斬きりましたけど、覚えてますか？」

「んっ、痛かった！」

　ほのみがむっと目め尻じりを吊り上げ、頬を膨ふくらませるも……やがて、表情を緩ゆるめる。

「でも、あなたがどうしてそんなことをしたのか、とうやくんから後で聞きました。都市を沈めようとしたり、みんなにひどいことしたのは嫌いやだけど……でも、」

　なんだかなぁ、と僕は改めて、ほのみの『らしさ』を目まの当たりにした気がする。

　ほのみは優やさしい微笑みを咲さかせて、小さく頷うなずいた。

「残ざん留りゆう体たいのこと……お母さんのこと、なにかわかるといいですね」

「……ん、どうも」

　ありがとう、とレーシュはサングラスで目元を隠かくし、小さく呟つぶやいた。

　レーシュ……なんだかんだで勝手に振ふる舞まっているけど、結構気にしてたのかな。

「ありがとうございます、ほのみさんっ。わたし、アイネ・コールランドです！　兄みたいな人共々、これからもよろしくお願いします！」

「よろしくーっ」

　風峰ほのみですっ、とほのみがアイネちゃんと頭を下げ合っている。なんとなく似たもの同士……波長は合いそうだけど、喫茶店では妙みような光景である。

「んっ、じゃあオーダーをどうぞっ」

「さっきの白玉あんみつと抹茶ラテ、お願いしますよ。アイネはどうする？」

「うーん……じゃあ、この抹茶パフェっていうのにします」

「パフェ？　いいのか、そんなもの食うと、またあとで太ったーって言わないか？」

「ふ、太っ!?　ふ、太ってないもんっ」

　アイネちゃんが顔を赤らめて、頬を膨らませた。

　妹みたいな少女に睨まれても、ん、とレーシュは不思議そうに首を傾かしげている。

「さ、最近はちゃんとダイエットしているんですからっ！」

「いや別に、太っているとか思ってないって。むしろ痩やせる必要がないってことだよ。アイネはいつも太る太るって気にしているけどさ、若じやつ干かん肉もついたほうが健康的──」

「そんなに太る太る言わないでくださいっ、もうっ、レーちゃんの馬ば鹿かっ」

　もう知らないっ、とアイネちゃんがぷいっとそっぽを向いた。え、お、おい──と、レーシュが困こん惑わくするも、手を伸のばす前に、意い気き消しよう沈ちんしてしまう。

　ついには、僕とほのみに、情けない視線を送ってきた。いやいや……。

「今のはレーシュが悪いと思う」

「んぅ、アイネちゃん可か哀わい想そう……」

「お、俺のせいですかっ？」

　どうやら本当にわかっていなかったらしい。

　レーシュは事態の重さを悟さとったのか、焦あせったようにアイネちゃんに話しかけた。

「な、なぁ、アイネ」

「今日からもうご飯つくってあげませんっ」

　とりつく島もない、といった感じである。

　アイネちゃんは腕うでを組んだまま、レーシュのほうを向かずに、一気に言った。

「お洗せん濯たくもしてあげないしっ、お小こ遣づかいもあげないしっ、食材選ぶときも目め利ききしてあげないしっ、お部屋の片付けもしてあげないっ」

「い、いや、部屋の掃そう除じくらい自分でやるけどさ……」

「わたしがお掃除しなかったら、レーちゃんの部屋、すぐ足の踏ふみ場なくなるんですよっ？」

「……レーシュ……」

「な、なんですかトーヤさん、そのすげぇダメっぽい視線は！」

　いや実際、ダメだと思う。

　年下っぽい妹のような少女に、生活の面めん倒どうをほぼ全すべて見てもらっているなんて──

「レーシュ、アイネちゃんがいなかったら、今いま頃ごろのたれ死んでいるんじゃ……」

「……ひも？」

　ほのみがどこで仕入れたのか、小首を傾げながら、決定的な言葉を呟いた。

　そうか……一国の主あるじが、ひもか…………切ないな……。

「っ──アイネっ」

　レーシュはやけっぱちのように、アイネちゃんに呼びかけた。

　真しん剣けんな目つきで、自分の生せい殺さつ与よ奪だつ権を握にぎる妹のような少女を、真っ直すぐに見つめる。

「アイネは──胸が、大きいっ」

「っっっ、レーちゃんっ？」

　アイネちゃんが一気に顔を赤くして、さすがに反応を見せた。

「な、ななななに言っているんですかこんなところでっ」

「聞いてくれ。アイネは食べたぶんが全部、胸に行っているんだと思う！　だからお前が気にするように太ることもないしっ、つまり好きなだけ食べてもいいはずだ！」

「っ……レーちゃんの変態っ、すけべっ、甲か斐い性しようなしっ」

　アイネちゃんが恥はずかしそうに目を瞑つぶり、的確な言葉を投げつける。それだけでなく、身体からだを乗り上げて、ぺちぺちとレーシュの頭を手で叩き始める。

「なに言っているんですかっ、なに言っているんですかほんとっ」

「っ、とにかく俺はっ、今のアイネが一番だと思っている！」

　その手首を掴つかみ、レーシュがアイネちゃんの顔を覗のぞき込んだ。

　二人の顔に赤みが差し、急に照れくさくなったのか、俯うつむき合いながらも──

「……ほ、ほんと？」

「あぁ、本当だ。だからその……怒おこらないでくれよ」

「ほんとに……今のままでも、レーちゃん、可か愛わいいって思ってくれますか？」

「あ……ぁぁ、当たり前だ」

　レーシュがぼそぼそ言うと、アイネちゃんは小さく何度か頷いた。

　ついで口元が緩み、えへへ……と、幸せそうな微ほほ笑えみが広がる。

「よかった……へへ、あっ、ほのみさん抹まつ茶ちやパフェ、お願いします！」

「んっ、はーいっ。アイネちゃん、良かったね！」

　ほのみが笑顔で応対し、調理スペースにまで駆かけていく。

　取り残された僕は……はぁぁ、と大きくため息を吐き、額に手を当てた。

「ん、どうしたんですか、トーヤさん？　頭でも痛いんですか？」

「ちょっとね……胸焼けしそう……」

「その台詞せりふ、トーヤさんにだけは言われたくないです」

　レーシュに白い目で睨にらまれて、なんのことかと僕は顔を背そむけた。







　そうして食事が終わったあと、レーシュは本当になにもせず、アイネちゃんを連れて喫茶店を出ていった。

「じゃあ、また会うことがあれば」

　そう言って、レーシュは会計し終えた財さい布ふをポケットにしまった。

「これからどうするの？　もう『雨燕』に帰るとか？」

「いや、もうちょいこの祭典フエスを回ってみますよ。お尋たずね者の俺たちには、あまり出来ない貴重な体験ですからね。アイネもそれでいいか？」

「はい、わたしもまだまだ回ってみたいです」

　アイネちゃんが上品に微笑む。すっかり仲良しに戻もどった二人は、変装したまま──混雑する廊ろう下かの中に消えていった。

　なんというか、随ずい分ぶんとあっさりした幕切れである。

「……本当に、遊びにきただけなんだ」

「んー、あの人たちだって、あたしたちと同じだよ」

　ほのみは嬉うれしそうに二人を見送ると、僕を見上げた。

　同じ。その意味は、同じくらいの年という意味なのか、それともまったく別なのか。

「みんな、お祭りが大好きなんだと思うよ」

「ああ、なるほど」

　あるいは、もっと簡単な話なのかもしれない。

　世界に宣戦布告を果たし、深海に聳そびえる花瞳アイリスの塔とうに、攻こう撃げきを仕し掛かける。

　そんな非日常的な毎日に疲つかれて──学園祭で息いき抜ぬきしたいと思うことだって、レーシュにも、あるのかもしれない。

　せめて変装がバレないことを願いつつ、僕たちは教室の中に戻ろうと踵きびすを返し──

「あ、橙矢、いた」

　丁度、扉とびらを開けたつばさと出くわした。その後ろにはリノンも控ひかえていて、二人とも喫きつ茶さ店てんの衣い装しようから、普ふ段だんの制服に着き替がえている。

「あれ、つばさたちもう休きゆう憩けい？」

「うん、っていうか橙矢たちもだよ。シフト表に変へん更こうがあったんだって。橙矢とほのみも丁度これから、お昼休憩にしていいってさ」

「んっ、お昼ーっ」

　焼きそばっ、とほのみが諸もろ手てを挙げて、屋台の出し物を希望した。突とつ然ぜんのシフト変更はある意味有り難がたかったかもしれない。言われてみれば、小腹も空いていた。

　けれども、あー、とつばさがバツの悪そうな顔をつくった。

「さっき聞いた話だと、屋台系は全部すごい列が出来ているんだってさ。今行くと結構並ぶみたい。おかげでウチのクラスも大繁はん盛じようしているんだけどね」

「そっか……じゃあどうしようか。列がある程度空くまで、みんなでどこか回る？」

　とは言ってみるも、ノボルの姿はどこにも見当たらない。教室の中を覗き込んでも、それらしき人ひと影かげは見当たらなく、ついでに言えば姉さんや美陽さんの姿もない。

　すると、つばさが澄すましたように肩かたをすくめた。

「八はち王おう寺じなら天あま之の河がわ室長とデート、二人で校内回ってくるってさ。ハル姉はそんな二人のあとをこっそりつけて、デジカメで思い出作りするって張り切ってたよ」

「姉さん……」

　我が姉の満喫っぷりに力が抜ぬける。……あとで写真は見せてもらおう。

　で、とつばさが少し頬ほおを上気させながら、宙に視線を泳がせた。

「と、橙矢も……私たちと一いつ緒しよに、その……デートしな──」

「お化け屋や敷しき」

　つばさの言葉に重なり、リノンがハッキリとした声こわ音ねで告げた。

　彼女の手には、開かれたままの白羽祭のパンフレット。見開かれたページには──『恐きよう怖ふ！　脱だつ出しゆつ不可能、実習棟とうを貸し切ったお化け迷めい宮きゆう！　こんにゃくの恐怖に、君は耐たえきれるか！』の文字が垣かい間ま見みえた。

　……とりあえず……こんにゃくの恐怖ってなんだろ？

「どう？」

　リノンが、かつてないほど情熱の籠こもった視線を、僕に一いち途ずに向けてくる。

「行って……みない？」

「──いいよ、行こうか」

　僕はなんだか嬉しくなってしまい、すぐに頷うなずいた。

　最初の頃ころは、白羽祭を面倒くさいと称しようしていたリノンが……自分から面おも白しろそうな出し物を見つけ、行きたいと言い出したことが、無む性しように嬉しかった。

　一方、つばさとほのみが、うっ、と声を揃そろえて呻うめいている。

「お化け系は……あ、あんまり得意じゃないけど」

「り、リノンちゃんが行きたいなら……が、頑がん張ばるっ」

「……ありがとう」

　リノンが口元を綻ほころばせて、二人に微笑みかける。あまり見られない、素すの笑みだ。ほのみとつばさが一いつ瞬しゆん、呆ほうけたように目を瞬またたかせて、すぐに元気良く返事をした。

「任せて！　お化け屋敷なんて今まで散々行ってきたし、余よ裕ゆう余裕！」

「んっ、あたしもお化けいっぱい倒たおすよーっ」

「それだとちょっと趣しゆ旨し変わっちゃいそうだね……」

　がやがや言いつつ、僕たちはパンフレットの道案内に従って歩き出す。

　その道中、つばさが廊下の掲けい示じ板ばんに貼はり出された、一枚のポスターに目を留めた。

「あ、このポスター、こんなところにも貼ってある」

「リノンちゃんっ、すっごく大きく写っているよ！」

　ほのみが楽しげに言う通り、そのポスターは華はなやかなトーンを背面に、ドレス姿のリノンが一面を飾かざっていた。

　題名は、『亡国の王女』──僕たちの劇の演目だ。

「結構しっかり宣伝しているみたいだね。これならお客は入りそうかな？」

「……鈴蘭が手を回しているだけでしょ」

　まったく、とリノンがポスターから顔を背ける。不ふ機き嫌げんさと照れくささ半分といった具合で──通りがかった生徒たちが「うわ美少女、これ見に行きたいなぁ」「午後からやるんだってよ、行ってみようぜ！」などと噂うわさされれば、無理もない反応だ。

「さっさと行きましょう、ほら早く」

「はいはい、そんな押さなくても行くよ」

　珍めずらしくリノンに背中まで押されて、苦く笑しようしつつ急せかされることしばし。

　そうして──僕たちは目的のお化け屋敷まで辿たどり着いた。

「……こ、ここ？」

　つばさが消え入りそうな声で、お化け屋敷の前に立ち尽つくす。

　元は特別授業などで使う教室が詰つまった、実習棟である。小さな校舎一つ分だけあって、建物が大きい。おどろおどろしく作られた入り口は、白羽祭の出し物としては思えないほど、これでもかと細部まで装そう飾しよくを極きわめ、初しよっ端ぱなから恐きよう怖ふ感かんを煽あおっていた。

　というより──見た目がもう、単なる廃はい校こうにしか見えない。

「噂に違たがわぬ作り込みね……」

　リノンが満足そうに頷く横で、ほのみとつばさが青い顔で唇くちびるを震ふるわせる。

「な、なんか寒気がしてきたよ……？」

「ド、ドライアイスの演出だって、きっと。でもこれ、作り込みすぎじゃない……？」

「……そうみたいだね。パンフレット見てみると、なんでも実家で遊園地を経営している生徒がいて、そこで本場のお化け屋敷の作り方を学んでいます……だってさ」

「本場っ？　お化け屋敷に本場とかってあるのっ？」

　つばさが小さく唸うなり、頭を抱かかえ込んだ。しまった、余計な情報だったか。

「さあ、今なら並ばずに入れるみたいよ。コースは一階の廊下を貸し切っているようね。奥まで行ったら、チェックポイントがあるから、その後は引き返してくるだけよ」

　いきましょう、とリノンは楽しそうに──そう、心底楽しそうに頬を上気させ、お化け屋敷の入り口に突とつ入にゆうしていく。その後を、僕たち三人が足取り遅おそく続いた。

「うぅ、これもリノンのため……」

「お、お化けは退治するものっ。とうやくん、駆動銃ランゲージ持っているよねっ？」

「や、使わないよ!?」

　覚かく悟ごを決めて、ぱっくりと開いた口のような入り口に、足を踏ふみ入れた。

　直後──ばんっ、と後ろで、扉らしきものが閉まる音が鳴り響ひびき、周りがどっぷりと真っ暗くら闇やみに沈しずんだ。

「き……きゃーっ！　きゃーっ！　きゃぁぁぁーっ」

「ででででで出たよとうやくんっ！　駆動銃ランゲージーっ、思考昇華パラダイムシフトーっ！」

「ちょっ、二人とも落ち着いてっ。まだなにも出てないからっ」

　なんとかなだめようとするとも、ほのみとつばさは悲鳴を上げて、左右から僕の腕うでを抱だきしめてきた。柔やわらかい感かん触しよくが肘ひじや二の腕に広がり、思わず顔が熱くなる。

　でも恐怖感の為なせる業わざか、二人とも締しめ付けがやたら強くて、ちょっと痛い。

「落ち着きなさい、二人とも」

　不意に、リノンが前を見み据すえたまま、凜りんとした声を発した。

　悲鳴を漏もらす二人に語りかけるように、ゆったりとした口調で話す。

「お化け屋敷でただ悲鳴を上げるなんて、それじゃただ怖こわいだけよ」

「だ、だったらどうしたらっ……」

「耳を澄ませてみなさい」

　リノンが静かに睫まつ毛げを伏ふせた。……落ち着いてみれば、彼女の横顔を描びよう写しやできるくらいには周囲が真っ暗ではないことに気付く。内装はかなり手が込んでいるようで、さながら本物の廃はい墟きよに迷い込んでしまったような、不気味な空間が作り出されていた。

「な、なにも聞こえないよー……？」

　ほのみが息を潜ひそめ、耳元に手を当てている。でも確かに、耳で拾えるのは、微かすかに漏れてくる廊下の喧けん噪そうと、くすくす……という、消え入りそうな笑い声くらいだ。

「……笑い声？」

　つばさとほのみは僕に抱きついたまま無言、リノンに至っては目すら瞑つぶっている。

　つまり……この、さっきから響いている小さな笑い声は……。

「──……お兄ちゃんたち」

　ハッとして、後ろを振ふり返ろうと身体からだが動きながら、でもそういえば、入り口が開いた気配はしなかったなと思い──

『迷っちゃったの……？』

　背後にいったいなにがいるのかを、この目で確かめた。

　それは、僕の目線よりも遥はるかに低く、背せ丈たけも子供くらいの大きさしかない──

『だったら、僕が案内してあげようか？』

　こんにゃくの頭をした、小さな子供だった。

　より正確に言えば、ぷるんっぷるんっのこんにゃくを頭に据すえた、マネキン人形が立っている。スピーカー内蔵型っぽい。なるほど……これが、こんにゃくの恐怖か──

「……ひ」

　と、左右から吐と息いきが擦かすれて、僕の腕への締め付けが更さらに、強まった途と端たん。

　すぅぅぅぅぅ……と、両隣どなりの二人が、大きく息を吸い、吐はき出した。

「「ひゃぁぁあああああああああああああああああああああああああああああ！」」

「え、これで驚おどろくの!?」

　驚きよう愕がくしたのも束つかの間ま、僕はつばさとほのみに両腕をホールドされたまま、引きずられて走り出す羽目になった。

　リノンが先頭を小走りに、ほのみとつばさ──そして僕が、つまずきながら駆かける。

　もうーっ、とつばさが軽く涙なみだ目になりながら、叫さけんだ。

「リノンの馬ば鹿かーっ、耳澄ませたらあんなの出てきたじゃなーいっ」

「だから言ったじゃない、悲鳴を上げるだけならただ怖いだけって。お化け屋敷は、無音の空間でこそ……よりもっと怖がることが出来るのよ」

「そんな上級者向けのアドバイスいらないってばーっ」

　おそらく廊ろう下かに相当する通路に、つばさの絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。対して、反対側の腕に抱きつくほのみは、静かに……ぶつぶつと呟つぶやいていた。

「……あたしなら出来るっ……思考昇華パラダイムシフトの力……っ、今も使えるっ」

「それ、こんなときのために使うものじゃないと思うよ!?」

「で、でもっ、お化けっ！　お化け出てきたら……っ、ぱ、思考昇華パラダイムシフトっ！」

「こういうところのお化けは中身人間だからね！」

　などと言い合いながらも、足を止めずに走れば、いずれは行き止まりにぶつかる。

　ぜぇ、ぜぇ……と、息を切らしながらも、僕たちはなんとか、一階の終着点らしい場所に辿り着くことが出来た。

「意外とあっさりね。もう少しイベントがあってもいいのだけど」

「……これだけ走ってきたから、見落としたのかもしれないけどね」

　不服そうなリノンは汗あせ一つかいていない。それに比べて、僕たち三人はすでにへろへろで、肩かたで息をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「も、もう……足、がくがく……」

「ふへぇ……ひぃ、ぱ、ぱらだいむしふとぉ……」

　つばさもほのみも完全にへばっている。するとリノンが、通路の奥にそれっぽく設置された、台座の上に載のった水すい晶しよう玉だまらしき物体を発見した。

「これがチェックポイント代わりなのかしら。廃校に水晶玉って、いまいち世界観が安定しないのね」

「辛から口くち評価だね……」

　リノンが水晶玉を手に取り、細部の傷まで確かめていると──かちっ、と。

　なにかが動作したような音が響き、嫌いやな予感がひしひしと湧わいてくる。

　建物の一番奥、まるで宝物のように、台座に鎮ちん座ざしていた水晶玉。そういった類たぐいのものを取ると……お約束のように、起こる出来事があるような。

「……なるほど」

　リノンが納なつ得とくしたように、一つ頷いた途端である。

　がらっ、と近くの教室の扉とびらが開き、黒い人ひと影かげがわらわらと飛び出した。それらは両腕を大きく広げると……ゆっくりとがに股またでこちらに接近してくる！

　彼らは全員、何な故ぜか黒タイツに黒スウェット、全身を黒くした上で、しかも額にこんにゃくまで載っけた──幽ゆう霊れい役の生徒たちだった。

「ま……また出たぁああああああっ」

　まずつばさが叫び、出口に向かって一直線に駆け出した。気持ちはよくわかる。

　これは怖いとかそういう気持ち以前に……単に、不気味すぎる！

「こ、こんにゃくは美お味いしいからっ」

　くるり、とほのみがその場で方向転てん換かん、こんにゃく集団に背を向ける。

　そして僕の手を取って、捨て台詞ぜりふを吐くと、廊下を一気に走り出した。

「おでんにもよく入れているしっ、美味しく食べているよーっ」

「ほのみ、あれは別にこんにゃくの亡霊とかそういうのじゃ……」

「残したことなんて一度もないよーっ」

　聞こえてないらしい……。こんにゃくーっ、とほのみはその名を叫びながら、混乱した様子で、廊下の先へとトップスピードで駆けていった。

　……たとえば今夜の夕ご飯、おでんだったらどんな反応をしてくれるのかな。

「まったく、最後の最後で仕し掛かけてくるとはね」

　女性陣じんの中では唯ゆい一いつ、こんにゃくに恐きよう怖ふを抱いだかずに。

　リノンが隣となりを並へい走そうしながら、ふふ、と不敵に唇の端はしを吊つり上げた。

「魑ち魅み魍もう魎りように追われて出口を目指す……中々、悪くない」

「いや絶対、あのこんにゃくが全部台無しにしている気がする」

　そう言って、真ま面じ目めに切り返すと──あはは、と。

　リノンが笑い声を上げてから、思わずといった風に、口元を手で押さえた。

　その横顔が……途端に、朱しゆ色いろに染まる。

「…………忘れて」

「ちょっと無理かなぁ」

　思いっきり頬ほおを緩ゆるめる。リノンが目元を赤くしながら、僕を横目で睨にらんできた。

「……たまたまよ。たまたま、喉のどに息が詰まったから」

「うん、それでもいいよ」

　たまたまでも偶ぐう然ぜんでも、なんだっていい。

　普ふ段だんは滅めつ多たに声を上げないリノンが、楽しそうに笑い声を立てただけで──

「嬉うれしかったから」

「っ……自分のことじゃないのに、そんな風に思うの……変よ」

　リノンが下した唇くちびるを噛かみしめて、恥はずかしそうに俯うつむいた。

　そう言われても──そんな表情を見せるリノンだから、こういう風に思うのだ。

　昨夜に鈴蘭から問われた言葉を、僕はリノンに投げかける。

「白羽祭は、楽しい？」

　涙るい晶しよう管理局という非日常に、想像もつかないほど、長く身を置いてきた少女──リノンは、迷うように唇を開き、閉じ……それを何度も繰くり返してから、首を横に振る。

　次に浮うかべた表情は──目め尻じりの緩んだ、温かい微ほほ笑えみ。

「ええ……とっても」

　楽しい、とリノンは幸せそうに頷うなずいてくれた。

　それだけで、僕は今日、白羽祭を開けて良かったと、心から思える──




「──う、うわぁっ」




　不意に、悲鳴に似た叫びが、背後から上がった。

　リノンと見つめ合う視線を、ハッとしたように逸そらす。あれだけの大集団だ。誰だれかに巻き込まれて、転てん倒とうでもしたのかと、慌あわてて振り返ってみれば──どくんっ、と。

「……な」

　心臓が嫌な風に跳はねて、僕は自分の見ている光景を、疑った。

　あくまでアトラクションとして、僕たちを追いかけるお化けの集団──その中に、一ひと際きわ異様な存在感を放ち、お化け役の生徒を蹴け散ちらすように走る、正しよう真しん正しよう銘めいの幽霊がいた。

　黄金の輝かがやきをその身に宿した……この世にいない、死んだはずの鎧よろいの騎き士し。

「うそ……──」

　リノンが首だけで背後を振り返り、その横顔を凍こおり付かせた。

　底なしの闇やみから這はい上がったように──突とつ然ぜんに。

『────』

　黄金の鎧騎士が突とつ如じよとして現れ、無音で、僕たちを追走していた。

「っ……リノンっ！」

　とはいえ──正直に言えば、まるっきり予想外な展開でもなかった。

　青ざめた顔で放心するリノンの肩を叩たたき、僕は必死に走りながら言った。

「ひとまずここを出ようっ。ここだと被ひ害がいが出るっ」

　昨夜のうちに、驚愕のメーターは振り切っているのだ。夜の学園に現れるのなら、白羽祭の真っ最中に、お化け屋や敷しきのお化けに扮ふんすることだって──あるいは、あり得る。

　仮にあのゴスペルが、僕やほのみ、それともリノンを狙ねらっているのなら、尚なお更さらに。

「リノンっ！」

　こくり、とリノンが前を向いたまま、放心したように何度か頷いた。

「っ……出口だ！」

　僕とリノンは全速力で、お化け屋敷の通路を出口まで駆け抜ぬけた。

　出口から飛び出した途端──真っ白い光が、視界を埋うめ尽つくす。

「……眩まぶしっ」

　軽い立ちくらみを覚える。正常な感覚が戻もどった直後、緋ひ色いろと栗くり色いろの髪かみが目に映った。

　見覚えのある……毎日のように見ている、懐なつかしい色。

「どうしたのとうやくんっ？　すごい汗だよ……そ、そんなに怖こわかった？」

「二人ともすごい勢いで走ってきたけど……」

　先に出口に辿たどり着いた二人──ほのみとつばさが、肩で息する僕とリノンを、心配そうに覗のぞき込んでいた。

「はぁ、はぁっ……っ、二人ともっ、早くここから離はなれてっ」

　必死に息を整えながらほのみとつばさに訴うつたえて、僕はハッとして背後を振り返った。お化け屋敷の入り口は、行きと同様に、真っ暗に口を開けている。

　いつ。いつ……あそこから、鎧の騎士が飛び出してくるのか──

「…………あ、れ」

　いつまで経たっても、一向に現れない。

　それどころか──次の客が普ふ通つうに、お化け屋敷の中に入っていった。

「あ……ちょっと待ってっ、今はっ」

「と、橙矢、どうかしたの？　中でなにかあったの？」

「なにかって……！　だって、中にはっ」

　鎧の騎士がいるはず──それなのに、そんな事実は微み塵じんもなかったかのように。

　お化け屋敷は粛しゆく々しゆくと客を招き入れ、見た目は静かに営業を続けていた。

「……どういう、ことだ……？」

『──皆様にお知らせいたします──』

　突然の校内放送に、背筋が冷えた。

　その理由は多分、スピーカーから響ひびく声が、僕の知る人物のものだったから。

『本日は皆みな様さまに足をお運びいただき、また、本校の生徒も真しん摯しに取り組んでいることもあり、これ以上ない大盛せい況きようを迎むかえています』

　鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファー。

　僕のクラスで白羽祭実行委員を務める少女が、その声を校内に届けていた。

『そこで……これより我々白羽祭実行委員から、祭りを更さらに盛り上げるべく、特別ゲームを実じつ施ししたいと思います』

　ゲーム、という響きに、リノンが肩を強こわばらせた。

　よろよろと顔を持ち上げ、呆ぼう然ぜんとした表情のまま、校内放送に耳を傾かたむける。

『これより──校内に、お化けが現れます』

　悪戯いたずらっぽい口調で、放送は告げた。

『お化けは幻げん影えいであり、実体がありません。鎧の騎士──黄金色に輝いた騎士の姿を借りて、現世に現れ、まもなく校内に一いつ斉せいに解き放たれます』

「なっ……！」

『彼らは人を襲おそいません。ただ学園を徘はい徊かいするのみです。皆様は、この中に一体だけ混じる、実体を持った本物を見つけてください。捕つかまえた方には……そうですね、あっと驚おどろくような豪ごう華かなプレゼント差し上げたいと思います』

　えー、なんだそれー……等々、生徒の間から面おも白しろがる声が上がった。白羽祭の余興、ちょっとした遊びだと思っている人がほとんどのようで、無理もないと思う。

　昨夜と今さっき、実際に鎧の騎士に襲われていなかったら──僕だって、こんな放送を真に受けたりはしなかった。

『ああそうそう、一つだけ特定の方に向けた注意を』

　含ふくむような笑いを漏もらし、放送が一段と軽かろやかに続けた。

『騎士は、同じ仲間であるお化けに対してだけは、仲間として連れて行こうと少々乱暴な手段に出ることがあります。十分、お気をつけくださいね』

　お化けの皆様──と、続けて比ひ喩ゆされれば、話の意図も飲み込める。

　つまり……一いつ般ぱんの客には手を出さなくても、僕やほのみといったゴスペルには、仲間にせんとばかりに襲いかかってくるわけだ。

『それから一つ宣伝も。この後、午後一時半より、体育館にて白羽祭の目玉イベント、演劇「亡国の王女」を上演いたします。主演は我が校の誇ほこる美少女生徒です。普段は寡か黙もくな彼女が、己おのれの胸の内をさらけ出す瞬しゆん間かん……皆様は、彼女の秘密を垣かい間ま見みるでしょう』

　鈴蘭がそう言うと、「おお、いくいく！」「秘密ってなんだー！　ハッ、まさかポロリ的な意味でかっ」「学祭でそれやったらアウトでしょー」──生徒たちが大いに沸わき立ち、対照的にリノンがぐっと苛いら立だつように唇を噛んだ。

「……馬ば鹿かにしてくれる」

「リノン、今は堪こらえて」

　僕は鎧の騎士を警けい戒かいしつつ、リノンを抑おさえた。鈴蘭もまったく煽あおってくれる。

　最悪──リノンを含め、僕たちが鎧の騎士に襲われたら、劇どころじゃないのに。

『ではそろそろ、お化けが現れる時間です』

　放送が告げた直後──。

　背後のお化け屋敷から、気配だけを発して、何者かが近づいてくる。

『学園を闊かつ歩ぽする幽ゆう霊れいの中から、一体だけの本物を見つけ出し──』

　振ふり返れば、既き視し感かんすら覚える人物が、姿を現していた。

　黄金の鎧騎士が、大たい剣けんを片手に構え、その剣先をこちらに向ける。

『──祭りを守る騎士ナイトになっていただきましょう』

　ふふ、と。

　鈴蘭は校内放送に微笑みを乗せて、甘ったるく言った。

『もしも失敗したら──もっと大変なことになってしまいますからね？』

「っ──三人とも下がってっ」

　僕はほのみとつばさ、リノンを背に庇かばって、鎧の騎士と相対する。

　相手は爪つま先さきを地面に沈しずめ、じりじりと距きよ離りを詰つめ、今にでも動き出しそうで──

「……なるほど」

　その甲かつ冑ちゆうの胸むな元もとを、一ひと振ふりの剣が易やす々やすと貫つらぬき、永遠に動きを止めた。

　足音も立てず、気配も悟さとらせず──現れる。

　銀ぎん髪ぱつの青年が、鎧の騎士の背後から、一気に剣を引き抜いた。

　騎士が抵てい抗こうするように苦く悶もんの声を上げるも、その身体からだは足あし下もとから兜かぶとまでたやすく崩くずれ、光の粒りゆう子しとなって宙に舞まい散る。

「還かん元げんが働いたってことは、少なくとも思考昇華パラダイムシフト……ん、なんだこれ。中身はすかすかの空くう洞どう……？　でも、これを校内に何体も放つとなれば、並なみ大たい抵ていの実力じゃない、か」

　思考昇華パラダイムシフトの還元能力。それを保有する武器を、僕は一つだけ知っている。

　レーシュは、レギナ・リリウムを片手に、僕に意味ありげな視線を寄よ越こした。

「たとえば……ゴスペルみたいな大物が絡からんでいる可能性は、あるんですかね？」

「……レーシュ」

　すると、レーシュの後ろから、アイネちゃんが慌てた様子で走ってきた。僕とレーシュの間に流れる不ふ穏おんな気配を感じ取ったのか、不安げに僕たちを見比べる。

　その懸け念ねんは多分──当たっている。

「まあ、どっちでもいいか」

　確かめればいい、と。

　レーシュは唇くちびるの端はしを吊つり上げて、獰どう猛もうな笑えみを形作った。

「ゴスペルが相手となれば、それは俺の獲え物ものだ──幽霊探し、俺も参加させてもらいましょうか！」

「っ……レーシュっ」

　痛いくらいに歯は噛がみして、僕は言葉を飲み込んだ。

　最悪だ。レーシュはゴスペルに対して、異様なまでの執しゆう着ちやくを見せている。言葉を尽くしたところで話を聞くとも思えず、かと言って、力ちから尽ずくには場所が悪い。

　周りの生徒たちが「ねえ今、なんか光ってなかった？」「パフォーマンスじゃない？　ほら、さっきの放送してた」──僕たちを興味深そうに遠巻きにしている。

　こんな目立つところで……ゴスペルの力を、使うわけにもいかない！

「楽しくなってきたなぁ。それではまた、トーヤさん」

　レーシュがひらひらと手を振って、人ひと混ごみの中に消えていく。アイネちゃんが気き遣づかわしげに僕とレーシュを見つめ、最後に僕に頭を下げてから、レーシュの後を追った。

　今いま頃ごろ……校内には、たくさんの鎧よろいの騎士が出現しているのだと思う。

「ねえ橙矢っ、ど、どうなっているの？　今のって前に『羽は衣ごろも』で見た、鎧の……！」

「……正体はわからないんだ。でも、白羽祭をめちゃくちゃにするかもしれない」

　苦く渋じゆうを滲にじませて言うと、つばさが驚きよう愕がくに目を剥むいた。

　これは鈴蘭から提案された、特別ゲーム。

　言ってしまえば、鈴蘭によって、学園の生徒を人ひと質じちに取られたようなものだ。学園には最強の残ざん留りゆう体たいであるゴスペル──と思われる、鎧の騎士が闊歩している。おまけに、あのレーシュまで絡んできた。

「……僕たちで、先にお化けの本体を見つけよう」

　状況は最悪で──でもだからといって、諦あきらめる選せん択たく肢しはないも同然。

　僕は俯うつむくことをやめて、つばさとほのみ、そしてリノンを真しん剣けんに見つめて、言った。

「鈴蘭のゲームに乗ってやろう。話が本当なら、校内にいる騎士たちの中に、本物の一体がいるはず。それをレーシュよりも、誰だれよりも早く見つけ出して……」

　白羽祭はまだまだ、始まったばかりなのだ。

　こんなところで勝手に幕を引かれて──たまるもんか。

「僕たちの白羽祭を、最後までやりきろう！」
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　僕たち四人が、お化け屋や敷しきである実習棟とうから、本校舎に戻もどると。

　校内は思った以上に、混こん沌とんとした状況をつくりだしていた。

「こんなに数いるのか……！」

　昇しよう降こう口から廊ろう下かを覗のぞくと、生徒や一般客の中で、黄金の鎧よろ騎いき士しが異い彩さいを放ちながら、平然と闊歩していた。しかも一人や二人だけでなく、校舎の一階だけで三人。それを誰もがもの珍めずらしく見つめているも、怯おびえたり、警戒されている様子は窺うかがえない。

「どうして誰も変に思わないんだろ……」

　つばさが柱の陰かげに隠かくれて、不審そうに廊下へ首を向ける。

「あんな格好したのがいたら、普ふ通つう驚おどろくでしょっ？」

「鈴すず蘭らんの放送が効いているんだと思う」

　僕は苦い気持ちで、天てん井じように備え付けられた校内スピーカーを見上げた。

「鎧の騎士たちの存在が、イベントごとだって上う手まく思わせているんだ。今日は白しら羽はね祭さいだし、甲冑くらいの仮装じゃ誰も驚かないんじゃないかな」

「か、仮装って……でもあれ、中身がっ」

「うん。レーシュが貫いた感じは、空っぽだったように見えたけど……」

　だとすれば、無人の鎧騎士が突とつ如じよとして出現し、勝手に学園を彷徨さまよっていることになる。オチがなければ、下手な怪かい談だん話ばなしより出来が悪い。

　しかも僕たちは、その中から、本物なる騎士を見つけ出さなくてはならない──

「風かざ峰みね君、どうするの？」

　リノンから真剣な眼まな差ざしで問われて、僕は思案しながら言葉をまとめた。

「……鈴蘭に直接訊きいて確かめるっていう手はあると思う。でも、下手にゲームの趣しゆ旨しから違ちがった行動を取れば、なにをされるかもわからない」

「鈴蘭さんが……そんなこと……」

　つばさがショックを受けたように青ざめる。……さすがに状況が状況なので、つばさにには、涙るい晶しよう管理局の存在は伏ふせたまま、鈴蘭が僕たちにちょっかいを仕し掛かけていることだけ、掻かい摘つまんで説明しておいた。

「とうやくん、みよみよさんとかハルお姉ちゃんには教えなくていいの？」

「や、あの二人からはもう連れん絡らくがあったんだ」

　僕は携けい帯たいを取り出して、少し前に受け取ったメール画面を開いて見せた。

「『学園に起きた異常を、自分とハル先せん輩ぱいでも調べてみる。ハチも一いつ緒しよだから心配しないで。なにか進展があればお互たがいに連絡しよう』──だってさ」

「ってことは、私たちは私たちで頑がん張ばらなくちゃってことだよね」

　よし、とつばさが真剣な顔で握にぎり拳こぶしをつくった。

　ここ半年間で、つばさも随ずい分ぶんと異常な状況への耐たい性せいがついたと思う。

「まずは本物の騎士を見つけるんだよね！　本物がどんなのかわからないけど、廊下にうようよいるし、一体ずつ見ていけばきっと……って、どれも同じに見えないっ？」

　やる気が空回ったのか、つばさが思わずと言った風に叫さけび、その瞬間である。

　生徒や一般客、小さな子供まで、男女問わず好こう奇きの視線を集め、廊下を闊歩する鎧の騎士が──不意に、足を止めた。兜の奥から覗く瞳ひとみが、柱に隠れる僕たちを捉とらえる。

　────仲間として連れて行こうと少々乱暴な手段に出ることがあります。

「っ、走ってっ、見つかったっ」

　警告が功を奏して、僕たちは驚おどろくよりも早く、身体を動かせた。

　良いい耳している──そんな悪態を吐つく暇ひまもない。鎧の騎士は猛もう然ぜんと僕たちを追い上げ、生徒たちが慌あわてて廊下の端に跳とび退のいていく。

　しかも、厄やつ介かいなことに、前方にもう一体、鎧の騎士が待ち構えていた。

「挟はさまれたっ？」

「ど、どうしよーっ」

　つばさとほのみが慌ててブレーキ、残る最後の希望……二階への階段は！

「……囲まれたかしら」

　リノンが頬ほおに汗あせを垂らして、階段の上を見上げた。

『────』

　三体目の鎧の騎士がゆっくりと歩み下りてきて、退路が完全に封ふう鎖さされてしまう。

　周囲の生徒たちが、がやがやと騒さわぎ立てる中──僕たち四人は背中を合わせて、それぞれ正面から、三体の鎧騎士と対たい峙じした。

「んぅ、あたしたち、大ピンチ……っ？」

「ご、ごめん橙とう矢や、私が大声上げたから……」

「つばさのせいじゃない。これだけ数がいれば、見つかるのは時間の問題」

　そう言って、リノンが冷静に腰こし元もとのホルスターから、赤色の駆動銃ランゲージを抜ぬき去った。流れるような動きで銃じゆう口こうを構え、照準を黄金の鎧騎士へ合わせる。

「重要なのは、ここでどう対応できるかよ」

『お……おぉー！』

　途と端たん、周囲のギャラリーが一いつ斉せいに沸わいた。何事かと思いきや、生徒や一般客、それに小さな子供までもが声せい援えんを僕たちに送り始める。

「いいぞーっ、やってやれーっ」「なんで銃なんて持ってるんだ？　あれ本物？」「つばさー、ファイトー！」「ママー、お姉ちゃんたち、悪い人やっつけるの？」「ねぇ、最近の白羽祭ってヒーローショーもやるのねぇ……」

　……なにやら、随分と騒がれている。

　リノンがぱちぱちと目を瞬またたかせて、怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「……イベントかなにかと勘かん違ちがいされているのかしら？」

「みたいだね。でも、それならそれで好都合だよ」

　鈴蘭の放送がある意味で僕たちに味方してくれている。イベントの一部だと思い込ませれば、学園の中で派手に暴れても、多少は目を瞑つぶってもらえるかもしれない。

　この状況、利用しない手はない。

「よし、もっとノリノリにやってみよう。なるべくイベントっぽい感じで！」

「んっ、わかったよっ。……んむむっ、控ひかえおろーっ」

「仕方ないかしらね……とう」

　ほのみとリノンが、それぞれの思うところであろう、決めポーズを取った。ギャラリーが応こたえるように歓かん声せいを上げて、その盛り上がり様に慌てているのが──

「ええ？　そ、それって、ヒーローショー……みたいにってこと？　私、弓きゆう道どう部の友達にも見られているんだけど……」

　うぅ、とつばさが顔を赤らめる。とはいえ残念ながら悩なやむ時間も長くはなく、本人もわかっていたのか、すぐに雑念を払はらうように、首を横に振ふった。

「……か、覚かく悟ごなさいっ」

　声はやや甲かん高だかく、目め尻じりを高圧的に吊り上げ、ふふんと鼻で笑う。

　ふぁっさぁ……と、つばさはポニーテールを華はなやかに揺ゆらして、腰元のホルスターから自前の駆動銃ランゲージを抜き去り、それを鎧の騎士に突つきつけた。

「私がたっぷりと……あ、相手しちゃげるんだからっ」

　ちょっと噛かんでいた。ギャラリーが一いつ瞬しゆん、しんと静まり返るも──ふぅーっ、とすぐに黄色い歓声を上げる。

「噛み噛み、マジ噛み噛みじゃん！」「ママー、あの人、相手しちゃげるって言ってたよー」「ねぇ、噛んじゃったのねぇ……」「つばさーどんまーいっ」

「…………うぅ」

　もうヤダ、とつばさが盛せい大だいに赤面して、ぷるぷると肩かたを震ふるわせた。軽く涙なみだ目めである。それでも決して顔を背そむけず、銃を握る手は下ろさず、しかも──

「みんなっ、応おう援えんよろしくねっ」

　ウィンクまで決めて、ギャラリーを沸かせてみせた。おお、振り切った……。

『────…………』

　そして心なしか、鎧よろいの騎士たちが困こん惑わくしたように動きを止めている。今が好機、それを心得たと言わんばかりに、つばさが早口で言った。

「みんなっ、いっ──いくわよっ」

　どもりつつも、号令は完かん璧ぺきで、僕たちは奇き跡せき的なチームワークを発揮した。

　つばさが連続で引き金を絞しぼる。タイムラグ──相手の思考を阻そ害がいし、動きを封ふうじる銃じゆう弾だんが三体の騎士に命中した。間かん髪ぱつ入れずに、リノンが水すい晶しようの格こう子しを撃うち出す。それは蔦つたのようにしなり、三体の騎士を一気に絡からめ取ると、一か所に集めた。

　あとは、仕上げのみ。

　僕はギャラリー対策に力をセーブして、一気に距きよ離りを詰つめると……三体の騎士にまとめて、跳び蹴げりを──叩たたき、損そこねた。

「あれっ？」

　なんの手応えも感じられない。そのせいで、勢いを殺しきれずに、蹈鞴たたらまで踏ふんだ。慌てて後ろを振り返ってみれば──絶句する。

　ゆらゆら……と、鎧の騎士たちの姿が歪ゆがみ始める。

　そして、輪りん郭かくの線が曖あい昧まいになると……すーっ、と背景に滲にじんで消えてしまった。

「……消えた？」

　僕たちはぽかんと立ち尽つくしてしまう。ギャラリーから惜おしみない拍はく手しゆが送られ、満足していただけたのなら、それはなによりだけれど──いったいどういうことだ？

　蹴った感覚がなく、触ふれただけで消しよう滅めつしたってことは……？

「ま、まさか本当に幽ゆう霊れいなんじゃ……」

　つばさが怯えたように言うも、いいえ、とリノンがきっぱりと首を横に振った。

「見た目の質量は確かにあったはずよ。おそらくは思考昇華パラダイムシフト……でも、こんな幽霊じみた物質を想像できるすべなんて……」

「あー！　風峰先せん輩ぱいたちやっとみつけましたーっ」

　不意に。

　敬けい称しようつきで名前を呼ばれて、僕たちの思考が中断された。

「こんなところでなにしているんですかーっ」

　廊ろう下かの向こうから、御み厨くりやさんが慌てた様子で飛んできた。トレードマークの帽ぼう子しがずり落ち、肩で浅く息を繰くり返している。

「ど、どうしたの御厨さん？　そんなに急いで……」

「そりゃ急ぎもしますよっ。先輩っ、今が何時かお忘れなんですかっ？」

　御厨さんがセーターをまくって、可か愛わいらしいデザインの腕うで時計を見せてくれる。時刻は現在、お昼の一時過ぎである。そういえばまだ、昼食をとっていないけど……。

「もう先輩っ、劇ですよっ、大演劇！」

　しびれを切らしたように叫ばれて──ようやく、思い出した。

　演劇。そう、白羽祭の目玉である大演劇。ほのみやリノンと共に、今日まで練習を積んできた晴れの舞ぶ台たいである。確か、午後からの開始だったはずで……。

「…………み、御厨さん。劇の開始時間って」

「一時半からですよーっ」

　ヒーローショーやってる場合ですかーっ、と。

　御厨さんからお叱しかりを受けて、僕たちは揃そろって、顔を青くした。







「すみませんっ、遅おくれました！」

　つばさと別れ、裏口から体育館に駆かけ込むと、僕たちは深く頭を下げた。

　開演一五分前ということもあって、舞台裏は誰だれも彼もが忙いそがしそうに働いている。そのうちの一人、顔見知りの実行委員と目が合うと、あーっ、と大声で指さされた。

「主役組やっと来たー！　どこでなにしていたのよ！　って、言い訳は後でたっぷり聞くから、早く衣い装しように着き替がえちゃって！　メイク担当どこーっ？」

　主役組来たよー、と実行委員の女子生徒は、僕とほのみ、それにリノンに演劇用の衣装を押しつけると、それぞれを更こう衣い室に放ほうり込み、勢い良く扉とびらを閉めた。

　しん、とした空間で一人、僕はハッとして制服のボタンに手をかける。

「そうだ、着替えないと……」

「──遅ち刻こくですね」

　風峰様、と。

　声がすれば、更衣室の扉を開けて、鈴蘭が部屋の中に入ってきた。

　その口元が、まるで悪戯いたずらでも咎とがめるように、甘く歪む。

「駄だ目めじゃありませんか。時間にはきちんと来ていただかないと」

「……お化け退治に時間がかかってさ」

　ここは男子用の更衣室だとか、さっきの放送はなんだとか──言いたいことは、ひとまずため息として吐はき出して、僕は鈴蘭を鋭するどく見返した。

　昨日と今日、夜の学園と白羽祭で、僕たちが目まの当たりにしたもの──

「やっぱり──鈴蘭は、あの黄金の鎧騎士と関係があったんだね」

「それは、ゴスペルのことでしょうか？　それとも……たとえば、夜の学園を徘はい徊かいするような、亡霊のことでしょうか？」

　ふふ、と鈴蘭は確信的な微ほほ笑えみを零こぼして、僕に歩み寄ってくる。僕はあえて一歩も退かず、お互たがいの瞳ひとみの奥まで覗のぞき込めそうな位置で、彼女と見つめ合った。

　透すき通るような碧あおい瞳が、宝石のように水面を輝かがやかせている。

「だとしたら……どうされますか？」

「……さっきのあれ、思考昇華パラダイムシフトだよね」

　学園に徘徊する騎士を思い浮うかべて、僕は心当たりを口にした。

「触さわったら感かん触しよくがないどころか、あっという間に消えた……多分、光情報かなにかだ。残ざん留りゆう体たいの透ス過テ個ル体スみたいに、自分の体色を光の屈くつ折せつで変化させて、周囲に適応する……あれの逆みたいなものじゃない？」

「……ふふ」

　正解です、と鈴蘭は嬉うれしそうに首しゆ肯こうした。

「亡霊の種がもう割れてしまいましたね」

　そう、僕たちが遭そう遇ぐうした鎧の騎士は、亡霊──光で作られた虚像でしかない。蹴っても蹴り損だったのはそれが理由で、そもそも本物であるはずがないのだ。

　あのゴスペルの少女が……生きているはずが、ない。

「でも、あれだけ複雑な思考昇華パラダイムシフトを……鎧の騎士を何体も、しかも学内なんて広い場所に同時に放つなんて考えられない。いったいなにをしたの？」

「それは……秘密です」

　たっぷりと間を溜ためてから、鈴蘭は口元に悪戯っぽい微笑みを浮かべた。

「これはゲーム。答えは風峰様がご自分でお探しください」

「……まあ、素す直なおに答えてくれるとも思ってないけどさ」

「ふふ、そんなに拗すねないでくださいませ」

　鈴蘭が腕を伸のばして、僕の頬ほおを白い指先で軽く撫なでてくる。ゆっくりと優やさしく……それがくすぐったくて、僕は思わず数歩、後ろに下がった。

　その反応が面おも白しろくてたまらないと言った風に、鈴蘭がくすくすと笑い声を立てる。

「まだ、わたしがゴスペルの少女を撃ったこと……恨うらんでいるのですか？」

　……また、なんとも答えづらい質問をする。

　自然としかめ面つらが浮かび、口を噤つぐんでいると──でしたら、と鈴蘭がしれっと言葉を続けた。

「それはわたしたちの問題、風峰様が関かん与よされることではありませんよ」

「……どういう意味？」

「彼女は……いえ、あのゴスペルは、涙るい晶しよう管理局の仲間ですから」

　──言葉の意味を理解した途と端たん、は、と呆ほうけた声が自分の口から漏もれた。

「……冗じよう談だん」

「わたしは嘘うそを吐ついても、冗談は口にしません」

　長い睫まつ毛げを伏ふせて、鈴蘭は淡たん々たんと言った。

「それに、今の言葉は嘘でもありませんよ。黄金の花瞳アウレアアイリスに出現したゴスペル、黄金の鎧を纏まとった騎士の少女は、我々涙晶管理局の一人です」

　あまりにも堂々と言うものだから、僕は抱いだきかけた疑念を手放してしまう。

　代わりに、鈴蘭の言うことが正しいとしたら、という仮定まで立ててしまった。

「…………仲間なら、どうして撃ったのさ」

「彼女はいずれそうなる予定でした、としか言えません。ですが、風峰様と出会ったことで、彼女があの塔とうにおける自らの役割を放ほう棄きし、逃にげだそうとしたため──やむなく、わたしが」

　ばん、と。

　鈴蘭は小さく笑い、指先で銃じゆう口こうを形作ると、それを僕の鼻先に突つきつけた。

「そもそもゴスペルは、我々が管理して初めて意味を持ちます。風峰様にも出来れば、今すぐにでも我々の下もとに来ていただきたいのですが……」

「……その話を訊きいて、余計に行きたくなくなったよ」

　彼女の悪戯っぽい微笑みと、指ゆび鉄でつ砲ぽうの先せん端たんを睨にらみつける。

　話の真しん偽ぎはさておき──そう、問題を横に置きつつもである。

「そのご意見も……今からの劇を演じれば、変わるかもしれませんよ？」

　鈴蘭がそう言った直後、計ったように──だんだんだんっ、と更衣室の扉が力強く叩かれた。

『ちょっと主役っ、早く着替えて出てきてよー！』

「あっ、すみません！　今いきます！」

　扉の外の実行委員に急せかされて、僕は慌あわてて制服のシャツのボタンを外しにかかった。すると、なにやら熱い視線を感じて、顔を上げてみれば──

「……風峰様、大だい胆たんです……」

　鈴蘭が嬉しそうに顔を火ほ照てらせて、まあまあ、と頬に手を当てていた。

「そんな急に…………あぁでも、場所が更衣室というのも背徳的……」

「早く出てってくださいっ！」

　思わず敬語でお願いしてから、僕は鈴蘭の背中をぐいぐいと押して、更衣室の外に追い出した。

　おかげで……直前に覚えた緊きん張ちよう感かんなんて、まるで忘れていたんだ。







『大変長らくお待たせいたしました。ただいまより、学園生による演劇「亡国の王女」を開始いたします』

　アナウンスが体育館に流れて、館内の照明が静かに落とされる。

　ずらりと並ぶパイプ椅い子すに座る生徒たちも、観劇のためか声を抑おさえていく。「お、遂ついに美少女出てくるか？」「主役って二年のクリスベルでしょ？」「普ふ段だんは無口だよね、あの子。でも余計楽しみかも」……客の入りが良いのはリノン効果みたいだ。

　やがて……真っ暗な空間の中に、一条の光が差し込んだ。

『──これは、故郷を失った少女の再生と創造の物語──』

　アナウンス兼けんナレーションである──鈴蘭の声が、静まり返った館内に響ひびき、劇を正しい方向へ進行させていく。

　僕はステージの上、舞ぶ台たい脇わきの控ひかえスペースから、劇をじっと見守る。

『少女がこれまで辿たどり、そしてこれから辿ることになる──彼女の軌き跡せき』

　スポットライトに照らされた──体育館のステージの上に。

　一人の少女が、奥の暗くら闇やみから……足音を響かせて、姿を現した。




　目が、眩くらむほどに……綺き麗れいな若わか紫むらさき色の、ドレス。




　リノンは華きや奢しやな肩かたを剥むき出しにして、華はなやかな衣装に身を包んでいた。

　表情には微み塵じんの感情も浮かばず、けれども目元を伏せるだけで──観客が一いつ斉せいに息を呑のむほどに、儚はかなくて、美しい。

「……私は、ある都市に生まれた」

　透き通るような声が、彼女の口から零れる。

　館内を埋うめるほどの観客に向かって──リノンは俯うつむくことなく前を向き、ハッキリとした口調で、語りかけた。

「そこは海の底……空の太陽を知らない場所。繁はん栄えいはせずとも、温かみに包まれた……小さな小さな……楽園のような潜せん水すい都市」

　しかし、と。

　リノンはそう呟つぶやくと、悲しみに耐たえるように、唇くちびるを微かすかに噛かみしめた。

「都市は……まもなく、海の底に沈しずんでしまった」

　彼女が言い切った直後──雷らい鳴めいのような轟ごう音おんが、舞ぶ台たいに響き渡わたった。次には、荒あら波なみが唸うなり、渦うずを巻いていく様が、効果音だけで再現されていく。

　リノンは胸の痛みを抑えるように、両手をぎゅっと祈いのるように結んだ。

「世界の崩ほう壊かいを食い止めた、救世の塔──花瞳アイリスが突とつ如じよとして崩くずれ、私たちの住まう楽園を……潜水都市を巻き込み、崩壊してしまった」

　沈ちん鬱うつそうに俯くリノンに代わり、天の声が響く。

『彼女は、都市における王女でした。彼女は崩れゆく都市の中、自らが守り、そして守られていた楽園が失われる様を目の当たりにし……絶望します』

　リノンが力を失ったように、床ゆかに膝ひざから倒たおれ込む。

　思わず、観客が小さく悲鳴を上げてしまうくらいに、その様子は、演技とは思えないほど真しん摯しさを感じさせる──切せつ迫ぱくしたものだった。

「みんな……死んでしまった……」

　前まえ髪がみで表情を隠かくしたまま、リノンが擦かすれたような嗚お咽えつを漏らす。

　本当に──そう、本当に……演技なんだよ、な？

「……私は……もう、こんな想おもいをしたくない……！」

　あまりに情感が籠こもっているので、僕は咄とつ嗟さに舞台の袖そでから飛び出して、駆かけ寄ろうかと……そんな錯さつ覚かくを覚えるくらいに、リノンの演技は完かん璧ぺきだった。

『悲しみに囚とらわれ、崩壊する都市に呑まれていく王女。しかし……彼女を、助けた者がいました』

　ナレーションと沈ちん黙もくが織り交ぜられ、物語を導いていく。

　そんなステージ上を、ハラハラした気持ちで見守っていると、つんつん……と、横からほのみに小さく小こ突づかれた。

「とうやくん、このあとって……」

「うん。台本通りだと、神様の使いが助けてくれるんだよね」

　小声でやりとりしつつ、僕は手元の台本を開いた。ここ二週間使い続けたために、すっかりよれよれになっている。

　表紙のタイトルは『亡国の王女』──一枚ページをめくれば、脚きやく本ほん担当の欄らんに、鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファーの文字が並んでいる。

　話の流れは単純で、主人公兼ヒロイン役であるリノンが、亡国の王女を演じ、彼女が幸せを掴つかむまでの物語がこれから語られていくはずだ。

「でも、こういう話ってよく考えつくな……」

「んー、モデルさんとかいたのかな？」

　ほのみが不思議そうに小首を傾かしげる。モデル、ねぇ……。

　……そういえば、初めてこの台本を受け取ったとき、リノンが脚本の内容に激げき怒どしていたことがあったっけ。あのときは結局、理由は訊きけなかったけれど。

「あれっていったいなんだったのかな……」

「とうやくん、次の台詞せりふ始まるよっ」

　ほのみに促うながされ、首を回せば──ステージ上に、強い光が降り注いだ。

　いよいよだ。神の使いが光となって現れて、リノン演じる王女を、崩壊する潜水都市から救い出す。それが、この劇の冒ぼう頭とう部分だ。

「この……光、は……？」

　リノンがよろよろと顔を上げて、肩に積もる光を、そっと手で掬すくう。それにつられるようにして、さらに上──光を降らせる、天を仰あおぎ見た。

「誰だれが……この温かい光を……降らしているの……？」

『それは……』

　ナレーションが一いつ拍ぱく溜ためて、やがて彼女を救済するため、その名前を口にする。

　天の声の正体、それこそがリノンを助ける、神の声なのだと──




『──涙るい晶しよう管理局ですよ』




　場内が、静まり返った。

　元々、劇に魅み入いっていたはずの観客が、呆あつ気けに取られたように沈黙していた。やがて、小さいながらも、ざわざわとしたどよめきが漏れてくる。

　涙晶管理局といえば、有名な都市伝説だ。それを、舞台の上に取り込んだのかと、困こん惑わくするような声が上がっている。

　そしてそれは、僕もまったく同じで──唖あ然ぜんとして、口を開いた。

「鈴蘭……？」

　疑念は、ステージ上に投げるしかなかった。

　その中央、リノンは目を見開いたまま、固まったように客席を見つめている。

『そう、涙晶管理局……貴方あなたを救うのは、天使でもなければ悪あく魔までもなく、ましてや神でもありません』

　ナレーションは歌でも歌うように、楽しげに言う。

　まるで観客にではなく……王女であるリノン本人に、語りかけるように。

『かつて貴方を絶望の淵ふちから救い出したのは、我々です。覚えていますか？』

「……なに、を」

　リノンが擦れた言葉を返したことで、観客は劇の一部かと納なつ得とくしたように、声を少しずつ抑えていく。

　でも──違ちがう。違うはずだ。こんな流れは台本にはなかった。

『王女。貴方は、我々涙晶管理局によって、崩壊する都市から救われました』

　それでもナレーションは……鈴蘭は、何事もないかのように、劇を進行する。

『我々は、都市から貴方を救い出し、生きるすべと目的を与あたえました。生きていくのに困らない資金と場所を、そして……世界を救うという大義を与えた』

「大義……」

　リノンが震ふるえる唇で言った。両りよう膝ひざでぺたんと床に座り込み、力が抜ぬけたように、ただどこともいえない宙を見上げている。

『世界に存在する涙晶の流れを管理し、世界の寿じゆ命みようを延命する。涙晶は無限には存在しません。花瞳アイリスの塔とうに限りがあるように、涙晶もまた限られた命です。それを、人類が出来るだけ長く生きながらえるよう、調整する……それこそが、我々の持つ大義です』

「……そのために、私は」

『ええ、王女は世界を救う組織の一人として、世界を裏側から支えてきましたね』

　鈴蘭は天の声を通して、王女の半生を振ふり返ろうとしている。

　……王女の……半生、を。

「本当に……そうなのか？」

「とうやくん？」

　ほのみが眉まゆ尻じりを下げ、気き遣づかわしげに僕を見上げる。観客は知らないこととはいえ、僕やほのみ、それに劇の関係者はとっくにこの異常に気付いているはずだ。

　それなのに──どうして誰も、鈴蘭の勝手を止めないんだ？

『王女はこれまで、幾いくつもの都市を渡り歩いてきました』

　誰からも阻そ害がいされることなく、鈴蘭はナレーションを続ける。

　あるいは──鈴蘭が勝手な行動に出ても、誰も止めないほどに、彼女はこの学園を掌しよう握あくしているのか？

『まだ十にも満たない頃ころから、貴方は都市に管理局として潜もぐり込み、涙晶の流れに介かい入にゆうしてきた。世界中じゆうの涙晶が一か所に集まらず、平等に、世界全体に分配されるように……ときに都市を育て、勝たせ、繁栄させ──ときに、落とした』

「っ、違ちがうっ。落としたことなんて……！」

　リノンがハッとしたように叫さけんだ。切せつ羽ぱ詰つまったように、目尻を吊つり上げて、天てん井じようの先にいるナレーションの存在を睨にらみ付ける。

「私はっ、これ以上都市を落とさないために……っ！」

『ええ、そうでしたね。貴方は、故郷のような出来事をもう二度と起こさせないために、涙晶管理局として、世界の延命に励はげんでいましたね』

　ナレーションが優やさしく諭さとすような口調で続ける。

『その志はとても立派です。涙晶管理局とは本来、そういった世界を救おうという意志を持つ者たちの集まりなのですから』

　どくんっ──と。

　心臓が妙みように荒あら々あらしく跳はね上がった。

『始まりは小さなものでした。ですが彼らは各国に広がり、地位を築き……都市を動かすほどの立場に就ついた。そして彼らが老い、その生しよう涯がいを終える頃には、新たな同志がその後を継つぐ。そうして我々は、何十年……いいえ、百年近いときを費ついやして、涙晶管理局が世界を救うための土台を、築き上げてきたのです』

　滑なめらかな語り口は、すらすらと台本を読み上げていくようだった。実際、こんな荒こう唐とう無む稽けいな内容であるにも拘かかわらず、観客は都市伝説の一解かい釈しやくとして、この語りを静かに聞き入れている。

　でも……それは、おかしいんだ。

「こんなの……台本にはない」

　僕は突つき動かされるように、手元の台本をめくった。……もう話の本題が逸それて、とっくに劇は脱だつ線せんの方向に進んでいる。それなのに、鈴蘭は迷うことなく喋しやべっている。

「……迷うこともない？」

　たとえば、ただ淡たん々たんと……ありのままの事実を口にするだけでいいのなら──

『ですが……ふふ、今の貴方は少々違うようです』

　ナレーションの鈴蘭は、含ふくみ笑いをする余よ裕ゆうだってあるだろう。

『王女は幾つもの都市を渡り歩く中で、同志とは違う仲間と出会いました。彼らは……いえ、とくに彼は、貴方の秘密を垣かい間ま見みてもそれ以上聞き出すこともなく、また貴方を遠ざけることもなく、真正面から向き合ってくれましたね』

「……ええ……そうね」

　リノンは切なそうに瞳を細めて、ぐっと力を込こめるように俯うつむいた。

「彼は……変な、人だから」

『ふふ、それは同意しますよ。王女はそうして、何者にも代えがたい大切な仲間を得ました。そして平和に暮らすうちに────我々の大義を、忘れてしまいましたか？』

　優しく語りかける声に……一ひと滴しずくの、毒が混じる。

　そんな印象を受けた理由は、リノンがハッとしたように肩かたを震わせたから。

「っ……そんな、こと」

『いいえ、貴方は忘れています。温かな時間に触ふれて、冷たい海底の感かん触しよくを遠ざけてしまっている。暗い海に沈しずんだ……貴方の故郷を、忘れようとしている』

「違うっ」

　リノンが苦しげに頭を抱かかえて、何度も首を振った。

「そんなこと……忘れたことなんて、一度も……」

『でしたら、貴方は選せん択たくしなくてはなりません──』

　ナレーションがそう言うと──音もなく、気配もなく、それは現れた。

　うずくまるような格好をした、リノンの背後。

　まさしく現れた、という表現が正しい。なにせそれは、天より降ってきたわけでもなければ、駆かけてきたのでもなく、ましてやどこかに潜ひそんでいたのでもない。

　本当に、突とつ如じよ──煌きらびやかな光の粒りゆう子しを散らして。

　黄金の鎧よろ騎いき士しが、空間を歪ゆがませるようにして、ステージ上に現れた。

「っ、あいつっ！」

　飛び出そうとして靴くつ底ぞこを蹴けり──寸前のところで、踏ふみ止とどまる。あの鎧の騎士は幻げん影えい、実体がない。直接的な被ひ害がいをリノンに加えることは不可能だ。

　今、僕が出ていけば──内容はどうあれ、進行している劇を、台無しにすることになってしまう。それは多分、リノンも望んではいないことだと思うから。

『さぁ、王女。貴方に残された選択肢しは二つです──』

　ナレーションがリノンに語りかける様を、見守ることしか出来ない。

『一つ、我々の下もとに帰り、これまで通りに任務を遂すい行こうするか』

　リノンがおそるおそる背後を振り返り、黄金の鎧騎士と対面する。

　碧あおい瞳が兜かぶとの奥で輝かがやき、呆ぼう然ぜんとする少女を見下ろしていた。

『二つ、新たに得た仲間と共に過ごし──いずれ、この都市ごと、仲間たちを見殺しにするか』

「っ……」

　限界まで目を見開き、怯おびえたように唇くちびるを震わせ……そして、俯く。

　直後、リノンは立ち上がり、鎧の騎士と対たい峙じしたまま──それに背を向け、ステージ上から駆け出した。

　行き先は……僕たちが見守っていた、舞ぶ台たい袖そでで。

「リノン!?」

　僕の呼よび掛かけにも答えず、リノンは僕とほのみの横を走り去っていった。

　ステージ上が空っぽになり、照らす相手を失ったスポットライトが、消える。

『果たして王女は、答えを出せるのでしょうか────一〇分の休きゆう憩けいを挟はさんだ後、後半を上演いたします。皆みな様さま方、是ぜ非ひとも後半もお付き合いください』

　まるで、今までの流れが台本通りだったという風に。

　鈴蘭のナレーションがきっかけで、観客席の緊きん張ちようがほどける。休憩時間に入ったため、席を立つ生徒も多く、雑談の気配も届いてきて……。

「ほのみ。リノンを探してくる！　ほのみは美み陽よさんや姉さんと連れん絡らくを取ってみて！」

「んっ、わ、わかった！」

　違い和わ感かんが掻かき消える前に、僕は舞台の奥へと駆け出した。

　その先に逃にげ込んだ、王女の下へ向かうために。







　リノンが走っていた先は、舞台裏の用具室だった。

　扉とびらを開けると、中から埃ほこりと年季の入った空気が流れてくる。元々が体育館の用具室なだけあって、舞台の衣い装しようや小道具を置けば、余計にごちゃごちゃとする。

「……リノン」

　だから最初は、見つけるのに少しだけ苦労した。

　玉入れ用のかごに入り、リノンはこちらに背を向けて、体育座りをしていた。

「そんなところに入ってて、きつくない？」

「……平気よ」

　そう言って、リノンは身動きしてから、さらに深く座り込む。まるで、動かない意思表示のように思えて、僕はかごの後ろに背を向けて、その場に腰こしを下ろした。

　丁度、リノンとかごを挟んで、背を向け合う形だ。

「……リノンさ、今朝話したこと覚えている？」

　僕は用具室の天井を見上げながら、言葉を背後のリノンに投げかける。

「訊きいてもいいことなら訊くし、話したいことなら話して欲しいって」

「……話したくないことは訊かない、話さないでいいとも言っていたけど？」

　そう言ってから、微かすかに頭を振る気配があった。

　まるで本心とは別のことを口にして、そんな自分を後こう悔かいするように。

「……ごめんなさい。こんな、意地ばかり張って」

「いいよ。まだ開演まで時間もあるし」

　ここまで追いかけてきたのなら、腰を落ち着けて待つだけである。たとえリノンが話したくなくて、このままずっとかごの中から動かなくても。

　リノンが心の内を話したくなって、口を開いたとしても──

「……あの劇は」

　僕は、このなにかといつも抱えすぎる少女の背に、居たいと思う。

　リノンが小さく囁ささやいてから、なにかを振り切るように、確かな声を発した。

「あの劇は、風峰君もきっと気付いているでしょうけど……私のことなの。崩ほう壊かいした潜せん水すい都市から逃のがれて、涙るい晶しよう管理局に拾われた……私の話」

　情感を込めた演技に、ナレーションに戸と惑まどう姿。劇が進行していく中で、薄うす々うすは勘かんづいていたことだったけれど、本人の口から聞くとやはり衝しよう撃げきが大きい。

「……じゃあ」

　からからに渇かわいた喉のどを湿しめらせてから、僕はリノンに言葉を投げる。

「王女……っていうのも」

「柄がらじゃないでしょう？」

　からかうような声こわ色いろには、一いち抹まつの寂さびしさが滲にじんでいたように思えた。

　背後にいるリノンが──亡国となった潜水都市の王女、か。

「潜水都市が沈むことは、なにも珍めずらしくない。戦争に負けることがあれば、涙晶を維い持じできなくなって消えていく都市もある。……私はただ、その瞬しゆん間かんに生き延びただけ」

「涙晶管理局に……拾われたって言ってたよね」

「鈴蘭の言う通りよ。私は彼女たちによって、生きる目的を与あたえられた。これまでずっと……そうやって生かされてきたの。誰だれかに教えるつもりなんてなくて、だからいつの間にか自分でも……本当に忘れていた」

　ふふ、とリノンが零こぼした笑い声は、自じ嘲ちようするような色を含んでいた。

「……ごめん」

　僕は深く息を吐はいて、背後の少女に謝る。戸惑うような声が返ってきた。

「どうしたの、急に？」

「……なにも知らなかった」

　僕らのやろうとしている演劇は、言ってしまえば、リノンの半生を描えがいたものだ。

　その脚きやく本ほんは鈴蘭が手がけたもので、台本を初めて目まの当たりにしたとき──リノンは、これ以上なく激げき怒どしていた。その理由は明らかだ。

　自分の知られたくない過去を題材に──劇を、やるなんて。

「……僕は、リノンに劇をするように勧すすめてた」

「謝らないで。というより、貴方あなたに謝られると、私の立たつ瀬せがないのよ？」

　リノンはおどけるように語ご尾びを上げて、気楽な声で言った。

「いいの。私のことを劇にすると知ったとき、確かに腹も立ったけど……でも、貴方やほのみさんと一いつ緒しよに、劇の練習をしていくうちに、楽しくなっていったから。今までの自分を、誰かと一緒に演じていって……なんだか、楽な気分にすらなった」

「でも……」

「それに──ヒロイン役、似合うって言ってくれたでしょう？」

　息を呑のむような間を置いて、リノンが少し浮うわついた声で問いかけてきた。

「あの言葉に、嘘うそはない？」

「……今日だってびっくりしたよ。すごく、ドレス似合ってた」

　逸はやる心臓の鼓こ動どうを抑おさえて、僕は正直に気持ちを吐と露ろした。

　まるで本物の王女だと──ステージに立つ彼女を見て、確かに思ったのだ。

「綺き麗れいだった。他ほかの誰にでも出来ない、ヒロインだと思う」

「そう？　それなら……出た甲か斐いもあったものね」

　ふふ、と。

　リノンは小さく囁いてから、どこか嬉うれしそうに微ほほ笑えみを零した。

「元気、出てきた。ありがとう……風峰君」

　背後で身じろぐ気配を感じ、振ふり返ると、リノンが立ち上がろうとしていた。僕は慌あわてて身を起こして、彼女が起き上がれるよう、手を貸す。

　僕はよっぽど感情が顔に出ていたらしい。リノンが小さく苦く笑しようを漏もらした。

「そんな心配そうな顔をしないで。まだ劇は後半まで残っているんだから」

「鈴蘭が……意図的に脚本を変えているんだよ？」

　台本の流れからは、練習したものから逸それている。おまけに──

「黄金の鎧騎士だって出てきたのに……」

「っ」

　その言葉を口にした途と端たん、リノンが露ろ骨こつなまでに肩かたを跳はね上げた。

　反射的な反応を隠かくすように、小さく俯うつむき、前まえ髪がみで表情を隠している。

「……リノン？」

「…………なんでも、ない」

　そんなはずこそ絶対にないのに、リノンは身体からだの震ふるえを無視して、そう言った。

　……リノンは明らかに、あの鎧の騎士に対して怯えている。

　昨夜の学園で遭そう遇ぐうしたときから、今日のお化け騒さわぎにかけて、普ふ段だんの彼女からは考えられないほどに、動どう揺ようしていた。その理由は、今はまだわからないけれど……。

「……鈴蘭の狙ねらいは、おそらく私の動揺を誘さそうことよ」

　少しでも、力になれたらと思っているのに。

　冷静さを装よそおうように、リノンはどこか機械的な動きで頷うなずいた。

「私の過去を、劇を通じて振り返ることで、涙晶管理局の目的を思い出させる。仲間に引き戻もどすつもりだったのか、わからないけれど……でも、大勢の観客を前にしている以上、向こうだって下手な手は打てないはず」

　それに、とリノンはかごから抜ぬけ出して、床ゆかに下り立った。

　普段は透とう明めいな瞳ひとみが、真しん剣けんな光を帯びて、僕を真っ直すぐに見つめる。

「私は、この白羽祭を成功させたい」

「リノン……」

「初めてなの。これだけ楽しくて……ずっと続けばいいと思う時間は。同じ学生と準備を重ねて、夜の学園にも忍しのび込んで、家で一人で練習もした。そんな時間だから……たとえどんなことが起きても、最後までやり遂とげたいの」

　劇の内容が確かなら、リノンには故郷があったはずだ。

　都市が沈しずみ、涙晶管理局に拾われなければ、リノンは故郷で学園に通っていたかもしれない。そこでは銃じゆうを握にぎることはなく、残ざん留りゆう体たいと戦うことも、ましてや世界の延命を果たすと言って、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを巡めぐらすこともなかったと思う。

　毎朝、学園に通って、授業を受けて、お昼を迎むかえて、友達と楽しく過ごす。もしかしたら部活動にも入って、活かつ躍やくしていたかもしれない。

　当たり前のように叶かなうはずだった──そういった、リノンの幸せが。

　もしも今、叶おうとしているのなら……。

「……だから」

　想おもいを吐き出してから、リノンは不意に、切なそうに眉まゆを寄せた。

「風峰君も、協力してくれる？」

「──もちろん」

　僕は胸にこみ上げる感情を受け止めて、真っ直ぐに頷いた。

　誰かと一緒に楽しみ、励はげむ──そんな学園生活を送るためだったら、僕はいくらでも力になりたいから。

「一緒に、この劇を成功させよう、リノン」







　一〇分ちょっとのインターバルを挟はさみ、劇が再開された。

　照明がゆっくりと落とされ、それに合わせて、観客席も静かになる。ステージ上から鎧よろいの騎き士しは姿を消していて、無人のステージにスポットライトが当たると、光の中に一人の少女が姿を現した。

　若わか紫むらさき色の華はなやかなドレスに身を包む──亡国の王女。

　リノンは堂々と胸を張り、観客席に向かうと、ステージ上で声を張り上げた。

「私は、今はなき国の王女──私は故郷を失い、新しい自分へと生まれ変わった」

『……王女は絶望から立ち直り、自らの意志で道行きを決めたようです』

　ナレーションの声が、心なしか淡たん々たんとした口調で、語り始める。まるで、リノンが気分を持ち直したことに、不ふ機き嫌げんになっているような……そんな想像が浮うかぶ。

　この体育館のどこかで、きっと鈴蘭もマイクを手に、劇を見つめているはずだ──

『王女は世界の延命を果たすため、幾いくつもの都市を渡わたりましたが……あるとき、一つの都市で、大切な仲間たちと出会います』

　ナレーションはリノンの台詞せりふを汲くんで、物語を進行してくれるらしい。ほっとすると同時に、舞ぶ台たいが暗転して、暗くら闇やみで迅じん速そくかつ丁てい寧ねいにセットが動かされていく。

　これでようやく──僕の出番も回ってきた。

　僕とほのみ、それに大勢の生徒たちが、舞ぶ台たい袖そでから音を立てないように歩み出る。全員が配置につくと、舞台の照明がつき、僕たちの姿を白く照らした。

　舞台は教室のセットに切り替かわり、僕たちは各おの々おのに話し始める。

「ようやく授業終わったなー。今日もバイトしなくちゃ。王女様も一緒にいくよね？」

「ええ、構わない。……でも、王女様呼びはやめて。恥はずかしいから」

「んっ、王女様ーっ」

「だからやめてって……もう、本当に天然兄きよう妹だいなんだから」

『──それは他愛もない会話、彼らの日常の一コマに過ぎません』

　しかし、とナレーションが言葉を区切ると、舞台が再び暗転。スポットライトがリノン一人だけを照らし、彼女の存在を浮き彫ぼりにした。

『王女にとっては、何物にも代えがたい大切な時間でした。これまで、世界の延命だけを目的に生きてきた彼女にとって、ただ話すだけで楽しい……そんな経験は、未知のものだったのです』

　照明がつき、僕たちは劇を進行させるべく、再び動き始める。

　王女の友人役として、彼女との楽しい時間を演出していく──

『王女は彼らと過ごすうちに、少しずつ故郷にいたときのような、幸せな時間を思い出していきます』

　ナレーションが優やさしい声こわ色いろで告げる度たび、舞台が様変わりする。

　教室に通学路、友達の家に、バイト先──高校生であれば、特別でもなんでもない場所を舞台に、王女の日々はあっという間に過ぎていく。

『季節が巡る度、王女は仲間たちと過ごし、新たな思い出をつくりました』

　王女を演じるリノンは、僕たちと言葉を交わしながら、微笑んでいる。

　それはとても、演技しているだけには見えない──心の底から楽しんでいるような、幸せそうな微笑みに見える。

『毎日が幸せで……だからこそ、王女は思うのです』

　この時間を失いたくない──と。

　そう、ナレーションが言った直後、不意に舞台が暗転する。演技の途と中ちゆうだった僕は身み振ぶりを固めて──不ふ審しんに思って天てん井じようのライトを見上げた。

「と、とうやくん……まだ、暗くならないはずだよね？」

　ほのみがこしょこしょと小声で耳打ちしてくる。僕は小さく頷き、

「うん、もう少し進んだあとだと思うけど……」

　ステージ上を見回してみると、他のみんなも訝いぶかしげに声を潜ひそめている。その動揺が客席まで伝でん播ぱしたのか、観客の生徒たちがざわめき始めた。

「なになに、事故？」

「演出じゃない？　結構、時間かかっているみたいだけど……」

「おいおいしっかりしてくれよー」

　時間が経たつにつれて、声も不満の色を帯びてくる。……まずいな。このまま騒ぎが大きくなれば、下手をすると、劇の進行にも影えい響きようが出てくるかもしれない。

　焦あせって首を巡らせると──王女役のリノンと、目が合った。忍び足で移動すると、リノンもまた、警けい戒かいするように目を細めて、周囲を窺うかがっている。

「……気をつけて、風峰君」

　その一言で、この事態が誰だれによって引き起こされたものか、予想がつく。

　舞台が暗転して以降、本来異常が発生すれば、注意や説明を促うながすはずのナレーションの主が──途端に、沈ちん黙もくを貫つらぬいているのだから。

「鈴蘭……？　でも、なにをする気──」

　ばんっ、と。

　口を開いた直後、舞台の照明が点灯して、視界が真っ白に灼やけた。

　突とつ然ぜんのことで頭がくらくらと揺ゆれて、ようやく瞑つぶった目を開けると──

「っ……？」

　舞台が、変わっていた。

　背景は日常の象しよう徴ちようであった教室から、古びた壁へき面めんのようなものに変化している。小道具の類たぐいはいつの間にか全すべて消えて、代わりにあるものが現れていた。

　ステージの中央──煌きらびやかな燐りん光こうを散らし、異様な存在感を放つもの。

　黄金の鎧騎士が再び、姿を現した。そう、現したのに……。

「……っ、」

　そんなものより、鎧の騎士の背後で、宙からぶら下がる少女に目を奪うばわれた。

　古めかしい鎖くさりが──天井から垂れている。

　それを腕うでと胴どう体たいに巻かれ、一人の少女が鎖に吊つるされていた。気を失っているのか、ぐったりと首を落とし、苦しそうに目を閉じて、鮮あざやかな緋ひ色いろの髪かみを垂らす──

「っ、ほのみっっっ！」

　ほのみだった。

　叫さけんだ直後、僕は靴くつ底ぞこで床を蹴けり上げて──ぶるんっ、と。

　黄金の鎧騎士が右手の大たい剣けんを振ふるい、僕を近づけさせんと進路を阻はばんだ。

「くっ……！」

『……この世界には寿じゆ命みようがあります──』

　ナレーションが突然、反はん響きようさせるように、その声を館内に響ひびかせた。

　頭が混乱しているせいか……正面の鎧の騎士が喋しやべっているような錯さつ覚かくにすら陥おちいる。

『人類の生命線たる涙るい晶しよう、生活するための必要物資は、花瞳アイリスの塔とうにのみ存在します。知ってますか、皆みな様さま方──塔は、思考昇華パラダイムシフトによって創つくられたものだと』

　鈴蘭の告白に、客席が動揺したように大きくどよめいた。

　それを聞き流して、僕は迂う闊かつに動けずに、鎖に囚とらわれたほのみと、それを守るように立つ鎧の騎士を──ただ、睨にらみ付けることしか出来ない。

「ほのみっ……」

　今の暗転した一いつ瞬しゆんで……ほのみを、捕とらえたのだと思う。おそらくは思考昇華パラダイムシフト──姿を見せない鈴蘭か、あるいは目の前に立つ鎧の騎士の仕し業わざか。

　僕がしっかりほのみを見ておけば──そう、今いま更さらに後こう悔かいが胸を襲おそった。

『ご存じの通り、思考昇華パラダイムシフトは奇き跡せきの力。しかし万ばん能のうではないのです。人の命に限りがあるように、物にも寿命はある──思考昇華パラダイムシフトといえど、例外ではありません。いずれは綻ほころびを見せ、寿命を迎え、あっけなく崩くずれてしまう……そう、例えば』

　王女の故郷を巻き込んだ塔のように、と。

　ナレーションがゆったりと口にした途と端たん、リノンが小さく肩かたを震ふるわせた。

　舞台の効果音──雷らい鳴めいが、塔にでも直ちよく撃げきしたかのように、轟ごう音おんを鳴らす。

『これではいずれ、世界中の塔は寿命のため、全て崩ほう壊かいしてしまう。しかし……防ぐ方法はあります。事実これまで、我々涙晶管理局は、そうして世界を延命してきました』

「……方法……」

　リノンが呆ほうけたように呟つぶやき、応こたえるように鎧の騎士が大剣を掲かかげた。

　鎖に囚われ、宙より吊される──一人の少女を、指し示すように。

『ええ……ある少女たちを、人柱とするのです』

　────人……柱？

　不ふ穏おんな言葉に、背筋が急に冷えてきた。

　鎖に囚われたほのみが──言葉の意味そのままに、柱に見えたから。

『見た目は人間と変わらず、しかし中身はまるで別物の少女たち……彼女らは塔を生かすために生まれ、尊い犠ぎ牲せいとなるためだけに生かされています。我々はこれまで、そういったヒトを見つけ次し第だい、花瞳アイリスの人柱となるために、運用する任務を受けていました。──まさか……忘れていませんよねぇ』

　王女、と。

　声が響いた途端、リノンが支えを失ったようによろめいた。慌あわてて肩を持って支えると……服の上からでもわかるくらいに、掌てのひらに冷たい感かん触しよくが伝わる。

　リノンは青い唇くちびるを震わせて、目に見えるほどに、身体からだを震わせていた。

「……人……柱……っ」

『だって貴方あなたはそもそも、そのためにこの都市に来たのでしょう──？』

　甘く囁ささやきかけるようで、耳に届けばすぐに侵おかされてしまいそうな。

　そんな毒の滲にじむ声を──ナレーションは、喜々として口にしていた。

『福音ゴスペル……世界の救済を知らせる故に、そう呼ばれた存在を求め、貴方はこの都市で彼らと出会い、仲を深め、その機会を窺っていた』

「そんなことはないっ。私はそんなこと考えても……っ」

『誤ご魔ま化かさなくても結構です──ただ、貴方は選べばいいのです』

　ナレーションは、再度、執しつ拗ように選せん択たくを迫せまってくる。

　天の声から審しん判ぱんを下されるように、リノンという王女が立ち尽つくした。

『仲間と共に過ごすため、世界を見捨て、故郷と同じ運命を辿たどるか……』

　それとも、と。

　鈴蘭は声のトーンを落とすと、冷めた口調で言った。

『世界を救うために──貴方の大切な友人を犠牲として、今いる幸せな場所を……これっきり、失うか』

「っ」

　一歩、二歩……リノンが怯おびえたように、黄金の鎧騎士から後ずさる。

「……私、は……」

『どうしました？　ふふ……まさか選べないことはありませんよね？　貴方は、我々に生きる目的を与あたえられた存在。世界を救う大義の下もと、これまで生きてきたのですから。たかだか一時の繋つながりくらい、考えるまでもないでしょう？』

　劇の演出のためか、あるいは素すか──鈴蘭は時折笑えみを零こぼしながら、いたぶるようにリノンに声を投げている。観客席からも「王女頑がん張ばれー！」「可か愛わいい子いじめてんじゃねー！」「つかむしろ俺をいじめてくれー！」……等々の声が漏もれ始める。

『貴方が大切な友人……いいえ、ゴスペルを差し出せば、世界は救われます。それとも……また、故郷を失うような痛みを味わいたいですか？』

「…………それは……」

　リノンは顎あごを引き、唇を血の気が失うせるほど噛かみしめて、悔くやしげに目め尻じりを下げて……それでも小さく、口を開こうとしている。

　物語を自在に進行させる天の声に屈くつして──自分の意志を、曲げようとしている。

「私は……」

　──そんな苦く渋じゆうに満みちた言葉が、リノンの本心でないことは明らかだったから。




「わざわざ、選せん択たく肢しを絞しぼる必要もないんじゃないかな」




　ぽん、と僕はリノンの肩に手を置いた。

　そのまま彼女を心持ち支えながら、天井──ナレーションを睨み付けた。

「世界を救うとか、人柱とか……正直、まだよくわかってないけどさ。君が言っている二択を選ばずに、彼女が」

　リノンは目を瞠みはり、呆けたように僕を間近で見つめている。

　それを、横目で確かめてから──僕は、台本にない台詞せりふを口にした。

「王女様が僕たちと一いつ緒しよに生きながら、それでも都市が沈しずまなくて、世界なんかも無事なまま迎むかえる結末だって、選んでもいいんじゃない？」

『……話を聞いていませんでしたか？』

　構図としては、物語を司つかさどる天の声対──ヒロインの友達役といったところか。

　鈴蘭はナレーションを通して、諭さとすように言葉を投げてきた。

『花瞳アイリスの崩壊を止めるには、人柱を捧ささげる他ほかにありません。これは、そういった筋書きの物語です──一いちご友人である貴方が、王女を救えるとお思いですか？』

「どうだろう。でも、少なくとも物語の中でだったら、出来ると思うんだ」

　僕は自分の背中にリノンを回して、目下の敵であろう、黄金の鎧騎士と対たい峙じする。相手は大剣を隙すきなく正眼に構えて、全身から敵意を剥むき出しにした。

　対する僕は、見事に丸まる腰ごしだ。

　奥の手──ゴスペルの力を使えば、鎧の騎士とも互ご角かくに戦えるにせよ、こんな大勢の観客の前で戦せん闘とうを繰くり広げるわけにもいかない。

『大した自信があるのですね。亡ぼう霊れいとなり蘇よみがえった鎧の騎士を下し、人柱となる少女を助け出し、そして王女までも救うことが──貴方には出来ると？』

「それは……やってみなきゃ、わからないんじゃないかな」

　言葉はナレーションと──そして背後に庇かばうリノンに向けたものだ。

　鈴蘭曰いわく、花瞳アイリスの塔はいずれ崩壊するという。思考昇華パラダイムシフトの理り屈くつは通っていて、寿命を迎えるというのであれば、それは決して荒こう唐とう無む稽けいな話ではないのだと思う。

　リノンはかつて故郷を花瞳アイリスの崩壊で失い、また『鶺せき鴒れい』でも似たことが起きるのではないかと、怯えているのだと見当はつくのだ。

　だから僕は、王女様、と顔だけで後ろを振り返って、心細そうな顔をするリノンに、軽く微ほほ笑えみを浮うかべた。

「出来るかどうか、試ためしてみない？」

「風峰君……？」

　過去に鮮せん烈れつな出来事が起きて、心の奥底に深い影かげを落とす。

　その事実は、過去をとっくに通り過ぎて、現在をひたむきに走っている最中でも、落らく雷らいのようにふとした瞬間に思い出して、当時と同じように、あるいはそっくりそのまま不安と恐きよう怖ふで心を苛さいなんでくるものだ。

　でもだからといって──今回もそうだとは、限らない。

「僕たちと一緒にいて、人柱なんてものを捧げなくても、都市は失わないし……楽しい時間も、絶対に消えない」

　そう信じてみるのも、ありなんじゃないかと思うから。

　僕はリノンを背に、鎧の騎士に向かって、拳こぶしをぐっと突つき出した。

　あそこに立つお化けは、リノンが故郷を失う不安の……象しよう徴ちようそのもの。

「お前みたいなお化けには、負けない」

『────！』

　鎧の騎士が無音の咆ほう哮こうを上げて、大剣を頭上まで振り上げた。

　剣先が頂点まで達した刹せつ那なに──刃はが、唸うなる。観客の悲鳴が耳に小さく、遠い感覚で届く中、僕は右手の拳を強く握にぎって、その場で腕を振り抜ぬいた。

　──怯えていた事態が起こるかどうかは、試してみるまでわからない。

　もしかしたら、この騎士こそが『本物』とやらで、実体を持つ相手かもしれない。だとすれば僕は、拳を壊こわすだけでなく、この身体を真っ二つに斬きられるだろう。

　でも……そうじゃないかもしれない。

　あるいは本当は、怯えるものなんてどこにもなく、それはただのお化けだった──そんなオチが、待っているかもしれないから、試してみるのだ。

「っ────」

　果たして、結果は明らかとなる。

　僕の拳は、大たい剣けんの刃に触ふれて────すり、抜ける。

　それが剣を撃うち抜き、甲かつ冑ちゆうに達した直後に……決着は、ついた。

『────』

　霞かすむように、輪りん郭かくを宙に溶とかして。

　黄金の鎧騎士は、剣を振ふり切った体勢のまま……ふっ、と姿をかき消した。

　同時に、人柱の象徴であった鎖くさりもまた、力を失ったように──じゃらっ、とほのみの拘こう束そくを解いた。床ゆかにそっと倒たおれた彼女は、胸をゆっくりと上下させていて、一安心。

「……ね」

　僕は背後を振り返って、王女様に向けて口元を緩ゆるめる。

　リノンは呆けたように唇を半開きにして、ただただ僕を見つめていた。

「あんなのただのお化けだったでしょ？」

　こくり、と。

　王女の首が、ゆっくりと縦に振られた直後──ぱちぱちぱち……と、客席から拍はく手しゆが零こぼれて、つられるようにしてその音が大きくなり、館内に響ひびき渡わたる。

　僕はリノンの肩かたをそっと押して、客席からの拍手の前に立たせる。

「こんなに……」

　リノンはゆっくりと目を見開き……くしゃっ、と表情を子供みたいに歪ゆがめた。それは嬉うれしそうな顔にも、今にでも泣き出しそうな顔にも、見える。

　拍手は、体育館を唸らせるほどに大きく────長く続いて。

　王女役のリノンが、感極きわまったように頭を下げたことで、劇は終幕を迎えた。







　ゆらゆら、と。

　キャンプファイアーの炎ほのおが、風に吹ふかれて揺ゆれる。

「……綺き麗れいなものね」

　巨きよ大だいな篝かがり火びのように燃え立つ炎を遠巻きに眺ながめて、リノンがぽつりと呟つぶやいた。

「夜の火がこんなに映はえるものだなんて思わなかった」

　白羽祭が終しゆう了りようを迎え、一いつ般ぱん客きやくの退場が完了すれば、生徒には後夜祭が待っていた。校庭の一角に、巨大な薪まきを幾いく重えにも組み上げ、炎を灯ともす──工程にすればたったそれだけで、けれども薪に火が灯った瞬間、生徒たちの声は歓かん喜きに沸わいた。

　それは僕と、隣となりに立つリノンも含ふくめて……である。

「白羽祭の締しめだしね。こう、達成感とかあるんじゃないかな」

「曖あい昧まいな感想ね。……理解できなくもないけど」

　そう言って、リノンは肩をすくめつつも、口元を綻ほころばせた。

「こういう疲ひ労ろう感かんは、嫌きらいじゃない」

「そっか。……満足できた？」

　リノンは初め、白羽祭を面めん倒どうくさいと言っていた。それは、高校生の身分を装よそおい、涙るい晶しよう管理局として行動するリノンにとって、退たい屈くつなものだったのかもしれない。

　けれどもそれは、最初の話だ。

　リノンは今、少し照れくさそうに目元を伏ふせて、キャンプファイアーの炎を幸せそうに眺めている。

「そうね。今すぐに眠ねむれそうなくらい、疲つかれて……満足しているかしら」

「なら良かった。大だい丈じよう夫ぶ、起きているの辛つらいとかは？」

「平気…………いいえ、そうね」

　せっかくだから、と。

　リノンは急にそっぽを向くと、耳の先をやや赤くしながら、小さな声で囁ささやいた。

「風峰君……肩を、少し貸してくれる？」

「肩……？」

　意味が読み取れず首を傾かしげていると、ぽす、と柔やわらかい感かん触しよくが左の肩に伝わる。なにかと思えば、若わか紫むらさき色のつむじがすぐに目に入った。

　つまり──リノンが隣に並び立ったまま、僕の肩に頭を預けている。

「り……リノン？」

「……お願い。少しだけでいいから」

　こうさせて、と囁くように言われたら、身動きすることも出来ない。

　ただひたすら──身体からだを硬かたくさせていると、頬ほおがキャンプファイアーの熱気に当てられたように、じわじわと熱を帯びてきた。

「……こんなに温かいものなのね」

　リノンが吐と息いきと共に言葉を吐はき出した。その表情は死角になって窺うかがえない。でも、制服越ごしに伝わる彼女の頬は、じんわりと染しみ入るように温かい。

　心臓がバクバクと跳はねて、僕は動どう揺ようを悟さとられないように、軽く言った。

「キャンプファイアーが近いから、じゃないかな」

「……そういうことじゃない」

　今度は呆あきれるようなため息を漏もらして、リノンは──こん、と抗こう議ぎするように頭で僕の肩を小こ突づいてから、拗すねるような目線で僕を見上げてきた。

「風峰君が、温かいのよ」

「そ、そっか。や、ごめん」

「……貴方あなたと過ごす時間も、そう」

　リノンは僕の身体に少し体重を預けて、キャンプファイアーの炎を眺める。

「白羽祭が……学生として過ごす毎日が、こんなに心躍おどるものだとは思わなかった。私だけなら、絶対に知ることが出来なかったから……ありがとう、風峰君」

「……うん、こちらこそ」

　胸に温かな感情が広がるのを覚えて、僕は頬を緩めた。

　純和風喫きつ茶さに、お化け屋や敷しきと、そして大演劇──

「今日は楽しかったよ、リノン」

「……また来年も、出来るかしら」

　どこか期待するような色を瞳ひとみに浮かべて、リノンが上うわ目め遣づかいで見上げてくる。眠いためか、それともキャンプファイアーの熱のためか──熱っぽく潤うるんでいた。

　普ふ段だんとは違ちがって、透とう明めいなだけじゃなくて……僕は思わず、息を呑のむ。

「うん、きっと……──」

「あ、橙矢いたよ、ほのみ」

「ほんと？　あ、とうやくーんっ」

　不意に二人から名前を呼ばれて、心臓が口から飛び出るかと思った。

　指し示したように、僕とリノンは咄とつ嗟さに身体を離はなす。肩が熱い。

　見れば、ほのみとつばさが遠くから駆かけ寄ってきて、それぞれ両手に、売れ残り品と思われる屋台の品を抱かかえていた。

　ステージの上で気を失ったにも拘かかわらず、ほのみはもう元気を取り戻もどしてる。

「いっぱいもらってきちゃったっ。とうやくんも食べる？」

「い……いや、今はいいよ」

　僕は背中に汗あせをかきながらも、微び苦く笑しようを浮かべる。するとほのみが、不思議そうに首を傾げて……むー、とすぐに頬を軽く膨ふくらませた。

「とうやくん、なんだか顔が赤いね？」

「え、いや……キャンプファイアーが、熱いからじゃないかな？」

「リノンも同じくらいに？」

　ふーん、とつばさが拗ねるような声こわ色いろで呟いた。隣を見れば、あのリノンが頬を真っ赤に染めて、前まえ髪がみで目元を隠かくすように、ひたすら俯うつむいているのだから……。

　いや……別に、やましいことはないのだけどっ。

「……とうやくんの女ったらしっ」

　ほのみが最大級にほっぺたを膨らませて、つーんとそっぽを向いてしまった。

「天然さんっ、甲か斐い性しようなしっ、レーシュさん級っ」

「レーシュと同じなのっ？　ほ、ほのみ、これは別にそういうわけじゃ……！」

「そう？　あのレーシュって人は、アイネさん一筋だからまだよくない？」

「つばさ厳しくないっ？」

「……風峰君の女ったらし」

「リノンまで便乗しないでよっ」

　三方向からジト目をもらって、僕は気持ちやや後ずさる。

　なにがどう転んで、後夜祭のしんみりとした空気がこうも一転したのか……！

「ふふ、仲がよろしいのですね」

　上品な笑い声が、背後から第三者の介かい入にゆうを告げた。

　振り返れば──パチパチッ、と。キャンプファイアーが火の粉を散らし、その金色の髪かみをキラキラと輝かがやかせている。

「私も、仲間に入れてもらえますか？」

　そう言って、鈴蘭は唇くちびるに人差し指を当てると、悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

　僕たちの間に、一いつ瞬しゆんにして──緊きん張ちようが駆け抜ぬける。

「……鈴蘭」

「そんなに警けい戒かいされると、少し悲しいですね」

　苦く笑しようを浮うかべて、鈴蘭が両りよう腕うでをこちらに広げて見せた。武器の類たぐいは持っていないと証明するようで、だからといって、気を抜ける相手かどうかと問われれば──

「……なにをしにきたの？」

　リノンが鋭するどく目を細めて、腰こし元もとのホルスターに手を伸のばした。

「演劇の結果に不満があるようなら、帰ってもらってもいいかしら」

「まさか。ハプニングは楽しむものでしょう？」

　本気で言っているのだとすれば、中々肝きもが据すわっていると思う。

　余よ裕ゆうの物腰を崩くずさない鈴蘭に、僕はリノンの一歩前に歩み出てから、言った。

「だったら、なにを？」

「いえ、ゲームの結果をお知らせしようかと思いまして」

　ゲーム──一いつ般ぱん的にもよく使われる言葉に、思い当たる節は一つだ。

　僕は緊張を唾つばごと飲み下して、渇かわいた喉のどを少しでもと潤うるおした。

「……鈴蘭が僕を仲間にするか、しないか。期日は白羽祭が終わる今日まで。僕が仲間にならなければ、僕の勝ち。なんでも……残ざん留りゆう体たいの秘密でも、教えてくれるって言ってたよね」

「はい。返答を聞きに参りました」

　鈴蘭から邪じや気きのない微笑みを返されて、僕は思わず言葉に詰つまる。ショッピングモールの地下駐ちゆう車しや場じようで、ゲームの開始を言い渡されてから二週間とちょっと。色いろ仕じ掛かけで迫せまったり、学園に鎧よろいの騎き士しを放ったり、演劇を仕掛けたりと色々あったけれど……。

「……なら、僕の勝ちだよ」

　答えは考えるまでもなく、決まっている。

　僕は、ほのみとつばさ、リノンの三人を背に庇かばい、鈴蘭に言い放った。

「仲間にはならない。……それは、鈴蘭もわかっていたことだよね？」

「はい、残念ながら」

　鈴蘭は否定することもなく、目元をそっと伏せてから頷うなずくと、

「では、貴方のほうは如何いかがですか──リノン？」

　流し目をリノンに送って、唇を肉感的に歪ゆがめた。

「貴方は、涙晶管理局に戻ってくる気はありませんか？」

「……まさか」

　リノンは強い意志を瞳に込めて、僕の前に立ち、鈴蘭と対たい峙じした。

「私は、自分が居たいと思える、温かい場所を知ったの……今日まで私を生かしてくれた恩は忘れないけれど、これ以上、そちらの世界には踏ふみ込まない。もう……故郷を失った痛みに、囚とらわれることはないから」

「……そうですか……ふふ、そうですか──」

　鈴蘭がそっと目を閉じたまま、小さく笑い始める。リノンが不ふ審しんそうに眉まゆをひそめ、警戒心故ゆえか、ホルスターの金具を指先で外した。

「故郷を失った痛みに囚われない……素す晴ばらしいですね、まさにトラウマ克こく服ふくです。だから自分は迷うことなく、風峰様たちと共に生きる、と」

　──リノンの警戒は当たっていたのだと思う。

　鈴蘭は笑い声を立てながら、片腕を頭上へ伸ばした。人差し指が空を向き、その先に視線を向けてみると、星々が瞬またたく夜空がどこまでも広がっている。

　いや……違う。それだけじゃない。

「ご注目ください」

　くい、と鈴蘭が指先を傾かたむかせて、ある一点を指し示した。

　すなわち──学園の校庭からでも、遠目に小さく見えるほど、巨きよ大だいな塔とうが。

「ではリノン……貴方の答えを、もう一度お聞かせくださいね」

　夜空の下、純白の花瞳エルダーアイリスが海底にそびえ立ち、真っ白な輝きを放つ様が──ここからでもよく見えて。

　ぱちん、と鈴蘭がその指先を鳴らした。

「それはたとえ、こんなことが起きてもでしょうか？」

　まるで問いかけに応こたえるように……ずどん、と遠くから、海がうねるような轟ごう音おんが、鳴なり響ひびいた。

　音源は遠く、けれども僕たちは、その正体を目まの当たりにする。

　純白の花瞳エルダーアイリス──人類の生命線である、涙るい晶しようが眠ねむる塔。




　その尖せん端たんが雪崩なだれでも起こすように欠け、轟音を響かせて、夜の海へ陥かん落らくした。




「……純白の花瞳エルダーアイリスが……落ちた？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから、ようやく──事の重大さに、気付く。

「そう……花瞳アイリスは、落ちるんですよ？」

　鈴蘭がそっと歩み寄り、立ち尽つくすリノンの頬ほおに指先を這はわせた。

　リノンの横顔は血の気を失ったように──白い。

「忘れたらだめでしょう……？　花瞳アイリスは……絶対に落ちるんです」

　──まずい。

　方法はようとして知れない。ただ事実として、純白の花瞳エルダーアイリスは尖端を崩ほう壊かいさせて、一部ではあるが……壊こわれた。いや、壊されたのだ。

　リノンが故郷の呪のろいから立ち直りかけた──この、絶ぜつ妙みようなタイミングで。

「思い出してください……リノン」

　まるで、暗示のようだと思った。

　鈴蘭は妖あやしく微笑み、リノンの頬から首筋を、指先で優やさしくなぞった。

「貴方の故郷が落ちた日のことを。助けなくてはなりませんね。では、想像してください……貴方の大切な『鶺鴒』が────同じように、崩れる瞬間を」

「っ……！」

　かくん、と。

　力が抜けたように、リノンの顎あごが縦に落ちた。

「っ、鈴蘭！」

　そしてようやく、僕は金かな縛しばりにあったかのような衝しよう撃げきから、抜け出すことが叶かなった。リノンに手を伸ばして、鈴蘭から引き離そうとする────はずだった。

「ふふ、せっかちな人ですね、風峰様は」

　かちゃり、と。

　鈴蘭が口元を掌てのひらで覆おおい隠し──リノンが僕に向けて、駆動銃ランゲージを構えなければ。

　僕の手を拒きよ絶ぜつするように……虚うつろな瞳ひとみで、銃じゆう口こうを向けてこなければ。

「リ、ノン……!?」

「……この都市は」

　透明な瞳には、正体不明の濁にごりが渦うず巻まいている。

　リノンは無表情を貫つらぬいたまま、駆動銃ランゲージの引き金に指をかけた。

「この、場所は……私が、守る」

「いい子です、リノン。そのまま風峰様の足を止めてください」

　そう言って、鈴蘭は制服の裾すそを翻ひるがえした。地を蹴けり、ほのみとの距きよ離りをあっという間に詰つめると、抵てい抗こうさせる暇ひまも与あたえずに──その身を拘こう束そくした。

　ほのみの腕を取り、背中に回して……んっ、とほのみが苦しそうに抵抗する。

「っ、鈴蘭っ！」

　激情が胸を衝つき、足が動いた途と端たん、きんと硝子ガラスの砕くだけるような音が響く。

　すると、足あし下もとから突とつ如じよ──水すい晶しようの格こう子しが迫せり上がったかと思えば、僕とつばさを内側に閉じ込める。

　水晶の檻おり。その格子の隙すき間まから、リノンの銃口が垣かい間ま見みえた。

「っ……リノン、なにをっ！」

「…………そこに、いて」

　返答は短く、会話が成立するはずもなかった。

　風峰様、と鈴蘭は、苦しそうに呻うめくほのみの首に、腕を回したまま言った。

「やはりリノンが相手では撃うてませんか。ふふ。リノンがこちらに戻もどれば、風峰様も情に流されるかと思ったのですが……どうでしょう、一いつ緒しよに来られますか？」

「誰だれが……！」

「残念ですね。……ああ、一つ聞き忘れていたことがありました。校内に現れた騎士の亡ぼう霊れいたちから、たった一つの本体を見つける──あのゲーム、答えは出ましたか？」

「っ、なにを言っている！」

　水晶の格子を握にぎりしめ、くしゃっと掌から破は片へんが飛び散った。

　校内はキャンプファイアーの最中、生徒たちもまだ多く、何人かはこちらに気づき、騒さわぎが起きる一歩手前といったところ。でも、そんなのどうだっていい。

　今すぐにでもゴスペルの力を解放して、鈴蘭を──！

「その様子ですと、わかっていないようですね。では答え合わせをしましょうか」

　鈴蘭がほのみを捕とらえたまま、たんたん、と靴くつ底ぞこを鳴らした。

　その足下から────黄金色の粒りゆう子しが吹ふき上がり、奔ほん流りゆうとなって噴き上がる。

「これが、答えです」

　急激な熱量の膨ぼう張ちようと、収縮──それは思考昇華パラダイムシフトだった。輝きに目が眩くらみ、次に目を開けた瞬間、僕は心臓が絞しぼりきられるような痛みを覚えた。

　きらきら……と、光が残ざん滓しとなって宙に舞まう。

　鈴蘭は、黄金色の鎧に身をつつみ──兜かぶとを外しながらも、まるで、騎士のような格好をしていた。

「……なん……で？」

「……『君たちの見ているものが、全すべてだよー』──なんて、ふふ、似ていますか？」

　声こわ色いろを幼く変えて、鈴蘭が悪戯いたずらっぽく唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

　その口調は……台詞せりふはそのまま、あの黄金の鎧騎士のもの──

「君、は……ゴスペル、なのか？」

「──はい」

　鈴蘭は誤ご魔ま化かすことなく、真っ直すぐに首しゆ肯こうした。

　夜の学園に現れて、白羽祭を攪かく乱らんし、僕たちを散々惑まどわせてきた鎧の騎士が……。

「残念、本物は私でした」

　ぺろと赤い舌を出してから、くすくすと笑う……鈴蘭だった？

「さて……風峰様は一方のゲームに勝ち、特別ゲームには残念ながら敗北いたしました。よって……そうですね、イーブンということで構いませんか？」

　そう言って、鈴蘭が片腕でほのみの首を押さえたまま、右手に見覚えのある大たい剣けんを生み出した。その剣先を地面に突き刺さし、刀身から目ま映ばゆい光が放たれるところなんて──そっくりそのまま、巻き戻しの映像のように思える。

　あの夜の学園で、僕たちの前に姿を現し、姿を眩ました……鎧の騎士と。

「当初の予定とは違ちがいますが、ゴスペルを仲間に引き入れることにしましょう」

　力ちから尽ずくで、と。

　鈴蘭──鎧騎士の本体である彼女は、ほのみを腕の中に収め、傍かたわらにリノンを引き連れたまま、目映い光に包まれていった。

　ハッとして、格子の隙間から、僕はがむしゃらに腕うでを伸のばす。

「っ、鈴蘭っ──！」

「ご安心ください。ほのみ様はきちんと、人柱として捧ささげますから──……」

　視界が真っ白に塗ぬりつぶされる直前、そんな声が遠く響いた気がして──

　彼女たちの輪りん郭かくが、線を消すように薄くなっていき──

「…………ぁ」

　光が綺き麗れいに晴れた目の前には、誰もいない。

　僕とつばさは、水晶の檻に取り残されたまま、リノンたちを見失っていた。

「と、橙矢っ、ほのみたちがっ」

　つばさに泣きそうな顔でしがみつかれて、僕はようやく状じよう況きようを把は握あくする。

　リノンから銃口を向けられ、鈴蘭が鎧よろいの騎き士しと化し、ほのみを連れ去った──

「……嘘うそだろ？」

　呆然とする頭でその言葉を繰くり返して、僕はよろよろと首を巡めぐらせる。

　キャンプファイアーが、遠くで燃えていた。
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　呆然とする時間は、そう長くはなかったと思う。

「っ……くそっ！」

　悪態を吐つくだけじゃ気が収まらず、力任せに拳こぶしを檻に叩たたきつけた。格子がビンと揺ゆれ──一いつ拍ぱくおいて、僕たちを囲む檻が、下から上まで粉々に砕け散る。

　こんなにも簡単に壊せる檻なのに……あのとき、僕は壊せなかったんだ。

　────そこに、いて。

　リノンが、あんな虚ろな目で、僕たちに銃口を向けてきたから……なのか？

「どうしよう橙とう矢やっ、どうしよう、ほのみたちが……！」

　つばさが動どう揺ようしたように、僕の腕をぎゅっと掴つかんだ。

「……つばさ。落ち着いて」

「でもっっ」

「なんとかするから！」

　思わず大きな声で叫さけんでしまい、つばさが竦すくんだように肩かたを震ふるわせた。怯おびえたような表情に罪悪感が募つのり、僕は額に手を当ててから、ゆっくりと息を吐はき出す。

　冷静にならなくちゃ、だめだ。

　皮肉なことに──僕はもう、こういった事態を何度も経験しているのだから。

「…………大きな声出してごめん。今から考えるから」

　ほのみを攫さらった相手は──鈴すず蘭らんと、リノン。

　どちらも涙るい晶しよう管理局という組織の所属だ。その背景は謎なぞに包まれ、具体的な組織の規模は勿もち論ろん、彼女らの目的だって臆おく測そくや噂うわさの域を出ない。

　ただそれでも、鈴蘭が去り際ぎわに言っていた言葉は覚えている。

「……ほのみを追いかけよう」

　────ご安心ください。ほのみ様はきちんと、人柱として捧げますから。

　脳のう裏りに浮うかんだ言葉を頼たよりに、僕はこれからの行動を思案する。

「ほのみを連れて消えたってことは、ほのみを生かしたままどこかに連れていきたいんだと思う。だったら……まだ追いつける可能性が残っている」

「で、でも、どこに!?」

　焦あせるつばさを手で制して、僕は遠くにそびえ立つ塔とうに目を遣やった。

　この潜せん水すい都市では、背景の一部と化している……尖せん端たんの欠けた、塔。

「純白の花瞳エルダーアイリスに。鈴蘭は、ほのみを人柱にするって言ってた……意味はよくわからないけれど、多分、花瞳アイリスの崩ほう壊かいと関係があると思うんだ」

「げ、劇でもそんなこと言ってたけど……でも、もしも本当に鈴蘭さんたちがそこに向かっているんだとして、どうやって追いつけばいいの？」

「……それは」

　咄とつ嗟さに、『鶺せき鴒れい』を出る手段が幾いくつか頭に浮かんだ。研究所の潜せん水すい艇ていを借りるか、渡と航こうする船に乗り込むか……だめだ、どれも準備に時間がかかりすぎる。

　時間が空けば空くほど──鈴蘭の手によって、ほのみが人柱とやらにされる危険性が跳はね上がるのに！

「くそっ、どうやって追いつけば……っ」

「じゃあ、ウチの艦ふねを貸しましょうか？」

　不意に、声が投げかけられた。

　かさ、と校庭の土を踏ふむ音が響ひびく。考えてみれば、今はキャンプファイアーの真っ最中だ。離はなれているとはいえ、生徒の誰かが異変に気付いても不思議はない。

　今はこれ以上の厄やつ介かい事は──そう、逸はやる気持ちで振ふり返れば、

「まーた随ずい分ぶんとひでぇ顔してますね」

　トーヤさん、と。

　銀ぎん髪ぱつの青年が独特のイントネーションを発し、親しげに片手を上げていた。腰こしまで髪かみを伸ばし、『鶺鴒』じゃ見慣れないサングラスをかけ、変装中の彼は──

「レーシュ……？」

　昼間に白しら羽はね祭さいを楽しんでいた、レーシュだった。

　後ろにはアイネちゃんの姿も見えて、沈ちん痛つうそうな表情で頭を下げられた。

「トーヤさん……」

「なんでアイネちゃんが……レーシュっ、もう帰ったんじゃ！」

「ゴスペル探しが意外に白熱しましてね。こんな時間になっちゃいましたよ」

　そう言って、レーシュが軽く肩をすくめた。

　一いつ般ぱん客きやくなのに後夜祭まで残ったらしい彼は、で、と僕に向けて顎あごを上げた。

「どうするんですか？　ほのみさん──連れてかれたんでしょ？」

「……なんで、知っている？」

「やたら見覚えのある光が、校庭の方から見えましたからね。で、急いで駆かけつけてみれば、光の発生源はとうに消えていて、おまけに檻おりの中でヘタレているトーヤさんを発見したわけですよ」

「レ、レーちゃん！」

　アイネちゃんが咎とがめるようにレーシュの腕を引っ張るも……その通りだ。

　僕は実際、途と方ほうに暮れていた。リノンに銃じゆう口こうを突つきつけられただけで動けなくなり、ほのみを目の前で奪うばわれたかと思えば、助け出せる手段がなくて──

「……ふねを、貸す？」

「ああ、ようやく思い出しました？」

　レーシュはやれやれと言わんばかりに、首を横に振った。

　世界に宣戦布告を果たした彼は、同時に一国の主あるじでもある。

　潜水都市『雨あま燕つばめ』──国と呼ぶには小さすぎる、潜せん水すい艦かんを領土とした都市だ。

「……貸すってまさか、『雨燕』を？」

「相乗りでも良ければ」

　レーシュの登場に合わせた言葉は、聞き間ま違ちがえじゃなかったらしい。

　銀髪の青年は、足あし下もとに散らばる水すい晶しようの欠片かけらを、指で拾い上げると、

「ほのみさん、さっきの鎧着たやつに連れていかれたんですよね？　早くしないと手て遅おくれになるんじゃないですか？　それとも今からシーポートに乗り込みます？」

「いや……でも、なんで」

　まだ状況が飲み込めずに問い返すと、まあ、とレーシュは軽くそっぽを向いた。

　ぽん、ぽん……と、檻の欠片を掌てのひらでお手玉している。

「ゴスペルを追うのであれば、俺にも理由はありますから。トーヤさんたちは、そのついでに拾ってやるだけです」

「こんなこと言ってますけど、レーちゃんはトーヤさんたちが心配なんです！」

　アイネちゃんが身を乗り出してきて、あっさりと兄のような存在の魂こん胆たんをばらした。レーシュが目に見えて狼狽うろたえる。

「違うって。別に、俺はトーヤさんたちをここに置き去りにしたところで、目標のゴスペルさえ追うことが出来ればそれで……」

「レーちゃん、せっかく出来たお友達なのに、そんなこと言っちゃだめですよ！」

「はぁっ？　と、友達なわけないだろっ、トーヤさんゴスペルだぞっ？」

「でもレーちゃん、トーヤさんにはレギナ・リリウムを使ってませんよね？　ゴスペルでも相手がお友達だから、傷つけたくないんじゃないですか？」

「それは……色々、タイミングがあってだな──」

　昼間の再現のように、二人がああだこうだ言い合い始めた。レーシュの心積もりは理解できたし、『雨燕』に直接乗せてもらえば、潜水艇や渡航用の船よりよっぽど早く追えるはずだ。それに、アイネちゃんの主張にも胸を打たれたのだけれど──

「あの、二人とも！」

　もうあまり、時間が残っていない。

　僕は、きょとんと動きを止めた『雨燕』の二人に向かって、深く頭を下げた。

「お願いします。──『雨燕』に、乗せてください」







　携けい帯たいを使って、ノボル、美み陽よさん、ハル姉さんの三人に連れん絡らく。

　僕とつばさは、三人とシーポートで待ち合わせた上で合流して、普ふ通つうの旅行船や民間船が停てい泊はくするような格納庫に向かい、レーシュの待つ『雨燕』に乗り込んだ。

　というのも──どうやら『雨燕』は、艦体の塗と装そうから武装まで、全すべてを『雨燕』本来の姿から事細かに変へん更こうすることで、一般の船に偽ぎ装そうしていたらしい。

「艦体の持つ独自の認識信号も、ちゃんと偽装してあるんですよ」

　と、アイネちゃんは、広い部屋まで僕たちを案内してから、嬉うれしそうに語った。

「ちょっと待っててくださいね、今お茶を持ってきます」

　そう言われて残されてしまうと、僕たちのやることは早々になくなる。

「見た目の印象に比べて、中は意外と広いんだね……」

　背中にかける狙そ撃げき銃じゆうを壁かべに立てかけて、美陽さんが感かん慨がい深ぶかげに艦内を見回す。

　どうもここは、陸の家で言うところのダイニングに当たるらしい。食堂じみた広い空間に長机が幾つも直列に並び、丸椅い子すが点々と等とう間かん隔かくに置いてあった。

「さすが潜水艦、これが家ってかなり広くね……？」

　ノボルが丸椅子を引くと、おそるおそると言った様子で腰を下ろした。僕たちもとりあえず席に着き、きょろきょろと辺りを見回していると──

「お待たせしました～」

　一度は姿を消したアイネちゃんが、お盆ぼんに人数分のコップを載のせて現れた。

「はいどうぞ、まずは一息吐ついてくださいね」

「ありがとうございますー」

　姉さんは笑顔でコップを受け取ると、口をつけ、ごくごくと飲み干した。……見知らぬ潜水艦に乗り込み、自然体でいられるのはさすがだと思う。

　僕なんて、コップを持つ手が、緊きん張ちようからか微かすかに震えているのに。

「どうもどうも皆みなさん、よくお越こしくださいました」

　すると、食堂スペースの奥から、レーシュが自宅ならでは、実に気楽な感じで現れた。席の一つに腰こし掛かける。今は長い銀髪も三つ編みに結ゆい直し、変装も解いている。

「と、言いたいところですが、こっちもあまりお客を出で迎むかえたことがないもんでして。おもてなしはあんまり期待しないでくださいな」

「いいや、こちらこそお招きいただき光栄だよ」

　不敵に唇くちびるの端はしを吊つり上げ、美陽さんがレーシュと目を合わせた。

　顔を合わせるのは──そうか、レーシュが『鶺鴒』を沈しずませかけて以来か。

「まさか噂の『雨燕』に、この足で乗り込むことになるとは思ってもみなかったからね。それだけで十分、自分としては刺し激げき的さ」

「そりゃなにより。ああでも、だからって逮たい捕ほとかはしないでくださいね？」

「残念ながら、武装研究員はそんな権限を持ち合わせてはいないよ」

　美陽さんは軽く肩をすくめてから、打って変わって、瞳ひとみに真しん剣けんな光を宿した。

　一いつ瞬しゆん、まさかここで雪せつ辱じよく戦せんを果たすのかと思うも──

「むしろ、今日は助けてもらって感謝している。かつては武器を向け合ったけれど、今日に限り君を信しん頼らいしたい。ほのみんが連れ去られたと聞いたときは心臓が止まるかと思ったけれど、この艦で追走するなら希望が持てそうだ」

　希望。今回の一件において、それはかなり儚はかないものだと思う。

　ゴスペルの一件は、残ざん留りゆう体たいを研究する研究所に話すには、リスクが大きすぎる。加えてお尋たずね者もののレーシュと行動を共にする時点で、僕たちは基本的に隠おん密みつ行動を心がける立場にある。おまけにこちらの戦力は小さく、敵を追いかけている苦しい状じよう況きようだ。

「本艦は既すでに、純白の花瞳エルダーアイリスに向かっていますから」

　それでもアイネちゃんが勇気づけるように、僕たちに向かって小さく頷うなずいた。

「どんな人であろうと、たとえゴスペルでも、海を渡わたるのに船は必要です。『雨燕』は高い機動力を有していますから、後追いに要した時間を考えても、そう離はなされずに追えていると思います」

「まあこれでも、お尋ね者として世界各国から逃にげ回っている艦ですからね」

　足は保証しますよ、とレーシュがくつくつと笑うと、もうっ、とアイネちゃんからお叱しかりが飛んだ。やはりこの潜水艦──もとい家では、アイネちゃんのほうが立場的に上らしい。

　まあ家だけでなく、普ふ段だんから尻しりにしかれているような気もするけれど……。

「……つかよ、リノンっちが向こう側についたってマジなのか？」

　ノボルがぽつりと呟つぶやくと、食堂がしんと静まり返った。とはいえ、ノボルはあえて話題を切り出してくれたのだと思う。

　気分が重くなろうとも──避さけては通れない話だ。

「ノボル、ここに来る前に話したけど……」

「ああ、涙るい晶しよう管理局……だっけか？　都市伝説とかでたまーに出てくる組織だよな。で、リノンっちがそこの所属で、おまけに鈴蘭さんもそこのお仲間ってか？」

　うぅん、とノボルが不可解そうに眉まゆを寄せて、唸うなる。

　ほのみが涙晶管理局に連れていかれた以上、もう隠かくし事ごとは出来ない──そう判断して、ここにいる全員には、リノンに関する話を通してある。

「……そんなの、ないよ」

　ここまで無言だったつばさが、悔くやしそうに唇を噛かみ、ぐっと俯うつむいた。

「だってリノンは……私たちとずっと一いつ緒しよにいたんだよ？　中学の頃ころから知ってて、今まで一緒にバイトしてきて……なのに、そんなの……」

「隠し通さなければならない理由があった──そういうことなんだろうね」

　神しん妙みようそうに呟き、美陽さんが指先で顎の下を撫なでる。

「涙晶管理局か……自分も噂うわさ程度には聞いたことがあるけれど、まさか実在しているとは考えもしなかった。巷ちまたに流れる噂を真に受ければ、世界中じゆうの涙晶を管理する、なんて大それたことを実行しているようだけど……まさか、フランまでその一員だとは」

　苦しそうに眉を寄せて、我が室長が両手を組んで、額を押しつけた。ノボルが心配そうに美陽さんを覗のぞき込む。

「姐あね御ご……？」

「……うん、わかっている。彼女は涙晶管理局の一人で、ほのみんを連れ去ったんだ。聞けば、『羽は衣ごろも』における作戦の折にも、ゴスペルを一人殺している」

　美陽さんは迷いを振ふり切るように、首を小さく何度も横に振った。

　鈴蘭は……美陽さんの昔からの友人だと言うけれど。

「たとえ古い付き合いとはいえ──そして、彼女がゴスペルであったとしても、見過ごすわけにはいかないよ」

「……鈴蘭は、世界を延命するためって言ってました」

　僕は当時の記き憶おくを掘ほり返しつつ、重要な単語を拾い上げる。

「人柱……鈴蘭は、ゴスペルのことをそんな風に呼んでたけど……」

「それって、橙矢っちたちの劇でやってたやつだよな」

　ノボルが思い出すように目を細めて、ぐっと背もたれに身体からだを預けた。

「世界を救う……そんな大層なことまだ上う手まく飲み込めねぇし、だからリノンっちのやつも、オレらになんも話さなかったんかねぇ……」

「……信じてたよ」

　中学からの友人であるつばさが、堪こらえきれないように目元を潤うるませた。

　それが、なにに対する涙なみだなのか──なんとなく、わかった。

「言ってくれれば信じてた……っ、こんなことになる前に、リノンともっと、色んなこと話せたかもしれないのに……っ」

　多分、つばさは自分を責めている。

　リノンの力になれなくて、彼女の背中を見送ってしまった──そんな風に考えてしまう優やさしすぎる自分自身を。

「──誰だれにでも秘密はあります」

　隣となりの席に座る姉さんが、つばさの頭を自分の腕うでの中に招く。そのまま栗くり色いろの髪かみを撫でながら、ゆっくりと目を瞑つぶって、優しい口調で言った。

「リノンちゃんはきっと、つばさちゃんに心配をかけたくなくて、ずっと秘密にしていたんだと思います。だからそれを知った今のつばさちゃんは、いーっぱい心配していいんですよー。それで、リノンちゃんを見つけたら、心配した分だけ、思いっきりぎゅーってしてあげましょう？」

「……っ、うん……っ」

　つばさが涙声で頷き、姉さんの胸に顔を埋うずめた。一同にしんみりとした空気が流れ、潜せん水すい艦かんの駆く動どう音らしきノイズが……やけに低く、響ひびく。

「まぁ、ここでどうこう言ったところで、直接会ってみなきゃわからないですよ」

　そんな一言で、停てい滞たいした空気が一気に破は壊かいされた。

　思わずレーシュを睨にらむも、本人が既にアイネちゃんから「レーちゃんっ」と叱られた後だった。なんだよ、とレーシュは拗すねたように唇を尖とがらせる。

「空気読まないでどうもすみませんねー……でも、直接会ってみるって手は、どうするにせよ取らなきゃいけないと思いますけど？」

「……リノノンがフランに味方した以上は、ということだね」

　椅子の背もたれに深く背を預けて、美陽さんが思案するように唸った。

「問題はそこなんだ。ほのみんを取り返すにも、純白の花瞳エルダーアイリスの内部はあまりに広すぎる。リノノンとフランが手を組んでいる場合、二人との衝しよう突とつも考こう慮りよする必要もあるし……リノノンは腕うで利ききの武装研究員、そしてフランは……おそらく、ゴスペルだ」

「最強の羽はね憑つき、っつー触ふれ込みっすよね。つか、それも信じられんねぇよ。クラスで一緒に色々やったけど、全然気付かなかったぜ……」

「鈴蘭は……演技するのが、上手いから」

　これまでの出来事を思い返せば、しかし腑ふに落ちる点は確かにあるのだ。

　夜の学園で現れた鎧よろいの騎き士しは鈴蘭であり、それに加えて──

「校内に、鎧の騎士の幻げん影えいを放った思考昇華パラダイムシフト……光情報で構成した騎士を創つくって、動かすことなら僕にも出来るかもしれないけど、鈴蘭は多分、それを学園全体に施ほどこしたんだ。何十っていう数の騎士を、実際に動いている風に見せかけるために……」

「天然のホログラム……のようなものですね」

　姉さんがつばさの髪を撫でながら、静かに呟いた。

「それだけの規模を扱あつかえるとなると、間ま違ちがいなくゴスペルだと思います。それも相当に強力な個体です」

「ってことは、かなり厳しい戦いなんじゃね……？」

　ノボルが思わずと言った風に、避けていた結論を口にした。

　対たい峙じする相手は、武装研究員のエキスパートである、リノン。

　そして、学園全体に思考昇華パラダイムシフトを仕し掛かけるような──ゴスペル、鈴蘭。

「そりゃそうだ。連中は残留体の王様キング、そう簡単にはいかないでしょう」

　よっ、と一声かけて、レーシュが椅い子すから立ち上がった。腰こし元もとのホルダーに指をかければ、かちっと小気味良い音を立てて、柄つかだけの武器を手にする。

　レギナ・リリウム──刀身のない剣けんを片手に、レーシュは快活に笑った。

「だから、そのゴスペルの相手は俺がやる」

「レーシュ──」

「反論はさせませんよ。これは花瞳アイリスまでの駄だ賃ちん代わり、おまけに厄やつ介かいな敵を一人葬ほうむるっていうんだから、むしろ止めると困るのはそっちじゃないですか？」

　痛いところを突つかれたように、僕たちは揃そろって沈ちん黙もくした。

　確かに……レーシュは残留体に対しては無類の強さを誇ほこる。鈴蘭の実力は未知数で、互ご角かくに戦えるのが同じゴスペルの力を持つ僕しかいない状況は、正直言って厳しい。

　でも、だからといって……鈴蘭を、見殺しにしていいのかと自分に問えば──

「まあ別に、会って早々、殺し合う気はないですけどね。……あのゴスペルには、個人的に問いただしたいこともありますから」

「……鈴蘭に？」

　問い返すも、レーシュは答える気がないように肩かたをすくめた。これまで同様、レーシュの行動原理であろう核かくの部分は、見せるつもりはないらしい。

「──お母さんのことを、知っているかもしれないんです」

　しかし……アイネちゃんが脇わきから、青年の言葉を代弁するように答えていた。表情は至し極ごく真ま面じ目めそうで、レーシュがぎょっと目を剥むく。

「アイネ、お前っ」

「レーちゃん、わたしは知ってもらってもいいと思います。だって、トーヤさんたちはお友達じゃないですか」

「まだそんなこと言って……いいかアイネ、それは俺のやることであって、」

「わたしたちのやることですし、レーちゃんは一人でため込みすぎなんです。それにもしかしたら、トーヤさんたちがなにか知っているかもしれませんよ？」

　一歩も退ひかないといった構えで、アイネちゃんが真っ直すぐにレーシュを見つめる。するとその目に弱いのか、青年は困った風に頭をぐしゃぐしゃと掻かいた。

「…………はぁぁ」

　結局、折れたのはやっぱり、兄のような青年のほうだった。

　レーシュは、ため息一つを吐ついてから、僕たちに言った。

「俺の母親……それがゴスペルだってことは、知っているんですよね？」

「うん……なんとなくだけど」

「──その母親が、十年かそこら前に、いきなり姿を眩くらましたんですよ」

　不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せるのは、当時の記憶を思い出しているのか。

　銀の三つ編みの先っぽを指で弄いじくりながら、レーシュは口早に語り始めた。

「元々、俺と父親と母親の三人で、小さな潜せん水すい都市に住んでたんですけどね。ある日いきなり、その母親が『世界の寿じゆ命みようを延のばしてくる』──とかなんとか口にして、俺たちの前からいなくなったんです」

「……世界の、寿命？」

「そこ拾わなくていいですよ、後でまとめて言うんで。……で、それからしばらくして、俺たちの都市は──花瞳アイリスの崩ほう壊かいに巻き込まれて、沈ちん没ぼつしたんです」

　沈没。

　普ふ段だんであれば、その言葉が秘ひめる暴力性に、たじろいだかもしれない。でも僕は、つい最近、より正確に言うと今日の劇の中で、それに近しい言葉に触れていた。

「それって……もしかしてっ」

「トーヤさんたちの劇、俺も観みてましたよ。……多分、あの王女役の子と、俺たちの故郷は一緒みたいですね。花瞳アイリスと運命を共にした都市なんて、他ほかに聞いた例ためしもないんで」

　リノンとレーシュが……同じ都市の、出身？

　一同の口があんぐりと開き、僕は慌あわてて言葉を繋つなげた。

「待って、じゃあレーシュは……助かったの？」

「じゃなきゃここにいないですって。俺は、母親が残した潜水艦──この『雨燕』で脱だつ出しゆつしました。まあ、他の人間を助けている余よ裕ゆうはなかったんですけど……唯ゆい一いつ、近所に住んでたこのアイネだけは連れてこれたんです」

　レーシュはぶっきらぼうに言って、アイネちゃんが懐なつかしそうに微ほほ笑えんだ。

　でも、十年前っていうと……七歳か、そこらのはずだ。

　二人だけで都市を脱出したようだし、もしかしてそれからずっと──

「以来、俺たちは食くい扶ぶ持ち稼かせぐついでに、母親の消息を探して回る日々ですよ。そのうちにゴスペルの名前に辿たどり着いて、残ざん留りゆう体たいのルーツを探さぐれば母親探しのヒントになるかと、レギナ・リリウムを振り回してみたり、トーヤさんたちを襲しゆう撃げきしたり、失敗したり……今日のあの演劇で、人柱なんていう面おも白しろい単語を聞いたり」

　抑おさえきれない感情が牙きばを剥くように──にぃ、と。

　レーシュは鋭するどい犬歯を晒さらして、獰どう猛もうに微笑んだ。

「花瞳アイリスの崩壊を防ぐには人柱ってのが必要で、そして柱はゴスペル……。世界の寿命を延ばすとか意味わからないこと言って、消えた母親に近い気がしましてね。あの金きん髪ぱつのゴスペルはそこら辺詳くわしそうでしたし、すぐには殺さないんでご安心を」

「……そっか」

　確かに……符ふ号ごうは合致しているのだと思う。

　花瞳アイリスの崩壊、世界の延命、涙るい晶しよう管理局、ゴスペル……そして、人柱。

　今まで見えてこなかった部分が……世界の裏側に位置するようなものが、少しずつ明らかになっているような、そんなもどかしい感覚が、湧わき上がる。

　そして──ぎぎぎ……と、艦かん内ないに不協和音が、響いた。

　まるで潜水艦が減速するような鈍にぶい音で、どうやらその直感は正しかったらしい。

　長机に腰こし掛かけていたレーシュは、踵かかとの力だけで身体からだを起こすと、

「さて、到とう着ちやくです。これから純白の花瞳エルダーアイリスの上層部に取りつきます。レギナ・リリウムで塔とうの壁かべに穴を開けて、内部に接続しますので、後はお互たがい好きにやっていきましょう」

　海かい賊ぞくよろしく何度も花瞳アイリスに侵しん入にゆうしているためか、慣れた口調である。

　僕たち一同は──互いに顔を見合わせて、覚かく悟ごを決めるように、頷うなずき合う。

「さぁさぁ、今日は楽しいゴスペル狩がりといきましょうか──」

　レーシュの物ぶつ騒そうすぎる発言を皮切りに。

　僕たちは席を立ち、花瞳アイリスに侵入するべく、まずは食堂を後にした。







　居残り組は、姉さんとアイネちゃん、それにノボルを加えた三人。

　遊ゆう撃げき組は、僕とつばさ、美陽さんにレーシュという編成だ。

「それじゃあ皆みなさん、俺はこの辺で」

　ただし──レーシュはそう言って、純白の花瞳エルダーアイリスに到着して早々、僕たちとは別行動を取った。単独で動いたほうが益が大きいと判断したのか、なんの躊ちゆう躇ちよもなしに姿を消したのである。

　きっとただ、僕たちよりも早く、鈴蘭に接せつ触しよくしたいだけだろうけど──

「さあ、二人とも。探たん索さくを始めるとしようか」

　美陽さんは僕とつばさを見回して、一つ頷いた。

　ここ──潜水都市『雨燕』が接続したエリアは、塔における上層部に位置する。リノンや鈴蘭がどの位置から侵入したか不明である以上、上から降りていくしかない。

　純白の花瞳エルダーアイリスは螺ら旋せん状の構造で、外がい縁えんに沿って階段を下る形だ。

「でもどうします？　しらみつぶしに探すには範はん囲いが広すぎますけど」

「なに、移動には幸い、このバイクがあるからね」

　そう言って、美陽さんは傍かたわらに停とめたバイクの座席を跨またいだ。

　このバイク──レーシュ率いる『雨燕』の内部にあったものである。

「普段から使う花瞳アイリス探索用に比べればパワーは落ちるけど、十分に使える代しろ物ものだ。サイドカー付きがもう一台あるから、つばさんは自分の補助に付いてくれるかい？」

「は、はい」

　つばさが緊きん張ちようしたように頷き、美陽さんのバイクの横に並ぶ形で、サイドカーの座席に腰こしを落ち着けた。

　僕は一人でバイクに乗って、キーを差し込み半回転、エンジンを吹ふかす。

「で……どう探します？　二手に分かれましょうか？」

「いや、この数で戦力を分散させるのはリスクが大きい。基本的に自分が先行するから、だいだいやじるしは後をついてきて」

「了りよう解かいです。残留体が出た場合は？」

「基本的には協力して駆く除じよ、不測の事態には臨機応変に対応してくれるかな？」

　了解、ともう一度呟つぶやいて、僕はバイクのハンドルを握にぎった。

　逸はやる鼓こ動どうはあえて抑えず野放しに。代わりに、頭を限界まで研とぎ澄すます。

　ほのみを……そしてリノンを、探し出すために。

「よし、行こう！」

　美陽さんがタイヤを唸うならせ、バイクを急発進させた。純白の花瞳エルダーアイリスに存在する唯一の階段──外縁のスロープのような平らな道を、ひたすらに下っていく。バイクが三台並んで走ったって落ちそうにもない、幅はばの広い道だ。

　僕も少し離はなれて追つい随ずいしながら──思う。

　────この、場所は……私が、守る。

　リノンはあの一いつ瞬しゆん、なにを考えていたんだろう。

　虚うつろな瞳が思い出される。普段は透とう明めいに澄み切っていて、感情をまったく揺ゆらさない瞳が……あのときだけは違ちがい、濁にごっていた。

　好き好んでほのみを奪うばったとは、決して思えない。

「リノン──……」

　だって僕が今、こんなにも冷静でいられるのは、リノンのおかげなんだ。

　ほのみを目の前で奪われた──この事実だけ顧かえりみれば、僕は正直、もっと動どう揺ようしていてもおかしくない。なのに、頭は隅すみ々ずみまで澄み切っている。それは、ほのみを連れ去った相手がリノンであり、僕の中に彼女に対する絶対的な信しん頼らい感があるからだ。

　リノンが相手なら、大だい丈じよう夫ぶだと──こんな状じよう況きようでも、自然と思えてしまう。

「いったい、どこに……」

　まとまらない思考を振ふり払はらって、僕は前方のバイクを見つめる。螺旋状の道をひたすら下りるだけで、このまま見つめ続けていたら、感覚が狂くるってしまいそうだ。

『────るし』

　不意に、通信用として耳に挿さしたインカムから、声が漏もれた。僕はインカムの音量を指で上げて、耳に意識を集中させる。

『──だいだいやじるし、聞こえるかいっ？』

「はい、聞こえます。どうしました？」

　通信相手の声がやけに荒あれている。ああ、と美陽さんが安心したような息を零こぼした。

『無事なようだね。良かったよ、急にはぐれたから……』

　……はぐれた？　いまいち意図が読めずに、僕はインカムに手を当てたまま、前方のバイクを見やる。美陽さんとつばさは、前を見み据すえたまま走っている。

「あの……僕、今後ろにいますよ？」

『うん？　なにを言っているんだい、君ははぐれたんじゃ……？』

　相手の呼よび掛かけに、不ふ審しんそうな色が混じった。

　なんだ……？　この、チグハグな感じ。

『──待って。確認するよ……君は今、なにを見ている？』

「なにって……美陽さんたちのバイクです。しっかり後ろをついていますよ」

　正直に答えると、しばらく通信にざーざーというノイズが走って、

『…………っ、やられた！』

　美陽さんがハッとしたように、声を荒あららげた。

『だいだいやじるし、気を付けて！　自分たちは今、停車しているんだ！』

　本格的に──訳がわからなくなった。

　それでもインカムに意識を集中させたのは、相手が切せつ迫ぱくした様子だったから。

『いいかい、自分たちは今、はぐれた君を探すために停車している！　走っていないんだ──君が見ているバイクは、自分たちじゃない！』

「……っ」

　不意に、頭の隅すみで思考が弾はじけた。思い出す。

　──見えないものをまるで本物のように見させて、自在に扱あつかうことが出来る。

　そんな幻げん影えいじみた思考昇華パラダイムシフトを……扱うゴスペルに、心当たりはないか？

「っ──美陽さん、鈴蘭がなにか仕掛けてます！　美陽さんたちは──」

　相手の安否を確かめようとした直後、ざざっ、とインカムの音が割れて、雑音が鼓こ膜まくをめちゃくちゃに叩たたき始めた。慌てて耳からそれを外して、ふと前を見れば──

「……っ！」

　さっきまでバイクに乗っていた美陽さんとつばさが、忽こつ然ぜんと姿を消している。サイドカーの座席は空っぽで、けれどもバイク本体はまだ人が運転していた。

　ああ──いた。

　若わか紫むらさき色の短い髪かみを、風で切りながら──その人物は、バイクを急停止させた。

「っ……！」

　こちらも慌あわててブレーキをかけるも、体勢がぐらつき──横転。宙に放ほうり出され、僕は身体の軸じくを捻ひねると、靴くつ底ぞこを地面に激しく擦こすらせながら着地した。

　衝しよう撃げきに耐たえ、ゆっくりと顔を上げると──目の前に、いる。

　バイクを停めた人物は、ふらふらとした足取りで、こちらに歩いてきた。

「……凝こった手、使うね」

　煙けむりを上げ始めたバイクを横目に、僕は思わず唇くちびるを噛かみしめた。

　光情報を物質として纏まとい、認識を歪ゆがませる思考昇華パラダイムシフト──いつからだ？

「僕は……いつから、君を美陽さんたちと錯さつ覚かくしてたの？」

　おそらくは鈴蘭によって、純白の花瞳エルダーアイリスに思考昇華パラダイムシフトが働きかけられていた。

　僕は、美陽さんたちの姿を借りて、僕をずっと誘ゆう導どうしていた人物に……言った。

「リノン──」

「……そうね、ほんの五分前くらいかしら」

　そう言って、少女は腰元から赤い駆動銃ランゲージを引き抜ぬき、無造作に構える。

　リノンが虚ろな瞳を晒さらしたまま、その銃じゆう口こうで僕に狙ねらいを定さだめていた。







「最初から、このつもりだったの？」

　純白の花瞳エルダーアイリスにおける、階段部分。

　幅の広い平らな道の上で、僕とリノンは、正面から対たい峙じしていた。

　向こうは銃口を覗のぞかせ、僕は両手を下げたまま、リノンをじっと見つめる。

「さっきの幻影、鈴蘭の思考昇華パラダイムシフトだよね。美陽さんの姿を僕に見せて、バイクでまったく違う道を走らせて、僕と美陽さんたちの戦力を分断させたかったってこと？」

「正確には違う。貴方あなたを私に引き寄せれば、それだけでよかった」

　普ふ段だんよりも声は冷たくて、眼まな差ざしには温かみがない。

　ぴくりとも眉まゆを動かさずに、リノンは淡たん々たんとした口調で言った。

「風かざ峰みね君さえ排はい除じよすれば、ゴスペルである鈴蘭を止める者はいなくなるから」

「じゃあ、鈴蘭は今どこにいるの？」

「……私が教えると思う？」

　文字通りの無表情、無感情を貫つらぬき、リノンは赤の銃口を構え続ける。

「私の役目は、風峰君の足止め。鈴蘭がほのみさんを人柱に捧ささげるまでの間、貴方をこれ以上先に行かせないために──ここで引き留める役よ」

「……役、ね」

　思った以上に動揺は小さい。まあ、そんなところだと思っていた。

　人柱とやらは、どうやら準備に時間のかかるものらしい。とはいえ、余よ裕ゆうはまったくない。一刻も早く、リノンを突とつ破ぱしてほのみを探しにいかないといけない──

「……ならさ、リノンも一いつ緒しよにいこうよ」

　それを承知した上で、僕はリノンに向かって右手を差し出した。

　突つきつけられた銃口のお返しに、無防備な掌てのひらを向ける。

「鈴蘭を追いかけるのを、手伝ってくれないかな？」

　──きん、と。

　硝子ガラスに罅ひびが入るような音が響ひびいた刹せつ那な、僕の頬ほおに鋭するどい痛みが走った。

　火傷やけどのような熱が……つー、と一いつ滴てきの滴しずくとなって、頬を流れ落ちる。

「……馬ば鹿かなことを言わないで」

　リノンが駆動銃ランゲージの引き金を引いたまま、少しだけ俯うつむいていた。その銃口はたった今、思考の銃じゆう弾だんを放ち終えたように、熱の粒りゆう子しを散らせている。

「次にそんなことを言ったら、額を撃うち抜く」

「……リノンの専門ってさ、水すい晶しようの檻おりを使った足止めじゃなかったっけ？」

　頬から流れる血を手で拭ぬぐってから、僕はリノンに問いかけた。

「僕の記き憶おくの中だと、リノンが人を撃ったところ、見たことないんだけど」

「……貴方には見せていないだけよ」

　前髪が小さく揺れると、伏ふせた目元が垣かい間ま見みえる。

　リノンは微かすかに目を細めて、擦かすれたような声で言った。

「今の私が……これまで風峰君たちといた私とは、違うように」

「変わってないよ」

　リノンが目め尻じりをほんの少しだけ吊つり上げる。僕は構わずに続けた。

「どこも違ってないし、変わってないってば。それよりさ、鈴蘭の居場所を教えてくれない？　早く行かないと、手て遅おくれになる」

「話を……聞いてないの？　私はもう、貴方たちの側じゃ……」

「だったら、またこっち側に戻もどってきなよ。ね、リノン？」

「──私はっ」

　声が、荒ぶる。

　リノンは銃口を大きく揺らして、きっ、と僕を強く睨にらみ付けた。

「私は、もう前の私とは違うって……言っているでしょう!?　なのにどうして、まだ……私の名前を、普通に呼ぶのよ！」

「だって、なにも変わってないからさ」

　僕は頬を緩ゆるめて、そう……心の底から安あん堵どしている。ほんと言うと、少しだけ不安だったんだ。リノンが瞳を虚ろなままに閉とざして、僕の言葉になんか耳を一いつ切さい貸さずに──本人が言うように、変わってしまったのではないかと、不安だった。

　でも今、ちゃんと確かめられた。

　僕の知る少女は、息を荒らげて、僕のことを必死に睨んでいる。

「リノンは、僕が知るリノンのままだ」

「っ──風峰君、わかっているのっ？」

　リノンが駆動銃ランゲージを力任せに振るい、宙を裂さくと、痺しびれを切らしたように叫さけんだ。

　その表情はとても、無感情とは言えないほどに……切せつ羽ぱ詰つまっている。

「私は、貴方のことを裏切ったっ！　鈴蘭に従って、ほのみさんを奪うばったのよっ？　なのになんでっ、そんな風に笑っていられるのっ！」

「……前にも言わなかったっけ」

　それは、僕にとっていつからか当たり前のことだった。

　まだ冬の寒い頃ころに出会って、事件の調査に共に臨のぞみ、解決して、ときには何度か銃口を突きつけ合うこともあって……僕はそのうちに思ったんだ。

　リノンがたとえ、どんな秘密を抱かかえていようとも。

　どんな想おもいに駆かられて、どんな行動を取ろうとも──

「僕は、リノンが相手だったら、信じられるって」

「っ……どう、して」

　悔くやしそうに顔を歪ませて、リノンがぐっと下唇を噛んだ。

　初めて見る──どうしようもなく、感情を抑おさえ込んでいる表情だった。

「リノン。一緒に、ほのみを助けに行こう？」

「…………だめ」

　喉のどの奥から無理矢や理りに絞しぼり出したような、声が響いた。

　リノンは震ふるえながら俯き、前髪で目元を隠かくしながら、言った。

「ほのみさんを助けたら……人柱は、完成しない。人柱が生まれなければ、塔とうはいずれ崩くずれてしまう……ううん、純白の花瞳エルダーアイリスだってもう崩れている……」

「……寿じゆ命みよう？」

　問い返すと、リノンは小さな首しゆ肯こうを躊躇ためらいがちに返してきた。

「花瞳アイリスは、思考昇華パラダイムシフトで創つくられた塔。そうである以上、物質には必ず、寿命がある。限界を超こえた塔は必ず、崩ほう壊かいして海の底に沈しずむ。それだけは避さけられない……」

「それがどうして……人柱なんてものに繋つながるわけ？」

　花瞳アイリスが寿命を迎むかえて、崩れる。物は月日の蓄ちく積せきで劣れつ化かはするし、耐たい久きゆう力は確実にすり減っていく。それは理解の範はん疇ちゆうで、けれども解げせない部分もある。

「人柱なんて変なもの、たとえばただの言い伝えとか、そういうのじゃ……」

「…………人柱がなんなのかは言えないし、言う必要もない」

　まるで自分に言い聞かせるように、リノンはゆっくりと言葉を紡つむいだ。

　そして瞳を弱々しく細めると……銃口を、僕に真っ直すぐ向ける。

「風峰君はここで、私が止めるもの」

「……リノン、でも」

「私はっ……これで、いいの」

　なにがいいのだと言うのだろう。

　そんなに目尻を歪ませて、唇を噛みしめて、浅い息を必死に抑えて、今にでも瞳から涙なみだが零こぼれそうなくらい、辛つらそうな顔をしているのに──

「私は、貴方たちの都市を守る……たとえ、ほのみさんを犠ぎ牲せいにしても、この場所を失わせはしないっ。塔の崩壊を絶対に食い止めるっ……それで私が、風峰君たちと一緒にいられなくなっても、私はそれで構わな──」

「構わない訳ない！」

　もうこれ以上は、こっちも聞くのが辛かった。

　僕は思いっきり声を張り上げてから、瞳を見開くリノンに向かって、はっきりと言い放った。

「リノンは──その一緒の中に、入っているんだよ！」

　どうして自分を、除外しようとするんだろう。

　決して外せないはずの──中心点が、いないんだよ？

「リノンが大切に思う場所に──肝かん心じんの自分が、一番大切にしなきゃいけない自分が、どうして入ってないのさっ」

「だ……だって、私はそうしないと耐たえられない……っ」

　リノンはぐっと俯き、表情を隠すと、大きく後ろに跳とび下がった。

　ふらふらした足取りで地を踏ふみしめ、赤い杭撃ち銃リベツトガンを弱々しく持ち上げ……それでも、銃口を僕に向けたまま、鋭く叫んだ。

「せっかく手に入れた場所を……失うのは、嫌いやなのっ！」

　引き金を……力ちから一いつ杯ぱい、絞って。

　杭撃ち銃リベツトガンが熱をため込み、銃口から一気に解き放つ。き────ん、とそして音が間延びした刹那に、僕はリノンの背後に創造された物質を認めて、絶句した。

　リノンは駆動銃ランゲージの銃口から、光の粒子を散らしながら、言った。

「これが、本来の私。涙るい晶しよう管理局としての……私」

　……奥の手を、隠してたってことか。

　檻を構成する格こう子しは、真っ直ぐで頑がん丈じようなため、強固である。

　そんな格子だ。もしもその一本を、まるで槍やりのように扱あつかっても、きっと強力だろう。そして仮に、一本や二本の比ではなく──目算で数え切れないほどだとしたら。

「……だから、お願い……」

　無数の格子が──水晶の銃弾となって、彼女を取り巻くように浮うかび上がる。

　リノンは切なそうに口元を歪ゆがませて、懇こん願がんした。

「止まって──」

　きんきんきんっ！

　と、引き金が立て続けに引かれ、リノンの周囲に浮かぶ銃弾が、飛来した。僕の頬や腕うでに傷が走り、足や脇わきから赤い滴が飛び散って、地面を跳ちよう弾だんするように濡ぬらす。

　でも全すべて──致ち命めい傷しようには至らない。

　僕は少しも身み動じろぎせずに、リノンを正面から見つめた。

「止まらない。リノンを止めるまで、僕は止まらない」

「っ……なにを考えているの？　早く傷を再生しなさいよ……っ」

　リノンが後こう悔かいと苦く悩のうが入り交じったように頬を歪める。

「じゃないと、次を撃ち込む……っ」

「リノンは絶対にそんなことしないよ。だから、再生はしない」

　僕は堂々と懐ふところを晒さらして、一歩、足を前に踏み出した。

　そうだ。再生能力なんて、こんな場面ではいらない。

「僕は、リノンを信じている」

「……っ、だからっ」

　リノンが唇くちびるをわななかせて、辛いものを見ていられないように、目を瞑つぶった。
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「いいから止まって……っ、お願いだから……」

「……リノン、僕を信じられない？」

　リノンの行動が、彼女の隠していた本心を、教えてくれる。

　僕はもう一歩、今度は逆の足を前へと動かした。

「リノンの居場所は、失われないって……そう言う僕を、信じられない？」

「っ……信じたいに決まってるでしょう!?」

　感情が爆ばく発はつしたように、リノンが声を嗄からして叫んだ。

「信じたい……嫌いやなことが起きないって、信じたいっ。でも、頭から不安が離はなれないのよっ。ずっと、ずっとっ……あのとき起きたこと、何度も思い出して！　っ……そんなこと言うなら……だったらっ……っ、お願い…………信じさせてよ……！」

　振ふり絞るような一言が、彼女の本音だと言うのなら。

「──わかった！」

　リノンの不安を断たち切れるように、僕は大きく声を張り上げた。

　彼女の不安は多分、言葉でいくら上書きしても、いずれは再び湧わき上がるもの。

　僕は両腕を緩く広げて、自分の懐を無防備に晒して見せる。

「僕を、信じて。僕は絶対に、これから再生しない。リノンが何発撃うってこようとも、それを避よけたりしない」

「なにを……言って……」

「僕は、僕を撃たないリノンを信じている。だからリノンも──僕が、リノンの下もとにまで辿たどり着けたら、僕を信じてみてくれないかな？」

「っ……避けないなんて、そんなこと出来るわけないでしょっ？　もし直ちよく撃げきでもしたら……いくら貴方あなたでも、再生しなきゃどうなるかわかるでしょ!?」

　僕と対たい峙じしている構図なのに、リノンはそう必死に訴うつたえかけてきた。

　そんな彼女だからこそ、僕は自信を持って、答えられる。

「出来るよ。僕はリノンを信じているから……今からそれを証明する」

「風峰君っ……！」

「いくよ。リノン？」

　泣きそうな顔をするリノンに、僕は軽く唇の端はしを吊つり上げて、微ほほ笑えむ。

　リノンとの距きよ離りはそこそこある。でも、ゆっくり歩こうと思う。だって、焦あせって走る必要はない。僕はこれから、ただリノンへの信しん頼らいを、示すだけでいいんだ。

　これまで何度も、リノンは僕のことを助けてくれて、

　だから今度は、僕がリノンを助けてあげたいと、心から思うから。

「不安だったら──全部思いっきって、僕にぶつければいい！」

「っ……う……う、うああああああああっ！」

　リノンが駆動銃ランゲージを振り乱し、怯おびえたように引き金を絞った。

　水すい晶しようの銃じゆう弾だん──否いな、より強力な砲ほう弾だんが幾いく本ほんも宙に浮かび、僕を迎え撃つ。

「──怖こわいのっ」

　本心が、引き金を絞る度たびに、リノンの口から零れた。

　リノンは目をぎゅっと瞑って、怖いものを見ないように、撃ち続ける。

「塔の崩壊は防がなくちゃいけない！　でもほのみさんも犠牲になんてしたくない！　涙晶管理局として世界を延命するのに……皆みんなと一いつ緒しよにいられなくなるなんて嫌っ」

　一本、二本、三本に四本に──数える必要も、もうない。

　僕はリノンの攻こう撃げきを避けず、彼女の言葉だけに集中して、ひたすら前へ足を動かした。気分としては猛もう吹雪ふぶき、水晶色の飛礫つぶてが、僕の全身に吹ふき荒あれる。

　腕を、脚あしを、耳を、頬ほおを、服を……何度も何度も、かすめていく。

「あのときみたいに──都市が沈むのなんて見たくないっ！」

　リノンの不安は、根深いものだと思う。

　故郷を失った──その記き憶おくは、幼い彼女に痛つう烈れつに刻まれて、今もなお癒いえることなく苛さいなんでいる。それは、過去をなかったことにしたいくらいに、苛いら立だつものだと思う。ふとした瞬しゆん間かんに幸せを感じて、安らぎを覚えたら、胸の底から湧き上がってくるのだ。

　また怖い目に遭あうかもしれないよ？

　いいの、そんなに安心して？

　ほら、不安になってくる。どうせ、今の幸せだってそのうち失うんだよ──

「私の居場所──せっかく出来た場所が、消えるなんて……っ！」

　そんな過去の声が、どうしようもない不安を、掻かき立てる。

　僕にも覚えがある。日常を一度は失ったからこそ、今の幸せな毎日が崩れでもしたらと考えると、今でも怖い。でもそれは、仕方ないことだと僕は思う。辛い過去は誤ご魔ま化かしようもなく辛いもので、そこを否定しちゃいけない。

　過去は別に乗り越こえる必要はなく、とはいえ乗り越えたって別にいいもの。

　ただ一つ言えることは、不安はどこまでいったって、不安に過ぎないのだと。

　失うかも、消えるかもと──そう無む性しように思うだけで、想像が本当に現実になると決まったわけでは、決してないのだ。

「そんなの……もぅ、嫌……」

　今にでも泣き出しそうな声が、耳元に届いた。

　水晶の銃弾は、身体からだの至る所をすれすれで飛び、僕の制服はあちこちボロボロだ。どうにも動きにくくて、でも、もう歩く必要もないからいいのかもしれない。

　リノンが構える駆動銃ランゲージの銃口を、僕は掌てのひらで優やさしく包み込んだ。

「うん、大だい丈じよう夫ぶだから」

「風峰、君……」

「消えないってことを、まずは信じて」

　そしてもう、あと一歩のところだ。

　すぐ目の前で、リノンが足あし下もとを見つめたまま、肩かたを震ふるわせている。

「リノンの居場所は……僕が絶対に、誰だれにも奪うばわせないから」

　その両肩に、そっと手を置いた。小さな子供を覗のぞき込むように……俯うつむく彼女の顔を、下から見上げた。

　僕は笑顔を浮かべて、ボロボロになった制服を、広げて見せる。

「ほら、僕は全然、傷ついてないでしょ？」

「っ」

「リノンは僕を傷つけないって、僕が信じ切れたからだよ。リノンが相手だから、出来たんだ。だからリノンも、リノンを信じた僕を、一回信じてみてくれないかな？」

「…………こんなやり方、無茶も、いいところよ……」

　馬ば鹿か、と。

　目め尻じりに涙なみだを一いつ杯ぱいに溜ためて、それでも零こぼさずに、しゃっくりを引っ込める。

　リノンは喉のどを震わせて、縋すがるように僕を見下ろした。

「っ……っ、私のいた都市みたいに、ならない？」

「ならないよ。リノンの故郷みたいなことは、起こさせない」

「……花瞳アイリスの、崩ほう壊かいは……止まる？」

「止まるよ。ほのみを犠ぎ牲せいになんてしない。僕たちの周りには……ほら、姉さんとか美陽さんとか、頭の良いい人がいっぱいいるからさ。僕も色々考えてみるから、きっと良い方法が見つかるよ」

　失敗するかも、失うかも、と不安を覚えたって、別に構いはしないのだ。

　自分が不安になるような想像が現実にならないよう、必死で行動する。それだけ。心構えをする勇気さえあれば──状じよう況きようは、決して悪い方向には転がらないはずだから。

　そしてそのうちに……問題が過ぎ去った頃ころには、思えているかもしれない。

　あんな不安、今からすれば、どうってことなかったなって。

「……っ、風峰君、は」

　ひっく、と。

　リノンがついに息を零すも、唇をすぐに噛かみしめた。胸が何度も跳はね上がり、必死に声を堪こらえているのがバレバレで……でも、リノンは涙を零さない。

　水面一杯の瞳を揺ゆらして、声を詰つまらせながらも、僕に問いかけた。

「私の、こと……嫌きらいに、なってない？」

「うん、なってないよ」

「でも私、貴方のこと裏切ったのに……！　檻おりにだって閉じ込めて……っ」

「うーん……それは前にもあったしねぇ」

　僕は軽く苦く笑しようを浮うかべて、とんとん、とリノンの肩をあやすように叩たたく。

　本当に──無む垢くな子供みたいだと思う。

「リノンは裏切ってなんかいない。ただ少し、喧けん嘩かしただけだよ」

「けん、か……？」

「うん。友達ならよくやる、ただの喧嘩。仲直りすれば解決するだけのね」

　実際、そうじゃないかな？

　意見を違ちがえて、反発して、衝しよう突とつして、最後には丸く収まる。

　そんなことが起きても、友達の間だったら……全然、大したことはないのだ。

「僕はリノンの居場所を守る。それから、涙るい晶しよう管理局としての居場所も守る。世界を救って、ほのみを取り戻もどして、また学園に帰ろう。リノンがそうしたいって言ってくれれば、僕は友達として、いくらでも力を貸すよ？」

　頼たよってくれれば、喜んで力になろう。

　泣き言を口にしてくれれば、一緒に話を聞いて励はげまそう。

　辛つらいことがあったら、相談に乗ってあげたい。

　一人で抱かかえ込みすぎないで……吐はき出したって、いいはずだ。

「だから……リノン」

　言ってくれたら、必ず力になるから。

　ゆっくりと瞬またたいてから、リノンが瞳の水面を淡あわく輝かがやかせて──小さく頷うなずく。

「風峰……君。ひどいことして、ごめんなさい……」

　ああそういえば、今まで聞いたことがなかったかもしれない。

　リノンは目尻から一ひと滴しずく、涙を零して……透すき通るような微笑みを浮かべた。

「私のことを、助けてくれる？」

　彼女から初めて聞いた、友達を頼ってくれる言葉に──

　僕は大きく、誇ほこらしく頷いた。
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　急がないと。

　バイクに乗った僕の背中に、ぎゅっと腕うでを回して、リノンは言った。

　あれから少し泣いたためか、目元は赤く、声も少し擦かすれている。

「ほのみさんが人柱にされるまで、もうあまり時間がない」

「場所はわかるの？」

　アクセルをかけ、タイヤを急回転。爆ばく音おんを響ひびかせて、僕はバイクを発進させた。

　螺ら旋せん状の道を下へ下へと進み、純白の花瞳エルダーアイリスの深部へと向かう。

「ほのみは鈴すず蘭らんと一緒にいるんだよね？　あの二人がどこに向かったか、見当つく？」

　僕は耳に挿さしたインカムを通して、リノンに問いかける。バイクの駆く動どう音がひどくて肉声じゃ届かないのだ。彼女は僕の腰こしにしがみつきながら、同じくインカムを使って、

「ええ。人柱のために用意された『区画』があるの。そこまでは道が入り組んでいて、普ふ通つうだとまず辿たどり着けない。けれど、私は……いえ、涙わ晶た管し理た局ちはその道順を知っている。そうね……この速度なら、ここから二〇分もかからないと思う」

「了りよう解かい。案内は任せるよ！」

　──そしてリノンの予想は少しだけ外れて、所要時間およそ一五分。

　ぐるぐると似たような景色が前を通り過ぎ、感覚が麻ま痺ひしてきた頃、リノンがぐっと僕の服の裾すそを引っ張って、インカムから鋭するどく叫さけんだ。

「風かざ峰みね君っ、あれ！」

　あれ──の正体がほどなく視界に飛び込み、僕は思いっきりブレーキをかけ、ホイールを激しく横よこ滑すべりさせた。転げるようにバイクから降りる。

　天てん井じようがどこまでも突つき抜ぬける──広々とした空間に、僕たちは辿り着いた。

　リノンの指示通りにバイクを走らせたため、具体的な位置はわからない。ただ、どうやらここは塔とうの中心に近いらしく、奥の方に、巨きよ大だいな柱が確認できた。

　おそらくは塔の支柱──花瞳アイリスの基き盤ばんである柱だ。

　そして、柱のすぐ近くに、小さな人ひと影かげが二つ見えた。

「っ、ほのみ────っ！」

　叫びながら、僕はリノンと共に、人影の下へ向かう。

　巨大な柱に近づくにつれて、その麓ふもとには、予想通りの人物がいた。

　今回の一件の元げん凶きようと言える、鈴蘭。

　その隣となりには──気を失っているのか、ほのみがぐったりと冷たい床ゆかに横たわっていた。

「……あら、お早い到とう着ちやくですこと」

　上品そうな声が、静せい寂じやくの空間を切って裂さいた。

　三人のうちの一人が気付き、長い金きん髪ぱつを振ふり向かせて、僕たちに微ほほ笑えみかける。

「結局、そうなってしまいましたね」

　その言い方はまるで、僕たちがここに来ることを予期していたかのよう。

　鈴蘭は艶あでやかに腕を組むと、愉ゆ快かいげな視線をリノンに投げた。

「ねぇ、リノン。貴方あなたに裏切られるなんて、思いもしませんでしたよ？」

「……裏切ったつもりはない」

　皮肉のような言葉にも、眉まゆ一つ動かさずに動じない。

　リノンは若わか紫むらさき色の髪かみから、真しん剣けんな眼まな差ざしを覗かせ、鈴蘭に注いだ。

「私は、ほのみさんを助けて、塔の崩壊も防ぐためにここに来た」

「…………また、随ずい分ぶんと腑ふ抜ぬけましたね」

　呆あきれたようなため息を漏もらして、鈴蘭は一転、冷めた表情を浮かべる。

「裏切ってまで得た答えが、それですか。これでは、わざわざ趣しゆ向こうを凝こらして、貴方のトラウマを刺し激げきした甲か斐いがまるでありませんね……たった半年間で情が湧わきましたか？」

「ええ、そうよ」

　きっぱりと言い放ち、リノンは床に横たわるほのみを見やった。

「私は、彼女たちと過ごす今が、とても大切なの。一人でも欠けてはいけない……だから彼女を犠牲にせず、それでも塔を救う方法を探したいの」

「鈴蘭、まだ間に合わないかな？」

　僕はリノンの言葉を引き継ついで、鈴蘭に訴うつたえかける。

　彼女とは今日まで、クラスメートとして過ごしてきた、時間がある。それこそ、この場を力ちから尽ずくで解決する以外に、方法を模も索さくしてみようと思うほどに。

「僕には人柱の意味はよくわからない。花瞳アイリスの崩壊を止めるっていうなら、そうなんだとは思う。でも、まだ花瞳アイリスはここに立っている──崩壊する前に、人柱なんてものを使わなくても、なんとかなる方法を、一いつ緒しよに考えられないかな？」

「…………風峰様」

　囁ささやくように息を吐いて、鈴蘭がそっと睫まつ毛げを伏ふせる。

　そしてそのまま、どこかほっとするように──ほんの少しだけ、頬ほおを緩ゆるめた。

「貴方は変わりませんね……ですが、それは、無理です」

「どうしてっ？」

「もう時間がないと、前にも言ったじゃありませんか」

　鈴蘭は切なそうに目を細めて、軽く小首を傾かたむけた。

　それが演技なのか、素すの表情なのか、僕には判別がつかなくて困こん惑わくして──

「純白の花瞳エルダーアイリスは、崩ほう壊かいまであと一か月も保もちません」

　心臓が、一いつ足そく跳とびで動いた。

　喉のどの奥から息を絞しぼり上げると、言葉が吐き出される。

「…………い、かげつ？」

　僕は、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすリノンをフォローも出来ずに、鈴蘭に問いかけた。

「本当……なの？」

「はい、保って一か月、早ければ三週間ほどでしょうか。……ですから、こんなにも慌あわただしく、風峰様たちを仲間にお誘さそいしたんですよ？」

　くすり、と鈴蘭が可か愛わいらしく口元を綻ほころばせる。

　色いろ仕じ掛かけや白しら羽はね祭さい、ゲーム──まるで当時を懐なつかしむように、微笑んだ。

「一刻も早く、ゴスペルを用意する必要があったんです。人柱として捧ささげ、純白の花瞳エルダーアイリスの崩壊を食い止めなければ、近きん隣りんの潜せん水すい都市は深刻な資源不足に陥おちいってしまいます」

「……で、でも、それだけなら」

「塔を一本失うだけで、現人類の何割が減るかお教えしましょうか？」

　それは言外に、僕にある種の答えを突きつけてきた。

　純白の花瞳エルダーアイリスはまもなく、崩壊する。策を考える時間が……残されて、いない？

「……人、柱は」

　それでも、諦あきらめきれない。

　思考を重ねれば、いつかは答えが見つかる──そう、自分に言い聞かせる。

「人柱って、なんなの？　そもそも花瞳アイリスは、どうやって建って……」

「──まだお気づきになりませんか？」

　ぞくっ、と。

　鈴蘭から優やさしく見つめられて……何な故ぜか、背筋に嫌いやな感覚が奔はしった。

　あの瞳を、覗のぞいてはいけない──暗い闇やみに引きずり込まれそうになる。

「ここは、純白の花瞳エルダーアイリスの要かなめ、支柱です」

　直感は激しく警けい鐘しようを鳴らすのに、僕は鈴蘭から視線を逸そらせない。

　両腕をゆっくりと広げて、鈴蘭は顎あごを上げて、背後の巨大な柱を仰あおぎ見た。

「思考昇華パラダイムシフトは、涙晶を媒ばい介かいとして、理想の物質を創つくり出す奇き跡せき。よって寿じゆ命みようを迎むかえ、崩壊する塔を再生するためには、再び奇跡を起こさなくてはなりません」

　僕も、その視線につられて……上へ、上へと顔を上げていき──

「しかし花瞳アイリスほどの規模を再生するためには、それ相応の涙晶が必要です」

　ある一点を見た瞬しゆん間かん、全身が凍こおり付いた。

　支柱の遥はるか上に────真っ黒な、影かげが見える。

「涙晶には、純度の概がい念ねんが存在します。高純度の涙晶は、より多くのエネルギーを蓄たくわえ込み、想像をより強大な物質として思考昇華パラダイムシフトする──深海を貫つらぬく巨大な塔ともなれば、これに費ついやすエネルギー量は膨ぼう大だいで、必要となる涙晶もまた、最高の純度が求められます」

　ではここで問題です、と。

　花瞳アイリスを支える巨大な塔の真下で、鈴蘭は冷めた微笑みを咲さかせた。

「最高の涙晶を生やす残ざん留りゆう体たいは……いったい、なんだと思いますか？」

　あぁ、ようやくわかった。

　僕は首を真上に向けたまま、全身を震ふるわせて、頭の片かた隅すみで思う。現実を受け止めきれなくて、頭ががんがんと痛み始め、朦もう朧ろうと揺ゆれるも……理解した。

「……だから、人柱？」

　最高の涙晶は──最強の再生能力を誇る、残留体の王にこそ相応ふさわしい。

　渇かわいた喉で、唾だ液えきを嚥えん下かして。声は自おのずと、激情に震える。

　僕は、支柱の上部にまるで埋め込まれたような人影を、認めた。

「ゴスペルを……花瞳アイリスの思考昇華パラダイムシフトに使うのかよ!?」

「はい、なにせ最高の涙るい晶しようですから」

　鈴蘭は誇ほこらしげに、頭上の支柱に沈しずむ人物を見上げた。背格好からして、おそらくは成人した女性。眠ねむるように目を閉じている、人間。

　その姿はまるで──文字通りこの柱に捧げられた、人柱のようだった。

「そもそも涙晶管理局とは、ゴスペルに宿る涙晶を管理するための組織です」

　舞ぶ台たい裏うらを明かすように、鈴蘭は静かに語り始めた。

「世界を延命する──つまり、崩壊に向かう花瞳アイリスを維い持じするためには、残留体の中でごく稀まれに出現する、高純度の涙晶を保有する個体……ゴスペルが必要です。ですから我々は、世界中じゆうに仲間を散らし、ゴスペルを確保することを目的としてきました」

「……じゃあ、鈴蘭は……？」

　僕は震える声で問い返した。

　今の話が本当だとすれば、涙晶管理局に所属するゴスペルの彼女は──

「はい。私も生まれて間もなく、管理局に迎えられました。私の場合は通常の任務と兼けん業ぎようですが、次に崩壊の兆きざしを見せた塔に、人柱として捧げられますよ」

　一いつ切さいの苦痛を浮うかべずに、笑顔でそう言った。

　僕はどんな表情を浮かべていたんだろう。鈴蘭が不思議そうに小首を傾かしげる。

「変な顔をなされますね。とても名めい誉よなことなんですよ？　ほのみ様も惜おしいことをしたと思います。もっと早くに我々と出会っていれば、速すみやかに人柱となれたのに……まったく、『鶺せき鴒れい』の前任者はなにを怠たい慢まんしていたのでしょうね──」

　愚ぐ痴ちっぽく呟つぶやきながら、その言葉に違い和わ感かんは覚えない。

　鈴蘭はつまり、本心から言っているんだ。

「っ……鈴蘭はそれでいいの？」

「はい。なにせ、世界のためにこの身を捧げられるんですからね──」

「…………っ」

　多分、鈴蘭は涙晶管理局以外の世界を、知らないのだと思う。

　残留体として生をうけ、ゴスペルとして自我が芽生えてから、確保という名目で初めて出会った──涙晶管理局の人間が、きっと言ったのだ。

　世界のためだけに、生きろと。

「…………なら……どうしたらいいんだよ」

　足あし下もとがふらつき、胸に絶望的な暗くら闇やみが広がる。

　純白の花瞳エルダーアイリスはもうじき、一か月と保たずに崩くずれ落ちて──

　止める方法は、ゴスペルの少女を犠ぎ牲せいに、再生することで──

　それを拒きよ否ひすれば、人類が、生きられなくなる。

「そんなのどうしようもないじゃないか……っ！」

「──いいえ、そんなことありませんよー」

　不意に。

　懐かしい声が、背後より間延びするように……上がった気がした。

「考えても答えが見つからなかったら、もっともっと考えてみましょう──これは鉄則中の鉄則です。橙とう矢やちゃんったらもうー、諦めるのが早いですよー？」

「……ぇ……」

　声は喉を上がりきらず、息となって漏れた。隣に立つリノンが、驚きよう愕がくしたように目を見開き、震える唇くちびるを開く。

「風峰、ハル……」

「はーい、来ちゃいました」

　艶つややかな黒くろ髪かみを揺らして、嬉うれしそうに答える。

　僕の姉──ハル姉さんは、ほんわかとした微ほほ笑えみを浮かべていた。

「橙矢ちゃんたちのピンチに駆かけつけられて、お姉ちゃんとっても嬉しいです♪」

「姉さん……？　どうして、ここに……いや、そうじゃなくて……」

　考えが上う手まくまとまらない。『雨あま燕つばめ』で待機していた姉さんが、どうして花瞳アイリスの中にいる……？　残留体とは遭そう遇ぐうしなかったのか？　怪け我がとかは、してないのか？

「風峰ハル……？　『鶺鴒』の前任が、どうしてここに……」

　鈴蘭が目を瞠みはり、呆ほうけたように口を開き、姉さんを見つめながら呟いた。

　…………前任？

「貴方あなたは……もう、管理局を辞やめたはずじゃ……」

「あら？　昔の私のこと知っているんですか？」

　目を丸くしてから、姉さんが恥はずかしそうに目め尻じりを緩ませた。

「びっくりです。経歴は全すべて消したはずなんですけど……あ、もしかして調べたんでしょうか？　もう、あんまり人のプライベートを覗いちゃだめですよ～」

「姉さん……前、任って」

　その言い方だとまるで──姉さんが、鈴蘭が言うところの前任者だと、認めているように聞こえる。

　鈴蘭が所属する組織の下もとで活動し、『鶺鴒』の前任者と呼ばれる意味は──

「涙晶、管理……局？」

「……ばれちゃいましたね。今まで秘密にしていてごめんなさい、橙矢ちゃん」

　悪戯いたずらが見つかった子供のように、姉さんが困った風に微笑んだ。

　ええと、つまり……どういう、ことだ？

「んふふ……でも、安心していいんですよ。もう、大だい丈じよう夫ぶですから……」

　眠りに誘いざなうような口調で、姉さんが僕の名前を呼ぶ。

　子供の頃ころ、親代わりに僕を寝ねかしつけてくれたような──甘い声が、耳に響ひびく。

「橙矢ちゃんは、なんにも心配しなくていいんですよ。後はぜーんぶ、私がなんとかしますからね」

「なに……姉さん……なんのこと、言っているの？」

　どうしてか鼓こ動どうが速まって、僕は焦あせるように姉さんのほうへ一歩を踏ふみ出す。

　それを……かちゃり、と金属が擦こすれるような音が、止めた。

「大丈夫ですよ、橙矢ちゃん……」

　漆しつ黒こくに塗ぬられた──大きな口径。

　姉さんはゆっくりと腕うでを上げ、僕を手招くように真っ直すぐと伸のばしている。

　その手に──大型の駆動銃ランゲージを収めて、その銃じゆう口こうで正確に僕を狙ねらいながら。

「……ねえ、さん……？」

「橙矢ちゃんは、全部、私に任せておけばいいんです──」

　そう言って、僕の姉は、甘く頬ほおをとろけさせる。

　その表情は毎日、いつも家で僕に向けられる、家族を想おもうもので──

「私が、橙矢ちゃんたちを助けます」

　確信の籠こもった一言が、絶望の状じよう況きように響き渡わたる。

　姉さんは銃口を僕に向けたまま、幸せそうに微笑みを咲かせた。

「これより──世界の延命を、始めちゃいます♪」







　あとがき







　皆さんこんにちは、武たけ葉ばコウです。もはや慣かん例れい挨あい拶さつみたく、寒いです。

　前巻のあとがきでも書いちゃってますが……冬、寒い！　前に担当さんから「昔ドバイにいたから寒がりなんでしょうか？」と訊きかれましたが、そんな気が最近ひしひししております。でもこの本が発売する頃は春だから、伝わらないこの冬な感じ……！




　さてさて、気を取り直しまして、今回は学園祭が舞台です。

　これまで残留体と戦ってばかりだった橙とう矢やたちが、珍しく高校生らしくわいわい騒いでいると思います。……多分。いやきっとそのはずです。

　しかし学園祭と言えば、鮮せん烈れつに思い出すことが。というのも、高校時代の学園祭の記憶は食べ歩き一色だったのです。

　僕の通っていた高校は、学園祭といえばお化け屋敷に喫茶店……ではなく、基本的に生徒やその家族、加えて先生たちまでもが、自国の料理を振る舞うブースを、こぞって出していました。ドバイはビジネス街なので土地柄、親の仕事の都合で転校してきた生徒が多いのですが、それにしたってブースが多い。

　和洋中どころか、アラビックにロシアン……!?　知らない国の料理まである！　っていうかそっちの方が圧倒的に多い!?　どんな料理バトルだこれ……！　と内心ひたすら日本語で突っ込んだものです。海外すげぇなと。

　ちなみに、日本ブースはかき氷が一番人気だったような。なんでも海外の方々には珍しく映るそうです。ビバジャパン。




　そんな経験が活いかされているかどうかは、さておきな本巻なのですが、今回も厳しいスケジュールにお付き合いいただいた担当さんに、本書を彩ってくれたntnyさんを始め、この本をつくるにあたって携わってくれた全ての方々に感謝を。

　そしてなにより、この本を手に取ってくれた貴方あなたへ。ありがとうございます。

　また次巻でお会いできれば、これほど嬉うれしいことはありません。





二〇一四年二月　武葉コウ
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